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この物語はフィクションです。実在の声優・宗教団体とは関係ない筈です。
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『……つまり、ワタシはキミと結婚したいと思っているのさ』

　事の発端は、そんなメー子の爆ばく弾だん発言だった。

　付き合い始めて２ヶ月くらいの彼女から、ばーちゃんと妹がいる前で公開プロポーズをされたのだ。ばーちゃんは大喜びして、妹は不機嫌になって、その場にいなかったかーちゃんにも情報が伝わって、後日改めて話をしましょう、という段取りになった。

　当事者である筈はずの俺は、正直に言って為なすすべもなく、ただ一連の流れに身を委ねることしかできなかった。結果、急きゆう遽きよ開催された家族会議に、気まずい思いをしながら出席している、という現状に至る。

「もう、帰りたい……」

　他の会議出席者たちに聞こえないよう、そっと独り言を呟つぶやく。呟いてから、ここが他でもない我が家のリビングであることに気付いた。




「あはは……。17歳で結婚したいなんて、最近の若い子は凄すごいのねぇ」

　呆あきれながら笑っているのは、俺のかーちゃん、澤さわ村むら和かず美み。年ねん齢れいは17歳だ。

　……言い間違いなどではない。繰くり返すが、かーちゃんの年齢は17歳だ。

　元々40代だったかーちゃんが、突然17歳になってしまった時は、その事実をなかなか受け入れることができなかった。信じられない話だが、《17歳教》という不思議な宗教の儀ぎ式しきを受けると、17歳当時の身体からだに戻ってしまうのだ。その身体は二度と老いることがなく、《永遠の17歳》になることができる。ただし、残り寿命の半分（もしくは17年分）という、大きな代だい償しようを払わなければならない。

　27年前（最初に17歳だった頃）、人気アイドルだったかーちゃんは、当時の肉体を取り戻したことで再び人気アイドルの座に返り咲いた。仕事を失ったかーちゃんが、俺や妹を養うため、寿命の半分を犠ぎ牲せいにしてくれたのだ。

　という訳で、俺の前に座っているセーラー服を着た17歳の女の子は、驚おどろくべきことに俺の母親なのである。ちなみにどうしてセーラー服を着ているのかと言うと、いまだに17歳用の私服を持っていないのだ。

『家計が火の車だっていうのに、自分の服なんか買えないわよ！』

　本人は以前そんなことを言っていたが、単にセーラー服が気に入っているだけではないか、という説が俺の脳内では有力だ。




「そうかねー。私が若かった頃は、それくらいで結婚するのが、当たり前だったよー」

　嬉うれしそうに笑っているのは、俺のばーちゃん、梅うめ野のワカバ。年齢は17歳だ。

　……言うまでもなく、ばーちゃんも17歳教の会員である。

　元々70代だったばーちゃんは、足腰を悪くして外出できなくなってしまった。他に身寄りもないため、かーちゃんが世話をしなければ、日常生活を送ることさえ困難だった。その状況を気に病んだばーちゃんは、誰だれにも世話をかけさせない身体からだとなるため、17歳教の儀ぎ式しきを受けたのだ。

　という訳で、かーちゃんの隣となりに座っている17歳の女の子は、驚おどろくべきことに俺の祖母なのである。老婆時代と同じもんぺを穿はいて、三つ編みに黒くろ縁ぶち眼鏡を装備して、いつもニコニコと笑っている。

　だが、こうして元気に笑っているばーちゃんも、明日には突然死んでしまうかもしれない。残りの寿命が少ない17歳教会員にとって、儀式の代だい償しようはあまりにも大きいのだ。どうも本人は死を達観した様子だが、俺には無理だ。穏おだやかな気持ちでその日を迎える準備など、到底できそうもない。




「いえ、一般的には初婚年ねん齢れいが高くなっています。世代的な傾向ではなく、ワタシが少し変わっているのでしょう」

　妙に誇らしげに笑っているのは、俺の彼女、来くる栖す芽め依い子こ。年齢は17歳だ。

　……言っておくが、メー子は17歳教会員ではない。俺と同じく、この世に生を受けてから17年しか経たっていない、ごく一般的な意味での17歳だ。

　しかし、メー子には17歳教との少なからぬ因いん縁ねんがある。母親が病気で亡くなった後、父親が再婚相手として連れて来た新しい母親が、17歳教会員だったのだ。

　メー子の父親は来栖コーポレーションの社長で、それはもうリッチなセレブ様である。その資産を狙って再婚したに違いないと、メー子は新しい母親のことを心底嫌っている。同時に、17歳教を《諸悪の根源》と断罪するなど、憎悪に近い感情を抱いていたのだが、かーちゃんやばーちゃんのことを知り、その点については考えを改めてくれたようだ。

　それどころか、うちの家族について憧あこがれを抱き、自分も一員になりたいと願い、彼女という自分の立場をふと思い出し、『結婚したい』という結論に辿たどり着いてしまった。一度そうと決めたら、メー子の行動力は凄すさまじい。あれよあれよと言う間に、このような席が設けられてしまった。

　という訳で、俺の隣に座っているブレザーを着た17歳の女の子は、俺の彼女から婚約者へとクラスチェンジを図るため、ご挨拶にお越し頂いたのである。ご挨拶にお越しください、と俺が頼たのんだ覚えはないのだが。

　そもそも俺とメー子が付き合い始めたのも、いわば成り行きだ。17歳教の母親を持つ仲間同士、ちょっとした連帯感を覚えていただけなのに、いつの間にか後戻りできないところまで来ている気がする。非常によろしくない。




「ひとつ、言いたいことがあるんだけど」

　欠片かけらほどの笑みも浮かべず、眉間に皺しわを寄せているのが、俺、澤さわ村むら隆たか史し。年ねん齢れいは17歳だ。

「結婚ってさ、当事者同士の合意があって、初めて成立するものだよな？」

「まぁ、隆史ったら、そんなに立派なことを言えるようになって……」

「この前まで、小さな男の子だったのに、いつの間にか大人になっていたんだねー」

　かーちゃんとばーちゃんが、生温かい視線を俺に投げかけた。茶化されているのか真剣なのかわからないが、いずれにしても、背中がむず痒がゆくなる。

「いや、そうじゃなくて！」

　俺は思わず声を張り上げた。

「俺がメー子からのプロポーズに合意した覚えがない、って言ってるんだ！」

「プロポーズ……。何だか甘酸っぱい響ひびきがするわね！　自分の時のことを思い出すわ～」

「懐なつかしいねー。私がおじいさんから『結婚しよう』って言われたのは、もう50年くらい前の話だよー」

　かーちゃんとばーちゃんは、俺の話をまともに取り合う様子もなく、違う世界へトリップしてしまった。

「とにかく、メー子。この段階でかーちゃんやばーちゃんに挨拶するなんて、色々と順番が違うんじゃないか、と思う訳だが」

　俺が詰め寄ると、メー子はさらりと返答した。

「うん、まず外堀を埋めようと思ったからね」

「それを俺の前で言うか、普通!?」

「ふふっ、冗談だよ。申し訳ない」

　相変わらず、ちっとも申し訳なさそうに見えない謝罪が返ってきた。

　メー子に反論しても、駄目。かーちゃんやばーちゃんに助けを求めても、駄目。糠ぬかに釘くぎを刺すような虚むなしさを覚えて、俺は肩を落とした。

　以上、出席者４名、全員17歳。この家族会議を無事生き延びることができるのか、俺は不安ばかりを募らせていた。




　　　☆　☆　☆




　株式会社ＪＫマーケティング

　代表取とり締しまり役やく社長

　来くる栖す　芽め依い子こ（17歳）




「……えーと、これ、本当に？」

「はい。従業員はワタシだけですが、法人化しているので、一応『社長』を名乗らせて頂いています」

　メー子が手渡した名刺を見て、かーちゃんは口を半開きにした。

「……最近の若い子は凄すごいのねぇ」

「いやいや、メー子が凄いだけだってば。こんな高校生、他に見たことないから」

　メー子は、女子高生社長として時々メディアに取り上げられている。そんな特殊な17歳を基準にされてしまっては、同じ17歳の俺など立つ瀬せがなくなってしまう。

「でも、私が17歳の頃なんか、アイドルの仕事くらいしかやってなかったわよ」

「……アイドルの仕事も、十分すぎるくらい凄い話だけどな」

　これだけ身近にいると感覚が麻ま痺ひしてくるが、27年前も、現在も、かーちゃんは芸能界トップクラスの人気アイドルなのだ。

「あっ、ファミレスでアルバイトもしてたわね。すぐ辞めちゃったけど」

「……まぁ、芸能界デビューしちゃったからね」

　一日ウェイトレス体験をした時の働きぶりを見る限りでは、あまり向いている仕事とは思えなかったが、そこには触れないでおく。

「本当に、可愛かわいらしくて、礼れい儀ぎも正しくて、素敵なお嬢じようさんだよー」

　ばーちゃんがメー子をベタ褒ぼめした。ほとんどメー子と初対面のかーちゃんと違い、ばーちゃんはいつの間にかメー子と仲良くなっている。もしかして、既に『外堀』の埋め立ては始まっていたのだろうか、などと考えてしまう。

「ありがとうございます。父に厳しく育てられてきましたので」

　メー子は笑顔でそう返した。むやみに謙けん遜そんするのではなく、自分の親をさり気なく持ち上げることで育ちの良さもアピールできる、実に模も範はん的てきな答えだ。

　だが、その言い回しに俺は微かすかな違和感を覚えた。

　その正体を探っている間に、かーちゃんがメー子へ話題を振る。

「そんな素敵なお嬢さんが、どうして隆たか史しみたいなボンクラ息子と、結婚なんて話になっちゃったのかしら？」

「……ボンクラ息子で悪かったな」

「だって、実際そうじゃない。この前まで女の子と付き合ったこともなかったのに。初めての彼女ができて、舞まい上がってるだけじゃないかって、お母さん心配なのよ」

　見た目はセーラー服を着た17歳のアイドルなのだが、かーちゃんは実に母親らしいことを言う。

「舞い上がってなんかいないって。結婚云々うんぬんの話も、俺から言い出した訳じゃないんだから」

「隆史、それは駄目だよー。……めっ！」

　ばーちゃんがゆっくりと身を乗り出して、俺の額を人差し指でぺちんと叩たたいた。17歳の外見と相まって、とても可愛らしい仕草に映る。

「仮にそうだとしても、ねー。隆たか史しがそんなことを言ったら、メー子さんに恥をかかせちゃうよー。俺が惚ほれたんだ、って言ってあげるのが、男の甲斐かい性しようじゃないか」

「……はぁ、そういうもんかねぇ」

「その通り、そういうもんだよー」

　今ひとつ納得がいかない部分もあるが、ニコニコと可か憐れんな笑みを浮かべながら優しく諭さとされると、どうにも反論する意欲を削そがれてしまう。

「お気遣いは無用ですよ、おばあ様。常識的な手順を無視して、このようなご挨拶に伺っているのは、ワタシが強く希望したことですから」

「……そんなに好きなのね、隆史のことが」

「はい、大好きです」

　うっ、と俺は息苦しさを感じる。かーちゃんも、メー子の大胆な宣言に少々たじろいだ様子だ。そのメー子はというと、眉一つ動かさず、涼しい顔をして、しゃんと背筋を伸ばしている。こいつ、本当に大物だな。

「ただ、それだけの理由でこうした暴挙に出るほど、盲目的な恋に溺おぼれている訳ではありません。これにはもう一つ、大きな理由があるんです」

　メー子は一いつ瞬しゆんだけ俯うつむいて、それから続けた。

「ワタシは皆様に憧あこがれています。互いが互いを思いやって、強い絆きずなで結ばれている。時には家族のために、自らを犠ぎ牲せいにすることも厭いとわない。ワタシもそんな家族が欲しくて、その一員にして欲しくて、タカシと結婚する、という答えに辿たどり着きました」

　かーちゃんは、ぽかんとした表情でメー子の話を聞いていた。俺自身、同じ話を何度聞いても、この論理展開にはついて行けないのだ。きっと、かーちゃんの理解も軽く超越していることだろう。

「タカシの、お母様」

「は、はひっ」

「ワタシにも、お義母かあ様、と呼ばせて頂けないでしょうか」

「お、おかーさま、なんて……」

　うろたえて目線を泳がせるかーちゃんに対して、怖いくらいに堂々とかーちゃんを見据えるメー子。そこに、相変わらず笑顔のまま、ばーちゃんが口を挟む。

「そんな風に言ってもらえるなんて、とっても嬉うれしいねー」

　ばーちゃんが、かーちゃんにアイコンタクトを送った。

「だけど、結婚ともなると、一つ問題があるんじゃないかい？」

「問題……、ですか？」

　かーちゃんは、ばーちゃんの真意を探るように視線を返す。俺からすれば、一つどころか、問題だらけに思えるのだが。

「わからないかい？　仕方ないねー」

　かーちゃんの反応を見ると、ばーちゃんは咳せき払ばらいをしてから、突然歌い出した。

「♪　か・ず・み　は　ま～だ～　17　だ・か・ら～　♪」

　一同、啞あ然ぜん。

「……お義母かあさん？」

「ありゃ、間違えた。えーと、もう一回」

　お茶目に笑いながら、ばーちゃんはもう一度、かーちゃんの大ヒット曲を歌い始める。今度は、歌詞の一部を替え歌にして。

「♪　た・か・し　は　ま～だ～　17　だ・か・ら～　♪」

　ワンフレーズだけ終えて、満足そうな表情で、ばーちゃんは３人の顔を見回す。

「要するに、そういうことだよー」

「いやいや、どういうことだよ？」

　思わず突っ込みを入れてしまった。少なくとも俺には、ばーちゃんの意図がさっぱり伝わらない。

「……あぁ、ようやく意味がわかりました」

　若干疲れたような声で、かーちゃんが言った。

「隆たか史しは17歳だから、まだ結婚できないじゃない」

「……あぁ、まぁ、確かに」

　日本の法律では、男が結婚できるようになるのは18歳からだ。ちなみに女は16歳から。この２歳差は何なのだろうかと、いつも疑問に思う。

「そう、それが言いたかったんだよー」

「……わかりづらいよ、ばーちゃん」

　直接そう言えばいいのに、なぜ歌う必要があったのだろうか。しかも最初は普通に歌ってしまって、わざわざリテイクしてまで替え歌を披ひ露ろうするという、時間の浪費としか思えない回り道をしている。

「でも本当にその通りね。メー子ちゃん、隆史が結婚できる年ねん齢れいになるまで、まだ１年近くあるわ。結婚の話をするのは、それからでもいいんじゃない？」

　かーちゃんが、諭さとすようにメー子へ語りかける。

「こういう話は、あんまり焦っても仕方ないもの。一生モノのお付き合いになるんだから、まずは時間をかけて、メー子ちゃんのことを教えてくれたら嬉うれしいわ」

「……それも、そうですね」

　少しだけ間を置いてから、メー子が返答する。

「あまりにも急な話で、驚おどろかせてしまいましたね。申し訳ありません」

「本当よ、もう！　こんなに早く『息子さんをください』って言われるなんて、夢にも思わなかったわ」

「メー子さん。和かず美みさんの方にも、心の準備が必要なんだよー。隆たか史しが結婚したら、和美さんは姑しゆうとめになっちゃうからねー」

「……しゅうとめ、ですか。あはははは」

　乾いた笑い声が、かーちゃんの口から漏れる。17歳に戻ったばかりなのに、いきなり姑と呼ばれるのは、果たしてどんな気分だろうか。

「私だって、和美さんのおかげで、姑になっちゃったんだよー。男の子がいれば、いつかは必ず通る道だからねー」

　17歳のばーちゃんと、17歳のかーちゃんが、和やかに笑い合う。家族会議は、何となく大団円の雰囲気を漂わせていた。

　だが、隣となりで微笑ほほえむメー子の表情だけは、ほんの少し曇くもっていた。そのことに気付いていたのは、もしかしたら俺だけかもしれないが。




　　　☆　☆　☆




「では、ユウカちゃんにも挨拶してきます」

　メー子は立ち上がり、家族会議を欠席した引きこもりの名前を出した。かーちゃんとばーちゃんに軽く会釈をしてから、優ゆう香かの部屋の前に移動して、ドアを軽くノックする。

「ユウカちゃん、少し話をしてもいいかな？」

　……返事は、ない。メー子はその場に立ち尽くして、腕組みをした。

　俺の妹、澤さわ村むら優香。年ねん齢れいは14歳だ。本来ならば平ひら賀が中に通う２年生の筈はずだが、ずっと部屋に引きこもり続けているので、その制服に袖を通したことは一度しかない。基本的に他人とコミュニケーションを取るのが苦手らしく、今日のような会議の場にはまず出てこないだろうと思っていたら、案の定、やっぱり出てこなかった。

「……隆史、何をボーッとしてるのよ」

　セーラー服を着た17歳の母親に、叱しかられてしまった。余談だが、このセーラー服は元々優香のものである。

「えっ、何が？」

「メー子ちゃんが困ってるじゃない。助けてあげなさい」

「いや、あれは困ってるというか、良からぬことを企くわだてている顔だぞ」

「聞こえているよ、タカシ？」

　こちらへ振り向いて、ニッコリと微笑むメー子。ほら、どこからどう見ても、良からぬことを企てているじゃないか。

「キミの言葉に、ワタシは深く傷ついてしまったよ。心の傷というのは厄介だからね、もう立ち直れないかもしれない」

「……はぁ？」

「という訳で、少しでも良心の呵か責しやくがあるなら、手を貸してくれないかな？」

　ふてぶてしく、メー子はそう言い放った。

「……で、何をしろと？」

「理解が早くて助かるよ、タカシ」

「口くち喧げん嘩かで勝てるとは思ってないからな」

　メー子の弁才は、恐ろしい武器である。絶対に譲ゆずれない場面以外は適度に降参してやらないと、こちらが消耗するばかりで何の益もない。どうせ最終的には向こうの言い分が通っているのだ。

「部屋の中まで、一緒に来てほしいのさ」

「……別にいいけど、そもそも優香が部屋に入れてくれるかねぇ？」

「タカシからお願いすれば、きっと応じてくれるよ」

　そう言ってメー子は微笑ほほえむ。つまり、俺からお願いしろ、という意味か。

「はいはい、わかったよ。おーい、優ゆう香か、メー子が会いたいってさ」

　ドア越しに話しかけてみるが、返事はない。いつもと同じだ。食事を部屋の前に置いておくときも、何かしら声をかけるようにしているのだが、返事が来ることなど滅多にないのだ。

「と、言っているのはタカシの照れ隠しだよ」

　メー子が優香に向けて、訳のわからないことを言い始めた。呆あつ気けに取られた俺を尻目に、楽しそうな表情で噓うそ八百の演説を行う。

「本当はタカシがユウカちゃんに会いたいんだよ。ワタシが来ていることは口実に過ぎない。そんなタカシの本音を、汲くみ取ってあげてほしい」

「お、おい、メー子！」

「ほら、図星を衝つかれてこんなに焦っている。最近、ユウカちゃんがタカシに構ってあげないから、寂しがっていたみたいだよ？」

「お前、勝手に話をでっち上げて……」

「そういう訳で、部屋に入れてもらえないだろうか。ワタシも同席させてもらうけど、どうか許してほしい。タカシのためにも、ね」

　すると、ドアの向こうから返事があった。

「……ちょっと、待ってください。片付けます」

「ありがとう、ユウカちゃん」

　メー子は俺の方へ振り向いて、素晴らしい笑顔を見せた。殴り飛ばしたくなるような、そんな笑顔だった。

　一連のやり取りを目もく撃げきしていたかーちゃんとばーちゃんが、メー子へ小さく拍手を送っている。その拍手は一体どういう意味だ、俺の発言を捏ねつ造ぞうされたというのに。現状に自分の味方は誰だれもいないことを、改めて実感するのだった。




　数分後。内側からドアが小さく開いた。

「……どうぞ」

　優ゆう香かに招き入れられて、俺とメー子はゆっくりと歩みを進める。メー子がこの部屋に入るのは初めてのことだ。

　湿った空気を鼻から吸い込むと、何かが発はつ酵こうしたような、甘いとも酸っぱいとも言える不思議な匂いがする。

　部屋の隅には透明なビニール袋が３つ並んでいて、燃えるゴミ、燃えないゴミ、ゴミじゃないもの、と大雑把な分類をした形跡が見て取れた。おそらく、数分前まで部屋中に散乱していたものを、この中に押し込んだのだろう。

　反対側の隅には、古い新聞や雑誌が積み上げられた不安定な塔が建っていた。バランスなどろくに考こう慮りよしていないから、ちょっとした地じ震しんでも起きたら崩ほう壊かいしてしまいそうだ。

　そうやって、何とか足の踏ふみ場くらいは確保された部屋の中心で、優香はパソコンデスクの前の椅子に座り、いつもの癖くせで両りよう膝ひざを抱えて、体育座りのようなポーズになった。

「優香、またそんな格好で」

　思わず妹に苦言を呈してしまう。そのポーズではなく、その服装に対して。

　優香が着ているのは、俺のパーカーだ。サイズが合わないから、片方の肩が大きく露ろ出しゆつしているし、袖の先が余って垂れ下がっている。優香が着ているのは、それだけだ。

　さすがに下着は着用しているようだが、その上からパーカーを羽織っただけなので、下半身は丸出しに近い。普通に立っていれば、サイズが大きい分、まだ太ももの一部を隠すことができる。だが、そんな座り方をされると、兄として直視できない状態になってしまうのだ。

　しばらく考え込むような仕草を見せてから、優香はぼそりと呟つぶやいた。

「……そうだね、お客さんの前だし」

　優香は立ち上がると《ゴミじゃないもの》袋からスパッツを取り出し、下半身に装着した。これで最低限、他人ひと様さまにお見せできる格好にはなっただろうか。

「……まぁ、できれば俺の前でもそれくらいの恥じらいを持ってほしいんだが」

「大丈夫だよ、パンツは穿はいてるから」

「うん、俺の言いたいことが１ミリも伝わってないことだけはわかった」

　そんなやり取りを聞いていたメー子が、興味深そうに言った。

「本当に、キミたち兄妹は仲が良いね」

「あぁ、えーと、まぁ、ありがとう」

　どう返していいか思い付かなかったので、とりあえずお礼を告げておく。

「さて、ユウカちゃん。今日ワタシがお邪じや魔ましている理由は、お母様やおばあ様から聞いているかな？」

「……はい、聞いてます」

　何だか元気のない声で、優ゆう香かが答えた。

「ご結婚、おめでとうございます」

「いやいや、まだ結婚してないし、その約束もしてないから！」

「えっ、そうなの？」

「メー子が勝手にそう言ってるだけだ。さっきの話し合いでも、少なくとも俺が18歳になるまでは、結論が保留になったからな」

「……そう、なんだ」

　優香は一いつ瞬しゆんだけ安あん堵どの表情を浮かべたが、すぐに冷たい視線を俺とメー子に投げかけた。

「だけど、こういう話が出てくるってことは、お兄ちゃんとメー子さんって、そういう関係なんだよね」

「えーと、そりゃ彼氏と彼女の関係ってのは否定しないけど、だからって……」

「ユウカちゃんが想像しているようなことは、まったくない、と断言してもいいよ」

　メー子が堂々と答える。

「たとえば、ワタシたちはまだ、手を繫つないだこともないんだ」

「……本当ですか？」

　優香が訝いぶかしげに尋ねる。

「言われてみれば、確かに」

　思い返してみると、メー子の言ったことは事実だった。何度も一緒に下校しているのに、手と手を繫いで歩いたことがなかったのだ。

「……手を繫いだこともないのに、結婚の挨拶に来たんですか？」

　至極真っ当な指摘だった。何度も言うが、メー子の行動は順序がメチャクチャなのだ。

「結婚の話を急ぎすぎたことは認めるよ。ただ、手を繫いだことがないのは、また別の理由もある」

「……別の理由？」

　メー子が何を言おうとしているのか、優香はさっぱり見当が付かない様子だった。まぁ、俺にも見当が付かないのだが。

「順を追って説明しよう。まず、タカシは17年間、女の子と手を繫いだことがない」

「なあぁっ!?」

　突然、俺の半生が槍やり玉だまに挙げられた。

「もちろん、これは推論だよ。タカシを17年間監かん視しし続けてきた訳ではないからね。ただ、ワタシと付き合い始めるまで、タカシが特定の女の子と仲良くなったことはない筈はずだ。これは間違いないと思っているけど、どうだろうか？」

「……間違いないと思います」

「優ゆう香か、お前まで！」

　実の妹にも、そう思われていたのか。……事実だから、まともに反論できない。

「そうなると、『タカシが初めて手を繫つないだ女の子』はワタシになるだろうね、順当に行けば。だけど、ユウカちゃんはそれで平気かな？」

　メー子の質問の意図がわからない、とアピールするように、優香は首を傾げた。

「『タカシが初めて○○した女の子』という事実に、ユウカちゃんが何か特別な意味を置く行為があるかもしれない。そうであれば、ワタシはその『初めて』を、ユウカちゃんに譲ゆずりたいと考えているのさ」

「メー子、お前、何を言ってんの？」

　横から口を挟んでみるが、メー子は意に介する様子もなく、優香を見つめている。

「つまり、ユウカちゃんに確認したいことは２つ。『初めて手を繫いだ』という行為が、ユウカちゃんにとって特別な意味を持つかどうか。そして、ユウカちゃんがタカシと手を繫いだことがあるかどうか」

　ビクン、と優香の身体からだが小さく跳ねた。真っ赤に染まった顔を明後日の方向に背けて、それから小さな声で呟つぶやいた。

「……あります」

　固く握った拳が、プルプルと震ふるえている。

「お兄ちゃんと、手を繫いだこと、あります」

　消え入りそうな声で、２つめの質問に対して優香が答えた。１つめの質問は、あえてスルーしたのかもしれない。

「あぁ、リトルＧＩＮＺＡストリートに行った日か」

　３ヶ月ほど前の記き憶おくが、ぼんやりと甦よみがえる。一緒にかーちゃんを尾行した時、人混みではぐれないように、優香と手を繫ぎながら歩いていたのだ。

「……安心したよ」

「……メー子？」

　ニヤニヤと笑いながら、メー子がずいっと身体を俺の方に寄せてきた。

「これでワタシも、ユウカちゃんに遠えん慮りよすることなく、タカシと手を繫ぐことができる」

　次の瞬しゆん間かん。俺の左手を、メー子の右手が包み込んだ。

　ふにゅっ。

　握る、と表現するには、あまりにも優しすぎる力で。

「あっ」

　優香が目を見開いて、小さく声を漏らす。

「ほぁっ」

　俺も間抜けな声を出す。

　メー子の小指が、俺の掌てのひらに侵入し、親指の付け根あたりをくすぐっていたのだ。

　すごく、ムズムズする。

　経験したことのない感覚に俺が戸惑っていると、メー子の右手はさらに怪しげな動きを始めた。五本指の付け根を、それぞれ内側から小刻みに刺激されて、俺の左半身は鳥肌が総立ちとなる。

　一体、何が起こっているのか？

　俺の脳裏に浮かんだのは、快感という言葉だった。断続的な快感の波が、左手から神経を伝って全身に広がっていく。その波に吞のまれてしまわないよう、俺は掌にぐっと力を込めた。

　ぎゅぅ。

「……あれっ？」

　次の瞬しゆん間かん、俺は気付いてしまう。俺の指とメー子の指が交互に組み合わさって、いわゆるカップル繫つなぎになっていることに。そして、一度気付いてしまうと、何だか非常に照れ臭い気分がしてくる。心拍数が上がり、鼻の穴が開く。この繫ぎ方は、駄目だ、恥ずかしい。

　絡まり合った指と指は、いかにも永遠の絆きずなを連想させて、少女漫画の王子様になったような陶酔感を味わう。上昇するボルテージに任せて迂う闊かつなことを口走ろうものなら、死ぬまで語り継がれるレベルの黒歴史を生み出してもおかしくない。そんな心理状態だ。

「なるほど。こうやって手を繫つなぐと、仲なか睦むつまじい感じがして、とても良いね」

　メー子は俺の顔を覗のぞき込むようにして、上目遣いで挑発的な笑みを浮かべた。俺は思わず目を逸そらす。恥ずかしくて、まともにメー子の顔を見ることができない。

「……ところで、ユウカちゃん」

「……何ですか？」

　優ゆう香かの声色は、やけに機嫌が悪そうだった。

「ユウカちゃんも、タカシと手を繫ぐのは好きかい？」

　その質問に優香は答えず、ふてくされた表情のまま黙だまっている。時間の経過につれて、眉間の皺しわがどんどん深くなり、鼻息がどんどん荒くなり、要するに機嫌がどんどん悪くなっているのだ。

　一体何がそんなに気に食わないのかって、それはさすがの俺も察しがつく。要するに、目の前で俺とメー子がイチャついていることへの不快感だろう。

「もしそうなら、タカシの右手は空いているよ？」

「えっ」

　小さな声で優香が反応した。

「だから、３人で手を繫いでみるのも面白いかと思ってね」

　そう提案して、メー子は悪戯いたずらっぽい微笑ほほえみを浮かべた。




　数分後。

　俺の左手はメー子と、右手は優香と、それぞれ指を絡めてカップル繫ぎをしていた。

「両手に花、という言葉どおりのシチュエーションだね」

　左側から、涼しい顔をしたメー子が笑いかける。

「……そうですね」

　右側から、真っ赤な顔をした優香が俯うつむいたまま呟つぶやく。
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　これでも、さっきよりは落ち着いた方なのだ。メー子の冗談みたいな提案を真に受けて、

「あー」

　とか、

「うー」

　とか、

「わー」

　とか、

「んー」

　とか、そんな声にならない声を発してうろたえた挙句に、意を決したような表情で俺の右手をちょこんと握った途端に、

「せっかくだし、こちら側と同じ繫つなぎ方にしようよ」

　などとメー子が繫いだ手を見せつけるものだから、優ゆう香かは茹ゆでダコみたいな顔色になり、

「にゃああぁぁ」

　と、謎なぞの奇声を発した後、完全にヤケクソといった態度で、

「……わかりました」

　と、その挑発に乗ってしまったのだ。そんな繫ぎ方をしたこと、一度もないだろうに。

　深呼吸をして心の準備を整えた優香が、俺の右手の指に、たどたどしく自分の左手の指を絡めていく。少しずつ、少しずつ、二人の指が絡まり合っていく様子を、俺も優香もじっと凝ぎよう視ししていた。

　何だろうか、この妙な緊きん張ちよう感かんは。

　つい、頭の中で連想してしまう。それこそビデオやマンガでしか知らない世界だが、童貞と処女が初めて一緒に……、って、何を考えているんだ、俺は！

「とても初々しい雰囲気だね」

　俺の思考を読み取ったかのように、メー子がそんなことを言う。もう黙だまっててくれ、という言葉が喉元でストップして、俺の方が黙り込んでしまう。優香も黙り込んだままだ。

　やがて、お互いの指の付け根が密着する。奥深くまで差し込み終えて、優香は緊張と興奮がない交ぜになった表情のまま、ぎゅうっと精一杯の力で俺の手を握った。

　こうして今、俺の両手は、彼女と妹に繫がれている。

「ユウカちゃんと、タカシと、３人で仲良くできて嬉うれしいよ」

　メー子は満足そうに語りかけた。おそらく、俺に向けてではなく、優香に向けて。

「……やっぱり、上級者だよ、この人」

　ほとんど聞き取れないような小声で、優香が呟つぶやいた。おそらく、メー子に向けてではなく、俺に向けて。

　こんな訳のわからない状況を作り出したメー子は、一体何が目的なのか。その答えは、既に本人の口から明かされている。

　３人で、仲良く。

　メー子が俺と付き合ううえで最も危惧しているのは、優香を仲間はずれにしないこと、とでも言えばいいだろうか。優香にとって俺は大切な存在だから、そんな俺を泥棒猫に奪われた、と感じさせないように配はい慮りよする必要があるらしい。

　……何じゃそりゃ、と言いたくなるような理屈だが、これはメー子の実体験にもとづいた話である。新しい母親がやって来て、父親から自分に向けられる関心が薄うすれたと感じた際、憎悪に近い感情を抱いたメー子。そんな自分自身の過去を、優香の境遇に重ね合わせて、寂しい思いをさせたくないと願っているのだ。

　だから俺も、メー子の目的自体を咎とがめるつもりはない。問題はその手段である。

「んで、俺たちはこの状態からどうすればいいんだ？」

　３人で手を繫つないで並んでいる姿は、いかにも仲が良さそうで、演出としては十分だと思う。だが、散らかった優ゆう香かの部屋に３人が棒立ちとなり、ほとんど無言のまま手を繫いでいる光景は、どう見てもシュールだ。宇宙人と交信でもするつもりか。

「タカシ、キミはどうしたいと思う？」

「いや、今その質問はおかしくないか？」

　散々やりたい放題やっておいて、その言い草はないだろう。着地点が見えないから、俺はお前に尋ねているのに。

「ワタシとしては、こうして手を繫ぐだけでも十分に満足だけどね。もしキミがそれ以上のことを望むなら、やぶさかではない、とだけ言っておくよ」

「あー、うん、意味がわからん」

　もしかして、メー子自身もわりとノープランで突っ走っているのだろうか。そんな疑念が、俺の胸中に浮かんだ。

「……それ以上のこと、ですか？」

　恐る恐る、といった様子で優香がメー子に尋ねる。その質問を待ち構えていたように、メー子が即答した。




「たとえば、タカシにキスをする、なんてどうかな？」




「キ、キス!?」

　優香が叫び、拳を固く握り締しめた。手を繫いだままだから、力の込め具合が俺にもダイレクトに伝わってくる。

「その通り。ワタシたちは今日まで手を繫いだこともなかったから、当然キスなんて経験していない。ユウカちゃんに内緒でそんなことをしてしまうのも、非常に申し訳ないからね」

　用意された台詞せりふを暗唱するように、メー子は淀よどみなく語った。というか、実際に用意していたのかもしれない。

「いや、あの、えーと、メー子？」

「何だろうか、タカシ？」

「何だろうかって、それは俺が聞きたいよ！」

　今日に限った話ではないが、今日のメー子は本当にメチャクチャだ。おかげで俺の脳内はグチャグチャだ。意図せずに韻いんを踏ふんでしまった。あー、もう。あぁー、もう。

　こういう話を始めたときのメー子は、何を始めるかまったくわからない。場合によっては、俺が生まれて初めて女の子とキスをする瞬しゆん間かんを、優香の部屋で迎えることになってしまう可能性だって否定できない。

「いつまでもキスを未経験のまま、というのも不自然な話じゃないか。ワタシたちは、いずれ結婚しようなんて考えているのだから」

「勝手に『ワタシたち』にするなよ。何度も言うけど、俺は合意してないぞ」

　改めて、よくもまぁこんな段階で結婚の挨拶なんかに来たものだ、と呆あきれてしまう。

「そうだったね。ただ、本題から逸それてしまうから、一旦その話は後にしておこうか」

　俺の異論をさらりとスルーして、メー子が続けた。

「ただ、ワタシはユウカちゃんの意思を尊重したい。ユウカちゃんがそれを望まないなら、たとえタカシが強引に迫ってきたとしても、ワタシは全力で拒絶しようと思う」

「俺は飢えたケダモノか」

「……失礼、キミに野や獣じゆうのようなワイルドさを期待してはいけないかな？」

「メー子、お前！」

　本当に失礼な発言だったため、思わず身を乗り出して抗議しようとしたところに、メー子の空いた左手がスッと伸びてきた。人差し指を立てて、俺の口元にあてがう。指一本で行動を制されたような格好だ。

「こんな風に、ね」

　メー子が優ゆう香かに向けてウィンクをした。これはまるで、俺が強引に迫ってきたところを拒絶したような構図ではないか。納得がいかない。

「だから、確認しておきたいのさ。もしワタシたちがキスをしたら、ユウカちゃんはどう思うかな？」

「……そんなこと、言われても」

　優香は返答に困って、黙だまり込んでしまった。

　だが、メー子は諦あきらめる素振りも見せず、優香の顔を覗のぞき込むようにじっと見つめたまま、その返答を待ち続けていた。はっきり言って、プレッシャーをかけているようにしか見えない。

「……うぅっ」

　優香の心中で渦巻いているであろう様々な感情が、くぐもった声となって漏れ出した。沈ちん黙もくでやり過ごすことができないと観念したのか、優香はメー子と逆方向に視線を逃がしながら、ぽつりと呟つぶやく。

「……好きなようにすればいいと思います」

　その言葉が本心と異なることは、俺にも一目でわかった。だが、メー子は気付かないふりをして念を押す。

「ユウカちゃん、それは本当に？」

「……本当です！」

「では、今からこの場でファースト・キスを済ませてしまっても構わないね？」

　優ゆう香かは慌てて視線をこちらに戻した。

「……今から？」

「うん、今から」

「……この場で？」

「そう、この場で」

「……何を？」

「ファースト・キスだよ」

　爽やかに返答するメー子を見ていると、頭を抱えたくなってきたが、残念ながら俺の両手は塞がれたままだ。仕方がないから口頭で注意する。

「それくらいにしておけ、メー子。あんまり優香をからかってやるな」

「……もしもワタシが、冗談でからかっているのではなく、本気だったとしたら？」

「……そっちの方が余計に悪質だな。自分の部屋で兄貴と彼女のキスシーンを見せられるなんて、嫌がらせ以外の何物でもない」

　いや、嫉妬とかそういう意味ではなく。そんな状況、まともな感性の持ち主なら、誰だれだって嫌だろう。

「確かに、傍観者として現場に居合わせる立場なら、あまり気分の良いものではないかもしれないね」

　ずいっ、とメー子は身を乗り出して、優香に顔を近づけた。

「だから、ユウカちゃんも当事者になって、一緒に楽しむのはどうだろうか？」

「……と、当事者って？」

　怯おびえたような表情で、優香が問う。

「ユウカちゃんも、今からこの場でキスをしてしまうのさ。そうすれば、ファースト・キスという記念すべき出来事を、３人で共有することができる」

　話の流れから、そんな提案に辿たどり着くのではないか、という予測はしていた。

　だが、本当に言いやがったな、こいつ。

「馬鹿じゃないの!?」

　優香が珍しく声を荒らげた。思わず敬語も忘れてしまっている。

「馬鹿げたアイデアが、意外な最善策となる場合もある。ワタシたち３人の仲を深める、絶好の機会だと思うよ」

「でも、そんな、私がお兄ちゃんに……」

　俺の顔をちらりと見る優香。目が合ってしまい、ぴたりと動きが止まる。

「あ、わ、わ……」

　今日一番に顔を紅潮させて、優香はまた目を逸そらした。

「いきなり口づけを交わすのは心理的なハードルが高いだろうから、少し趣しゆ向こうを凝こらしてみようか。たとえば、カウントダウンに合わせて、ユウカちゃんは右側の頰ほおへ、ワタシは左側の頰へ、同時にキスをするなんてどうかな？」

「いや、『どうかな？』じゃねーよ！」

「タカシは何か不満があるのかな？」

「不満ばっかりだよ！」

「……失礼だね。ワタシやユウカちゃんのことが嫌いなのかい？」

「そんな訳じゃないけど、でも」

「ワタシはあくまでも、３人の親しん睦ぼくを深めたいのさ。３人の仲が良い状態と、３人の仲が悪い状態、キミはどちらを望む？」

「……そりゃ、仲が良い方に決まってる」

「ならば、何も問題ないようだね」

　メー子はにっこりと微笑ほほえんだ。

「……あれっ？」

　煙に巻かれたと俺が気付くまで、一いつ瞬しゆんだけタイムラグがあった。その隙をついて、メー子は状況をさらに一歩進めてしまう。

「では、ユウカちゃん。カウントダウンを始めてしまっても構わないかな？」

「……好きなように、……どうぞ」

「えっ、優ゆう香か？」

　どうしてそこでＯＫを出すのだ、妹よ。俯うつむいたその顔からは、何を考えているのかが読み取れない。ただの自暴自棄かもしれないが。

「ありがとう。もちろん、ユウカちゃんの意思を尊重したいから、カウントを止めたくなったらすぐに言ってほしい」

　譲じよう歩ほしているように見せかけて、実際は自分の要求をすべて押し通し、しかも相手に自分で選択したと思い込ませる。その高度な話術は、ほとんど詐欺師のようだ。

「10、９、８」

　とうとうカウントダウンが始まってしまった。左側からじわじわと、メー子のにやついた顔が迫ってくる。このままでは、10秒以内に大変なことが起きてしまう。

　待って、本当に、ちょっと待ってくれって。

「７、６」

　右側の優香は、俯いたまま動く気配を見せない。

　しっかりしてくれよ、今のメー子を止められるのは、お前だけなんだから。

「５、４」

　カウントダウンが中ちゆう盤ばんに差し掛かると、優香は意を決したようにゆっくりと顔を上げた。潤うるんだ瞳ひとみでじっと見つめられ、俺は思わず息を吞のむ。

　長年一緒に生活してきた妹の、こんな表情を見るのは、初めてだ。

「３」

　優ゆう香かの顔を直視できず、左側に目を逸そらすと、メー子の表情からにやついた笑みが消えていた。何か思い詰めたような感さえある、真剣な眼まな差ざしだ。

　……こんなに綺き麗れいな顔してたかな、メー子って。

「２」

　馬鹿な感想を心の中で呟つぶやいている間に、メー子はスッとその瞳ひとみを閉じた。

　柔らかそうな唇が、迫ってくる。

　鼓動の高鳴りを抑えられない。

　あぁ、もう、なるようになってしまえ。

　俺はギュッと目を閉じた。

「１」

　次の瞬しゆん間かん。

　ゴンッ、という大きな音とともに、俺の後頭部に鈍痛が走った。

　真っ暗な視界に火花が散り、顔面に強い圧迫感を覚える。

「駄目です！」

　至近距きよ離りから、優香の叫ぶような声。

「お兄ちゃんと、キスなんて、やっぱり駄目ですっ!!」

　何が起こったのかさっぱり把握できない。その間に、事態はさらなる進展を見せる。

「ユウカちゃん、危ないっ!!」

　今度はメー子の悲鳴が聞こえたと思ったら、ドサドサドサ、という何かが地面に落ちる音がした。俺の身体からだから数センチのところからも振動が伝わり、よくわからないけど、直ちよく撃げきしたら大変だったのでは、と直感的に察知する。

　──やがて、音が消えた。

　俺はゆっくりと目を開いたが、真っ暗で何も見えない。

　上半身に感じる軽い体重、顔面に感じる着慣れたパーカーの感触、そして微かすかな刺激臭。自分は優香にのしかかられている、と気付くまで数秒間を要した。

「……優香？」

　押し当てられた布地のせいで、俺の声はモゴモゴと響ひびいた。優香が応答する前に、

「ちょっと、凄すごい音がしたけど大丈夫!?」

　勢いよくドアを開ける音、そして、かーちゃんの声が聞こえた。

「……たぶん、大丈夫」

　むくり、と優香が身体を起こす。頭部のホールドを解除されて、ようやく俺は視覚的に状況を把握した。

　どうやら俺は、勢いよく床に押し倒されたらしい。その際、新聞や雑誌で造られたタワーを崩してしまったようで、周辺は酷ひどい有様だ。散乱したコミック雑誌の一つがちょうど視界に入ってきたが、その表紙に《兄と妹・禁断の恋愛特集！》などと書いてあったので、俺は見なかったことにした。

「……一体、何があったの？」

　部屋の惨状を目の当たりにしたかーちゃんが、心配そうに尋ねる。

　さて、何と言って説明すればいいだろうか。

　右手は優ゆう香かと、左手はメー子と、それぞれ繫つながれたままであることを確認しながら、俺は苦笑いを浮かべた。




　　　☆　☆　☆




　結局、かーちゃんには経けい緯いをだいぶ端折はしよって、俺が転んだ拍子に積み上げた雑誌などを崩してしまった、とだけ説明した。

「う～ん、それは危険ねぇ。今回は怪我をしなかったから良かったけど」

　という訳で、優香の部屋を皆で片付けることになった。二度と崩落事故を起こさないよう、もう読まない本や雑誌は捨てるように優香へ命じたところ、

「……これは、まだ読むかも。……これも」

　などと言って何も捨てられず、一向にモノの量が減らない。この調子でいつまで経たっても片付けが終わらないものだから、あっという間に日が沈みかけてしまい、メー子も帰宅する運びとなった。

　ファースト・キス云々うんぬんの話は、あと１秒のところで有う耶や無む耶やとなり、まぁ正直に言ってホッとしている。もったいない、という気持ちが少し残っているのも事実だし、あの状況を思い返すだけでドキドキしてしまうのだが、あのまま雰囲気に流されてしまったら、どんどん取り返しのつかない事態に発展していたような気がする。

『……やっぱり、上級者だよ、この人』

　優香の言葉に、今回は心の底から同意する。

　メー子がどんな目的で行動しているのか、理解できない訳ではない。ただ、そのための手段があまりにも理解の範はん疇ちゆうを超えていて、俺は振り回されてばかりだ。




「メー子ちゃん、ちょっと変わってるけど、素敵な子だったわねぇ」

「そうだねー。あんな可愛かわいらしい娘さんが、お嫁に来てくれるって言うんだから、隆たか史しは果報者だよー」

　かーちゃんとばーちゃんが、メー子を褒ほめ称たたえた。先程の家族会議からメー子だけ抜けた形で、俺を含む３人がテーブルを囲んでいる。なお、優ゆう香かは色々と消耗した様子で、早々に部屋へ引きこもってしまった。

「……ばーちゃん、さっきの話では、結婚なんてまだ早いって言ってただろ？」

「ありゃ、そうだったねー」

　17歳のばーちゃんが、ニコニコと笑う。

「だけど助かったよ。ばーちゃんがそう言ってくれたから、メー子も考え直してくれたんだろうし」

　実のところ、ばーちゃんがメー子を諭さとす側にまわったのは意外だった。元々メー子のことを気に入っているようだったし、10代での結婚にも抵抗のない世代だから。

　……何より、17歳教の儀ぎ式しきを受けたばーちゃんには、寿命がほとんど残っていない。あまり悠長なことを言っていたら、孫の結婚を見届けることができなくなってしまう。その悲しい現実は、本人が一番よくわかっている筈はずなのだ。

　そんな俺の思いを知ってか知らずか、ばーちゃんは優しく微笑ほほえんだ。

「あんまり急いで話を進めるのは、２人にとって良くないと思ったからねー」

「２人って、俺とメー子のこと？」

「そうだよー。隆たか史しがメー子さんと結婚するってことは、メー子さんのご家族ともお付き合いするってことだからねー」

　その言葉の真意を探っていると、かーちゃんが補足するように口を挟んだ。

「まずはメー子ちゃん自身が、メー子ちゃんのご家族としっかり向き合う必要がある、って思うのよ」

「……メー子の家族って、それは」

「あぁ、優香から聞いてるわ。メー子ちゃんのお母さんも、17歳教の会員なんでしょ」

　17歳のかーちゃんが、少し悲しそうに笑う。

「血の繫つながっていないお母さんだし、メー子ちゃん本人の口からは言いたくなかったみたいだけどね。来くる栖すコーポレーションのお嬢じよう様だけあって、ウチ以上に、色々と複雑なのかなぁ」

　ふと、メー子の言い回しを思い出す。

『ありがとうございます。父に厳しく育てられてきましたので』

　違和感の正体に、ようやく気付いた。メー子は17歳の母親に一切触れず、父親だけを家族として紹介していたのだ。

「きっとその反動で、ウチの家族を理想の家族だと思って、夢を見ちゃってるのかもねぇ。優香のことを気にかけてくれるのも、とっても嬉うれしいんだけど、そう考えると素直に喜んでいいのかどうか」

　かーちゃんの言わんとすることは理解できる。表現は悪いかもしれないが、メー子の行動は一種の現実逃とう避ひだ。

　俺と、メー子と、優ゆう香かと。３人がどれだけ仲良くなったとしても。そこにかーちゃんとばーちゃんを加えて、皆で素晴らしい家庭を築いたとしても。残念ながら、来くる栖す家けの問題はまったく改善されない。

　やはり来栖家の問題は、メー子が自分で解決しなければいけないのだ。こちら側に救済の糸口を求めるのは、逃げているだけだ。

「……もしかして、来栖さんの家の問題はメー子ちゃんが自分で解決しろ、なんて冷たいことを言うつもりじゃないでしょうね？」

「……はっ？」

　あまりにも鋭するどいかーちゃんの指摘に、俺は愕がく然ぜんとした。

「あぁっ、図星なのね！」

「えーっと、まぁ、それに近いことは考えてたけど」

　近いどころか、ズバリ心の内を読まれている。実に恐ろしい。

「そんなんじゃ駄目よ、かっこ悪いわよ。もっとこう、『俺が全部解決してやるぜ』キラリーンみたいな気概はないの？」

「いや、よくわかんねーよ、キラリーンって何だよ」

「白い歯が輝かがやく音に決まってるじゃない！」

「そんな音はマンガでしか鳴らないぞ、かーちゃん」

「あぁ、もう、屁へ理屈ばっかり！」

　果たして、屁理屈を捏こねているのはどちらだろうか、という疑問は心の中に留とどめておく。

「確かにね、最後はメー子ちゃんが解決しなきゃいけないの。でも、隆たか史しがメー子ちゃんのためにできることは、全部やってあげること。じゃないと、お母さん、結婚なんて認めてあげないわよ？」

　その言葉を聞いて、俺は思わず笑ってしまった。

「……何よ？」

　俺の笑い方が中途半端だったため、鼻で笑われたように見えたのか、やや不機嫌そうにかーちゃんが詰問した。

「いや、大したことじゃないけど」

「大したことじゃなくてもいいから、言ってみなさい」

「……結婚を認めない、っていう台詞せりふが、いかにも姑しゆうとめっぽいなぁ、と思って」

　俺の答えを聞き、かーちゃんは少なからずショックを受けた様子で叫びだした。

「しゅうとめなんていわないでよおおぉぉっっ!!」

　セーラー服を着た17歳の女の子にとって、それは受け入れがたい単語だったのかもしれない。17歳の息子から『かーちゃん』と呼ばれるのはＯＫなのに、なかなか女心は難しい。

「大丈夫だよー、和かず美みさんもすぐに慣れるからねー」

　相変わらずニコニコと笑いながら、ばーちゃんが優しくかーちゃんを諭さとした。その構図が何だか面白くて、俺の顔にも笑みが浮かぶ。

　……改めて思うが、笑顔の絶えない家庭である。

　この場にいる３人はもちろん、引きこもりの優ゆう香かも、最近は少しずつ輪の中に入ってくれるようになった。かーちゃんやばーちゃんが17歳になる前よりも、間違いなく笑顔の数は増えたと思う。

　メー子の家族も、こんな感じだったら良かったのに。

　そんなことを考えながら、俺はまだ見ぬメー子の両親を、心の中でちょっとだけ非難するのだった。
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　電車の中なか吊づり広告に、営業スマイルを浮かべたかーちゃんを発見した。いかにもアイドル、といった衣装を着込んでいる。

「新曲のポスターが出ているね。発売日を迎えたばかりだし、最近はプロモーションで忙しくしているのかな？」

「……こういう場所で、そういう話は勘弁してくれ」

「おっと、それもそうだね。申し訳ない」

　隣となりでメー子が笑う。相変わらず、ちっとも申し訳なさそうに見えない謝罪だった。

　学校へ向かう朝の電車内は、それなりに混雑していて、よほど運の良い日でないと座ることができない。夏休み中の登校日ということもあり、いつもより多少空すいているが、座席ゲットには至らなかった。俺とメー子はいつものように駅で待ち合わせ、同じ電車に乗って、隣り合った吊革を握っている。いたって平凡な登校風景だ。

　そんな俺の日常に、人気アイドル澤さわ村むら和かず美みの姿が、隙あらば顔を覗のぞかせてくる。電車の中でも、コンビニのレジでも、あらゆる場所でかーちゃんの顔が目に飛び込んでくるのは、妙に恥ずかしい気がしてならない。世間では17歳のアイドルだが、俺にとっては実の母親なのだ。




　撫なで牛うし高校の最寄り駅に着き、電車からホームへ降りたところで、不意に声をかけられた。

「よっ、お二人さん。朝からご一緒で！」

　声の主は、クラス委員長の健けん一いちだった。メー子が小さく手を振り返す。

「おはよう、ケンイチ」

「どーもどーも。相変わらず仲が良さそうで、キューピッド役を務めた俺も嬉うれしいよ」

　この類の軽口にも、すっかり慣れてしまった。俺がメー子の彼氏になってから、およそ２ヶ月。そのきっかけを誘発したのも、健一の軽口だったことを思い出す。あれをキューピッド役とは呼ばない気がするし、そんなに恩着せがましく言われる筋合いもない。

「……そう言えば健一、練習は？」

　ふと浮かんだ疑問を、俺は口にした。健一はサッカー部のレギュラーだ。今年こそ全国大会出場を狙う撫牛高校サッカー部は、夏休み中も毎日練習がある筈はずだ。

「今日は午後からなんだよ、珍しく」

「へぇ、本当に珍しいな」

「顧こ問もんの田た中なか先生が、オープンスクールの責任者だからね」

　当たり前のように情報を補足したのは、健一ではなくメー子だった。

「さすがに本番当日は忙しいから、サッカー部も午前中は『自主練習』にしたそうだよ」

「ほう、なるほど。『自主練習』ねぇ？」

「いやいや、別にサボってる訳じゃなくて、筋肉疲労を超回復させるためには戦略的な休息を取る必要があるから、仕方なく、そう、仕方なく、なっ？」

　自主的に練習する気がないことを露ろ呈ていしてしまった健けん一いちは、必死に言い訳を並べ立てる。そこへメー子が、すかさず追い打ちをかける。

「確かに休息は必要だね。日頃の練習だけでも大変なのに、ＡＢＫの総選挙という大イベントも間近に迫って、色々と準備が必要だろうし」

「……えっ？」

　メー子の意図が、俺には理解できなかった。答えを求めて健一の表情を窺うかがうと、ひどく狼ろう狽ばいした様子で、

「……メー子さん、なんで、それを」

「情報の出所は企業秘密だから、教えてあげることはできないよ」

　などと、メー子に軽くあしらわれていた。

　ここで言う総選挙とは、間違っても衆議院議員選挙などではなく、ＡＢＫの話だろう。

　千葉県の我孫子あびこに拠点を置くアイドルグループ、我孫子48（通称・ＡＢＫ）は、かーちゃんとアイドル界の覇は権けんを争うライバルだ。ＡＢＫには大勢のメンバーが所属しているが、ＣＤのジャケットを飾ったり、テレビに出演したり、といった華やかな仕事を担当するのは、ファンによる人気投票（通称・総選挙）で選抜された一部のメンバーに限られる。そのメンバーがどれくらい活かつ躍やくできるか、運命を左右する恐ろしいイベント。それがＡＢＫの総選挙である。

　その総選挙の話が、どうして急に飛び出したのか。メー子と健一の会話を横から見て、さすがの俺も気付いてしまう。

「……あのさ、健一」

「……何だよ？」

「もしかして、アイドルとか、好きだったりする？」

　こんな質問をしておきながら、俺はＮＯという答えを期待していた。練習態度こそ不真面目だが、健一はサッカー部のレギュラーで、いかにもスポーツマンらしい風貌と性格をしている。そんな健一が、まさかアイドル好きの趣しゆ味みを持っているなんて、そんな訳が、

「あぁ、大好きだよ！」

　……そんな訳がないって、言ってほしかったなぁ。

「小遣いを全部ＣＤと写真集につぎ込んだり、ファンサイトを立ち上げたり、総選挙前に応援動画を作ったりするくらい大好きだよ！」

　完全に開き直った態度で、健一はカミングアウトを続ける。俺の中で、健一のイメージが音を立てて崩れていった。噓うそだろう？　だって、そんな話、今まで一度もしたことがなかったじゃないか。

「ぶっちゃけ、お前の母ちゃんも大好きだよ!!」

「ええええぇぇぇぇっっ!?」

　待って、マジで、今の告白は聞きたくなかった。

「だって別に、ＡＢＫだけ追っかけてる訳じゃねーもん！　あんなに可愛かわいいアイドルが出て来たら、惚ほれるに決まってんだろ！」

　決まってんだろ、なんて言われても、俺はどう反応すればいいのだ。

「今まで黙だまってたけどなぁ、俺は正直、隆たか史しが羨ましくて仕方ないぞ。息子ってことは、当然一緒に住んでるんだよなぁ？　家に帰ったら、和かず美みちゃんが『おかえり～』って言ってくれるんだよなぁ？」

「えっと、まぁ、そりゃ」

　自分の友人が自分の母親を『和美ちゃん』と呼んでいることに、俺は少なからずショックを受けた。全身を鳥肌が覆おおっていく。

　もう一つショックなのは、健一という友人について、これまで俺が表面的な部分しか知らなかったことだ。そういう趣しゆ味みを隠したくなる気持ちはわからなくもないが、そういう趣味を内に秘めていたなんて、想像もしなかった。

「……今度、隆史の家に行ってもいいか？」

　真剣な表情で健一が尋ねた。何だろう、怖い。

「……丁重にお断りしたい」

　以前と同じような友人関係を、今後も維持することができるのだろうか。俺の胸中は不安で一杯だった。




　　　☆　☆　☆




《撫なで牛うし高校オープンスクール　本日開催です》




　校門の立て看板を一いち瞥べつして、俺はその前を通り過ぎた。

　百年以上の歴史と伝統を誇る撫牛高校は、地域住民に愛される《開かれた学校》を標ひよう榜ぼうしている。その一いつ環かんとして、例年この時期にオープンスクールという催しが行われている。

　何をするかと言うと、普段の授業風景を公開する、ということになっている。しかし実際のところ、学校のイメージアップを図るために教師陣が気合いを入れまくった結果、普段の授業風景とは似ても似つかない素敵な授業が行われることも多い。はっきり言って、詐欺である。

　オープンスクールにやって来るのは、高校受験を控えた中学生とその保護者が大半だが、教育委員会の偉い人や、地元の大学の入試担当者の姿もよく見かける。そして時々、撫牛高校に通う生徒の親が訪れる、という悲劇も発生する。

　どうして、それが悲劇なのか？

　想像してほしい。高校生にもなって、小中学校の授業参観と同じノリで、自分の親が教室にやって来るのだ。他の生徒からはニヤニヤ笑われるし、教師も変な気を遣って自分に答えを言わせたりするし、精神的な拷問と言ってもいい。そんな辱めを、受け入れられる訳がない。

　そういう悲劇を目の当たりにしてきた俺は、オープンスクールの存在自体をかーちゃんに伝えない、という自衛策を取った。かーちゃんの性格を考えれば、仕事のスケジュールを調整してでもオープンスクールに来ようとするだろう。悲劇を起こさないためには、そうするしかなかったのだ。

「今日は、タカシのお母様もいらっしゃるかな？」

　俺の心情を知ってか知らずか、メー子が楽しそうに問いかけた。

「えっ、まさか来るのか？」

　期待に目を輝かがやかせながら、健けん一いちが俺の肩を摑つかむ。

「……忙しいから、無理だと思うよ」

　俺はそう答えながら、その手をなるべく優しく払い除のけた。

　かーちゃんに会わせてくれ、という要望を出してくるのは、アイドル好きの健一だけではない。毎日テレビで見かけるアイドルが、同じ学校に通う俺の身内だと知れば、そう言いたくなるのが自然な人情だろう。

　だが、皆のちょっとした好奇心を満たすために、どうして俺が精神的な拷問を受けないといけないのか。俺は健一の顔から目を逸そらして、足早に教室へと向かった。




　チャイムが鳴り、授業が始まる。教室の後ろには、近きん隣りんの中学生やその保護者たちが数名。その中には、俺の母校である平ひら賀が中の制服を着た生徒もいた。

「撫なで牛うし高校における英語の授業は、単なる受験対策ではなく、実践的な英語を学ぶことに重きを置いています。今日はハリウッド映画を観ながら、そこで使われるフレーズを勉強していきましょう」

　張り切った様子でそう語る英語教師に、生徒たちは冷ややかな視線を投げかけていた。

「田た中なか先生って、普段は教科書をダラダラ読んでるだけだよな」

「映画を観る授業なんて、今まで一度もやったことないし」

「授業のことより、サッカー部のことしか考えてないだろ」

「いつもジャージで頭は寝ね癖ぐせだらけなのに、今日はスーツにオールバック。わかりやすい性格だねぇ」

　普段の授業風景を公開する、というオープンスクールの趣しゆ旨しが建前に過ぎないことは、いわば暗あん黙もくの了解である。中学生たちも、その辺りを理解したうえで、この茶番を見守っていると信じたい。そうでなければ、純真な後こう輩はいたちを騙だましたことになってしまう。

「では、今のシーン。台詞せりふの意味を和訳できる人、手を挙げてください」

　アメリカのキャンパスライフを描いた青春映画だろうか。女子大生がガールズトークをしているなか、ブロンド髪の女優が何か言ったところで、一時停止。先生が教室を見回すものの、手を挙げる生徒は誰だれもいない。……と思ったら、一人。

「はい」

「おっ、さすが来くる栖すさん」

　ゆっくりと立ち上がる姿を見て、メー子らしいな、という感想を抱いた。このまま誰も挙手しなければ、先生が困ってしまうだろう、と思ったから手を挙げる。メー子らしい行動だ。

「では、和訳してください」

「ワタシのボーイフレンドは、素敵なマザコンです」

　……はっ？

　思わずメー子の顔を見上げる。メー子は一いつ瞬しゆんだけこちらへ振り向いて、ご満悦といった様子で目を細めた。

「……意訳していますが、正解と言っていいでしょう。『私のボーイフレンドは、両親をとても大切にする素晴らしい人だ』ですね」

　いや、結構ニュアンスが違ったような気がしますけど。いいんですか？

　明らかに、俺への嫌がらせだ。すました表情で席に着いたメー子へ、どのような仕返しをしてやろうか、などと俺は無駄な企たくらみを頭の中で巡らせる。何故なぜ無駄なのかと言えば、メー子の方が一枚上手だから、大抵失敗してしまうのだ。……そんなことを考えていたら、だんだん悲しい気分になってきた。

　──その時、教室後方のドアが静かに開き、中学生やその保護者たちがざわつき始めた。

　何だろうと思い、俺は視線をそちらへ移す。制服を着用した中学生や、落ち着いたスーツを着用した保護者の集団に、もんぺ姿の少女が加わろうとしていた。

　もう一度言おう。もんぺ姿の少女である。

　三つ編みに黒くろ縁ぶち眼鏡をかけた少女は、中学生に見えないこともなかったが、その奇妙な服装のおかげで中学生の集団には混じれそうもない。考えるまでもなく、その少女の正体は、

「ばーちゃん!?」

　授業中にも関わらず、俺は思わず声を出してしまった。クラスメートたちが、怪け訝げんそうに俺の顔を見る。

　どうして、ばーちゃんが、ここにいるのか。オープンスクールの存在も教えていないのに。

　どうして、ばーちゃんが、笑顔で手を振っているのか。あんなにニコニコと笑って。

　その答えは、すぐに判明した。メー子がばーちゃんに手を振り返して、

「よ・う・こ・そ」

　などと口パクで伝えている様子が目に入ったのだ。

　……メー子の仕業なのか、またしても。

　後方のギャラリーのみならず、他のクラスメートや田た中なか先生も、ばーちゃんの格好を物珍しそうに眺めている。程なくして、その視線は俺のところへ移動してきた。

　通常、生徒の身内がオープンスクールに来てしまった場合、周囲の反応は、

（へぇ、あれが澤さわ村むらのお祖母ばあさんなのか）

　といった具合に、多少ニヤニヤされる程度だろう。何が起こったのか、容易に理解できるからだ。ところが今回は、俺と同い年、17歳の女の子が来ている訳で、

（……誰だれだろう？）

　と、一様に戸惑いを隠せない様子だ。何が起こったのか理解しているのは、俺とメー子だけである。

　これはチャンスだ。

　誰も事態を把握できていない今なら、何とか誤ご魔ま化かす方法があるかもしれない。俺は英語の授業以上に頭脳をフル回転させて、打開策を考える。必死に考える。考える……。

「あらっ、何だか騒さわがしいわねぇ」

　──平ひら賀が中の制服を着た17歳の女の子が、ドアから入って来た。

　その瞬しゆん間かん、すべては無駄な企たくらみに終わった。

　教室内にいる誰もが、理解してしまったのだ。

　アイドル・澤村和かず美みが、オープンスクールにやって来た、と。

「和美ちゃん!?」

　健けん一いちが歓かん喜きの声をあげる。繰くり返すが今は授業中だ。あと、俺のかーちゃんを下の名前で呼ばないでほしい。いや、かーちゃんはアイドルだから下の名前で呼ばれるのは当然なのかもしれないけど、だけど、

「は～い。澤村和美、17歳です！」

「普通に返事するなよ、かーちゃん！」

　この状況、俺も声をあげずにはいられなかった。

「あっ、隆たか史しがいた。やっほ～」

　国民的アイドルから下の名前で呼ばれ、嬉うれしそうに手を振られている、俺。健一をはじめ、クラスメートたちの羨むような視線が痛い。というか、クラス全員かーちゃんと俺に注目してしまって、もはや授業なんて成立していない。オープンスクールで授業崩ほう壊かいなんて、前代未聞の不祥事ではないか。

「あらー、隆史はそこの席にいたんだねー」

　もんぺ姿のばーちゃんが、俺に手を振る。

「今は英語の授業なのね。へぇ～、映画なんか観るんだ」

　セーラー服姿のかーちゃんが、教室を見回す。

「和美ちゃん、いつも応援してるよ！」

　カバンからＣＤを取り出した健一が、必死にアピールする。普段から持ち歩いているのか？

「あっ、私の新曲だ！　ありがとう～」

「はじめまして、向むか井い健けん一いちと申します。隆たか史しくんとは大親友です」

　健一の本性を知った俺としては、今後の付き合い方も再検討したいくらいだが。委員長のくせに、率先して授業を崩ほう壊かいさせるなんて、本当にどうしようもない男だ。

　狂乱するクラスの空気を吸い込み、俺は大きな溜ため息いきをつく。

　恐れていた事態が、現実となってしまった。

　俺はその元凶について考え、メー子の仕業だと思い出し、不敵な笑みを浮かべているであろうメー子の顔を睨にらみつけた。

　……ところが、その表情は意外なものだった。

　メー子は、クラス後方の見学集団の中に、かーちゃんやばーちやんとは違う《誰だれか》を発見した様子だった。その顔には、驚おどろいたような、怒ったような、そんな感情を露あらわにしていた。

　メー子の視線を辿たどると、そこにはブロンド髪の若い女性が立っていた。ハリウッド映画の主演女優にも引けを取らない、スレンダーな美人さんである。かーちゃんが来ていなかったら、その美貌で、教室内の注目を一身に集めてもおかしくなかっただろう。
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　ブロンド髪の女性は、メー子に向けて笑顔を浮かべていた。だが、その表情からは、困ったような、怯おびえたような、そんな感情が垣間見える。

　おもむろにメー子は立ち上がり、彼女のもとへ歩みを進める。一応、今は授業中なのだが、その動きに気を留めているのは俺だけのようだ。

「「「か・ず・み！　か・ず・み！」」」

「ありがと～、でも教室で和かず美みコールはマズいんじゃない？」

　教室内の関心はかーちゃんに釘くぎ付づけで、健けん一いちなど何人かの生徒が跳とんだり跳はねたり騒さわいだりしていたから、それも当然か。

　一方、メー子と謎なぞのブロンド美女。

「……メイコ、ちゃん」

「お久しぶりです、ジュリアさん。本日はどのようなご用件で？」

　一目で愛想笑いとわかる笑顔をつくりながら、メー子がうやうやしく挨拶した。ジュリアさんと呼ばれたその女性は、恐る恐るといった様子で、たどたどしく言葉を返す。

「メイコちゃんのクラスを、見るために、来ました」

「そうですか。オープンスクールの日は、誰だれでも校内に入れますからね。他のクラスも、見学していったらどうでしょう？」

　ジュリアさんの表情に、絶望のような色が浮かぶ。

「では、ごゆっくり」

　メー子は会釈をして、すぐに自分の席へ戻った。あまりにも他人行ぎよう儀ぎで、あまりにも慇いん懃ぎん無ぶ礼れいな態度だ。二人の関係がよくわからないけど、せっかく自分のためにオープンスクールに来てくれたのだから、もう少し歓かん迎げいしてもいいではないか。

「みんな、いつも応援してくれてありがとう！　息子の隆たか史しが、いつもいつもお世話になってます！　今日は隆史に内緒で、オープンスクールに来ちゃいました！」

　せっかく自分のために来てくれたのだから……。

「さてさて。みんな集まってくれてるのに、肝心の隆史がそっぽを向いちゃってるわね。恥ずかしがっちゃって、もう」

　せっかく自分のために……。

「せっかく隆史のために来てあげたんだから、こっち向いてよ、た・か・し～！」

「うるさいよ、かーちゃん！」

　耐えきれず、俺はかーちゃんに軽く暴言を吐く。

「ひどいわね～。お母さんを無視したかと思えば、『うるさい』だなんて。反抗期かしら？」

「いや、あの、今は授業中だから」

「隆史も黒板の方を向いてなかったじゃない。どこを余所よそ見みしてたのよ？　そんなに美人がいたの？」

「和美ちゃんより美人なんている訳ないだろ、隆史！」

　母親と息子の会話に、健一が乱入してきた。

「和美ちゃんは、世界で一番かわいい17歳の美少女なんだからな！」

「……あー、うん、そうだな」

　もはや、何も言い返したくない。俺は心からそう思った。

　かーちゃんは、息子とクラスメートの会話を笑顔で眺めつつ、俺が『余所よそ見み』をしていた方にチラリと視線を送った。おそらくは、何の気なしの行動だったのだろう。だが、その先に佇たたずむブロンド髪の女性を見つけると、かーちゃんの動きがピタリと止まった。

「……あれっ？」

　何かを発見したような、何かを思い出すような、そんな表情でかーちゃんはジュリアさんを凝ぎよう視しする。だが、俯うつむいたジュリアさんがその視線に気付く前に、

「先生！」

　メー子の声が教室に響ひびきわたった。

「そろそろ授業を再開しませんか。今日はタカシのお母様も、芸能人としてではなく、生徒の保護者としてお越し頂いているのですから」

「そっ、そうですね。来くる栖すさんの言うとおりです」

　呆あつ気けに取られたまま事態を見守っていた田た中なか先生が、慌てて軌道修正を図る。生徒たちを席に戻らせて、一時停止したままだった映画をもう一度再生する。さっきまでの騒さわぎが噓うそのように、ちゃんとした授業風景が戻ってきた。

　……とりあえず、チャイムが鳴るまでは授業に専念しよう。余計なことは何も考えず、ひたすら英語を勉強しよう。

　そう決意した俺は、目を皿のようにして、ブロンド髪のハリウッド女優を注視した。何を言っているかはわからないが、とても美人だった。




　　　☆　☆　☆




　１限の授業が終わり、休み時間に入ると、かーちゃんは大勢の生徒に取り囲まれた。噂うわさを聞きつけた他のクラスの生徒もやって来て、黒山の人だかりが出来上がっている。かーちゃんは慣れた様子で、ひとりひとりのファンに対応していた。

「和かず美みさんは、どこへ行っても大人気だねー」

　その光景を、少し離はなれた場所から、ばーちゃんが眺める。

「おばあ様、今日はお越し頂いてありがとうございます」

「こちらこそ、ありがとうねー。メー子さんが教えてくれたおかげで、隆たか史しの学校に来ることができたよー」

　メー子とばーちゃんが親しげに話す。その光景を、さらに離れた場所から、ジュリアさんが眺めていた。

「……なぁ、メー子」

「彼女のことなら、気にする必要はないよ」

　俺の言おうとしたことを色々と先回りして、メー子が返答した。ジュリアさんの方を一いち瞥べつもせずに、真剣な眼まな差ざしを俺の顔に向ける。

「招かれざる客人よりも、お招きした客人の方が、おもてなしの優先度は高いだろう？」

　メー子は俺にだけ聞こえるような声で、微笑ほほえみながら囁ささやいた。

　本来、メー子はとても人当たりの良い性格である。経営している会社の業務内容にも関わるので、同年代の女性を邪険に扱うことなど、まずあり得ない。そんなメー子が、こんな態度を取るジュリアさんとは、何者なのか。

　俺が必死に考えを巡らせている間に、ばーちゃんが何気なくメー子へ尋ねる。

「メー子さんも、お母さんが来てるんじゃないかい？」

「……メー子の、お母さん？」

　次の瞬しゆん間かん、ようやく俺は事態を把握した。

『ワタシにも、殺してやりたいくらい大嫌いな人間がいるのさ』

　いつか聞いたメー子の言葉が、脳裏をよぎる。

『その大嫌いな相手とは、父親が再婚してしまった偽物の17歳だよ』

　メー子の新しい母親。

　メー子の家庭を崩ほう壊かいさせた悪女。

　メー子が17歳教を憎むようになった原因。

　ハリウッド女優みたいなこの美人さんが、その張本人なのか？

「いいえ、違いますよ」

　微笑みを浮かべたまま、メー子はばーちゃんの質問にＮＯと答える。

「ワタシの母親は、天国でワタシを見守っていますから」

「……じゃあ、あちらの方は？」

「少なくとも、ワタシの母親ではありませんね」

　その発言は、要するに、ＹＥＳと答えたに等しいではないか。

　ジュリアさんは、メー子が忌み嫌っている、お父さんの再婚相手に違いない。

　そんな確信に辿たどり着いた俺は、ジュリアさんの方へ振り返った。先程のメー子の言葉が耳に届いていたのか、とても悲しそうな表情で、静かに教室を立ち去ろうとしている。

「あっ、ちょっと……」

　反射的にジュリアさんを追いかけようとした途端、俺の腕はガシッと摑つかまれてしまった。

「キミも、あの人のところへ行ってしまうのかい？」

「……メー子？」

　その瞳ひとみは、哀愁とでも表現すればいいのか、実に寂しそうな色をしていた。

　その瞳で、じっと見つめられると、どうにも身動きが取れなくなってしまう。

　俺『も』という言い回しにどんな意味が込められているのか、容易に想像がつく。メー子にとって彼女は、すべてを奪い去った極悪人なのだ。

　……何秒くらい、その体勢のまま硬直していただろうか。

　ハッと我に返って、俺がもう一度振り向いた時、既にジュリアさんの姿は消えていた。

「……やれやれ、困っちゃったねー」

　ばーちゃんが腕を組みながら、ぽつりと呟つぶやく。それは、何かを諦あきらめたような口調だった。




　ふと見ると、相変わらずかーちゃんの周辺にはファンや野次馬が集まって、大おお騒さわぎだった。一方で数人の生徒たちは、人だかりを遠巻きに眺めながら、次の授業に向けて運動服を用意している。真面目な連中である。

「２限は体育だね。そろそろ着替えないと」

　いつもの調子で、メー子が言う。ジュリアさんが立っていた場所をしばらく眺めて、ひとつ溜ため息いきをついてから、

「……そうだな、行くか」

　俺は短く返答した。これ以上ジュリアさんの話を続けても、お互いに不快な思いをするだけだ、と判断したのだ。

「ところで、メー子。今更だけど、かーちゃんやばーちゃんが、どうしてオープンスクールに来てるんだ？」

「さっきも言ったように、ワタシがお招きしたんだよ」

　非難の意味を込めたつもりだったが、メー子に軽く受け流されてしまった。気付いていないのではなく、言葉の意味を汲くみ取ったうえで受け流しているのだから、本当にいい度胸をしている。

「おばあ様から、ワタシたちが通う高校を一度見てみたい、という話を伺ってね。ちょうど期日が近かったから、オープンスクールにお誘いした、という訳さ。ただ、キミのお母様までいらっしゃるとは、正直に言って予想外だったよ」

「見てみたい、って、そんなに楽しいもんでもないだろうに」

「いやいや、とっても楽しいよー」

「それは、タカシがいるからですか？」

　メー子が冗談めかして質問する。ばーちゃんはニコニコと笑って、

「もちろん、それもあるけどねー。純粋に、高等学校の授業はどんなものか、興味があったんだよー」

　と、少々意外なことを言った。さらにばーちゃんが続ける。

「私は新制中学校しか出ていないから、メー子さんのような女学生が羨ましくてねー」

　70年以上の人生を歩んできたばーちゃんが、17歳の女の子みたいに目を輝かがやかせていた。

　ばーちゃんが17歳だった頃、農村の娘は義務教育だけ受けて、家業を手伝うのが当たり前だった、という昔話を聞いたことがある。上流階級のお嬢じようさんが『女学生』の制服を着て颯さつ爽そうと歩く姿を横目に、自分はもんぺを穿はいて畑を耕している。ばーちゃんは当時、『女学生』に対する憧あこがれを抱きながら、その叶かなわぬ想おもいを封印していたのだろう。

　17歳の身体からだを取り戻した現在、何十年も封印してきたその想いが、ばーちゃんの中で再燃したのかもしれない。

　俺がそんなことを考えていると、

「……もし良かったら、ワタシの制服を着てみますか？」

　メー子の口から、とんでもない提案が飛び出した。

「えっ、いいのかい？」

　えっ、ばーちゃん、そういう反応かい？

「次の授業は体育なので、運動着に着替えてしまいますから。クリーニングに出したばかりで綺き麗れいな状態ですし、如何いかがでしょう？」

「……嬉うれしいけど、メー子さんから借りた制服を着るなんて、いいのかねー」

「ご心配は無用ですよ。タカシのお母様も、ユウカちゃんから借りた制服をいつも着ているではありませんか」

　その言葉には妙な説得力があった。かーちゃんが優ゆう香かのセーラー服を着ているのも、十分におかしな話の筈はずだが、だんだん感覚が麻ま痺ひしているのだろう。

「……それでは、お言葉に甘えさせてもらおうかねー」

　そう答えるばーちゃんの笑顔は、眩まぶしいくらいに光り輝かがやいていた。




　数分後。

「お待たせしたね、タカシ」

　女子更衣室から、学校指定の運動服を着たメー子と、

「んふふー、着替えてきたよー」

　メー子の制服（夏服）を着たばーちゃんが現れた。
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　三つ編みに黒くろ縁ぶち眼鏡という古風なスタイルは変わらないが、普段のもんぺ姿とはまったく印象が異なる。誰だれが見たって、撫なで牛うし高校の生徒にしか見えないだろう。

「えへへー、隆たか史し、どうだい？」

　嬉しくて堪たまらない、といった表情でばーちゃんが俺に尋ねる。スカートの裾を摑つかんで、トテトテ、と足音を立てながら一回転する様子を、俺はただ眺めていた。

「タカシ、感想は？」

「あっ、えっと、よく似合ってる」

　メー子に促されて、俺は素直な印象を告げる。

「ありがとうねー。こんな年寄りになってから、女学生の格好をできるなんて、思わなかったよー」

　それは、17歳のばーちゃんが、長年の夢を叶かなえた瞬しゆん間かんだったのかもしれない。あるいは、長年のコンプレックスから解放された瞬間だったのかもしれない。

　ばーちゃんが17歳教の会員になったのは、かーちゃんや、俺や、優ゆう香かのためだ。だけど少しくらい、こうして17歳の身体からだを堪能しても罰ばちは当たらないだろう。寿命という大きな代だい償しようを支払ったのは、他ならぬばーちゃん自身なのだから、ばーちゃんが喜んでくれるなら、俺はそれでいいと思う。

「そろそろ２限の授業が始まっちゃうわね。私は保護者向けの学校説明会に行かなきゃいけないから、一旦みんなとはお別れだね～」

「和かず美みちゃん、行かないで！」

「ダメよ、授業はちゃんと受けなきゃね～。新曲に付いてる応募券でポスターが貰もらえるから、それを部屋に貼ってくれたら、いつでも一緒にいられるよ！」

　ファンの群れを相手にしている、かーちゃんの姿をチラリと見る。大変な仕事であることは十分に承知しているが、アイドルの仕事を楽しんでいる部分もある筈はずだ。寿命を削って芸能界へ復帰したことについては、今でも色々と思うところがあるけれど、かーちゃんが笑顔でいられるなら、それでいいと思う。

「さて、そろそろ学校説明会へ行こうかねー。和美さんは後から来るだろうし」

　制服姿のばーちゃんが、のんびりとした口調で言った。

「会場の講堂は、体育館の隣となりにあるので、途中までご一緒しましょう」

　運動服姿のメー子が、ゆったりとした口調で言った。

　和やかな雰囲気で、２人は連れ添うように歩き出す。仲の良い２人組の女の子がキャッキャとはしゃぐ様子には、あまりにも違和感がなくて逆に驚おどろいてしまった。

「では、授業が始まるので、失礼します。また後で」

「ありがとうねー。説明会が終わったら、また後で」

　体育館の前でメー子と別れたばーちゃんが、隣の講堂へ向かう。

「あー、ちょっと、そこのお前」

　そして講堂の前で、田た中なか先生に呼び止められる。

「生徒は講堂に用がない筈だぞ。授業はどうしたんだ、サボりか？」

「あらー。私は、この学校の生徒の、保護者ですよー」

「何を意味のわからんことを。うちの制服を着た保護者なんか、いてたまるか！」

　……ごめんなさい、ここにいます。俺の祖母です。

　結局、俺が事情を説明して、何とか事態を収拾することができた。状況を理解した瞬間の、先生の驚いた顔が忘れられない。これだから、17歳教の会員は厄介なのだ。




　　　☆　☆　☆




　２限の授業内容はバスケットボールだった。体育館を男女で半面ずつ使い、入り口から奧の方が女子、手前の方が男子である。

　保護者向けの学校説明会を行っているためだろうか、１限の英語に比べると見学者の数も少ない。あまりギャラリーの視線を気にする必要がないので、正直ありがたいと思う。

「隆たか史し、フリーだ、打て！」

　健けん一いちからパスが回ってくる。ゴール前、ノーマークという絶好のチャンスで、俺はシュートを放つ。そして、

「あぁ～、ドンマイ」

　チームメートの口から落胆する声が漏れる。結果は言うまでもないだろう。

　バスケットボールはあまり得意ではない。というか、俺には得意なスポーツが存在しない。どんな種目をやっても平均的な成績で、体育の授業で活かつ躍やくする訳でもなく、かと言って足を引っ張る訳でもなく、とにかく目立たない。

　何故なぜか肺活量だけは他人よりも多いから、もしカバディを授業でやってくれたら、いつまでも１人でカバディカバディカバディカバディと唱え続ける自信があるのだが。

　一方、女子のコートでは。

「メー子、お願い！」

　ゴール正面でパスを受け取ったメー子が、ディフェンスと１対１の状況を迎えていた。

　ディフェンスの右側をドリブルで抜くようなモーションを見せてから、くるりと半身を翻ひるがえして、素早く左側を駆け抜けていく。綺き麗れいなフェイントで相手を躱かわし、余裕を持ってレイアップシュートを決めた。

「きゃっ、かっこいい！」

　黄色い歓かん声せいがあがる。メー子は爽やかな笑顔で、チームメートからの称賛に応えていた。

　俺とは違い、メー子は何をやらせても平均以上、あるいはトップクラスの成績を叩たたき出す。この場に限っても、バスケ部の女子と対等に張り合っているのは、メー子くらいだろう。

　学業もスポーツも優秀、おまけに全国でも稀まれな女子高生社長という肩書き。そんなパーフェクトな彼女と対比され、俺が小馬鹿にされることも少なくない。

　今まさに俺は、先刻のメー子と同じ状況を迎えた。ディフェンスと１対１、相手は２年生にしてバスケ部のレギュラーを務める猛者である。ここで鮮あざやかにこいつを抜き去り、シュートを決めることができたら、ちょっとしたヒーロー気分を味わえるかもしれない。

「行くぞっ！」

　次の瞬しゆん間かん。

「速攻っ！」

　俺の手元にあったボールは、鮮やかに奪われた。ドリブルから直接シュートを決めたバスケ部のレギュラーが、ちょっとしたヒーロー気分を味わっている。間もなく試合が終了し、そのポイントが決勝点となったのだから、尚なお更さらである。

「ちょっと隆たか史し、情けないわよ～！」

　名前を呼ばれ、俺はぎょっとして振り返った。体育館の入り口に、セーラー服を着た17歳のアイドルが立っていた。

「げっ、かーちゃん！」

「げっ、とは何よ。せっかく来たんだから、少しは隆史のかっこいいところを見せてくれないと、帰るに帰れないじゃない」

　かーちゃんと会話しているだけで周囲から注目を集めてしまい、居たたまれない気持ちになってくる。不ふ甲斐がいない姿を晒さらした直後だから、余計に酷ひどい。

「学校説明会の方に行ってたんじゃなかったのかよ？」

「早めに終わったのよ。在校生の親は、ほとんど来なかったみたいで」

「オープンスクールに来るのは、これから撫なで牛うし高校を受験する中学生の親が多いからなぁ」

「隆史が中学３年生の時、一緒に来ればよかったわねぇ」

　確か当時も、わざわざ仕事を休んでまで来てほしくなかったから、俺はかーちゃんに黙だまって一人でオープンスクールに来たのだ。

「今日、初めて詳しい説明を聞いたけど、この学校の校訓が何だか気に入っちゃった」

「校訓……、あぁ、あれか」

　体育館の壁かべに掲示された、巨大な額がく縁ぶちへ視線を移す。そこには、この学校の卒業生だという有名な書道家の筆で、こう記されていた。




《撫なで牛うしの女子は　やまとなでしこ　であれ》

《撫牛の男子は　やまとざむらい　であれ》




　この校訓、制定当初は前半しか存在しなかったという。元々女子校（当時は女学校と呼んだのだろう）だった撫牛高校が、何十年か前に共学となった際、後半の文章を誰だれかが捻ひねり出して現在の形になったとか。

「『やまとなでしこ』って、いい響ひびきじゃない？」

「いや、そうかなぁ？」

「17歳教の会員になってから、不思議と心にぐっと来る言葉があるのよ。『やまとなでしこ』とか『おさかな』とか『ペンギン』とか」

「……ふーん、何だろうね？」

　あまり深く突っ込んではいけないような気がして、俺はその発言を軽く流すことにした。

　そんな話をしている間に、ふと気付けば、かーちゃんのファンが体育館の入り口に集まっていた。１限に続き、またしても授業崩ほう壊かいである。

「和かず美みちゃん、体育はもうすぐ終わりだけど、次の数学も見学してくれる？」

「うへ～、数学の授業なんて、聞いてるだけで頭がクラクラしちゃうわよ～」

「そんな和美ちゃんもかわいいよぉっ！」

　……もう健けん一いちと友達やめようかな、などと真剣に考えてしまう。アイドルが好きなのは構わないし、百歩譲ゆずってかーちゃんのファンでも構わないが、せめて俺の前では、そんな姿を見せないでほしい。

「本当はもうちょっと、みんなと一緒にいたいんだけどねぇ」

　かーちゃんが名残なごり惜しそうにそう語った、まさにその瞬しゆん間かん。

　ざわざわと騒さわがしい体育館前に、スーツ姿の男が現れた。

「どうも皆さん、澤さわ村むら和美をいつも応援して頂いて、ありがとうこざいます」

「……マネージャー？」

「あぁ、隆たか史しくん。お元気ですか？」

　マネージャーの徳とく永ながさんは、白い歯を見せつけるようにニッコリと笑った。

「えっと、マネージャーがここに来ているってことは、もしかして撮さつ影えい中ちゆうなんですか？」

「いいえ、今日の午前中はオフですよ。和かず美みさんがこちらのオープンスクールにお邪じや魔ましたのは、完全にプライベートです」

　プライベート、なのだろうか。どこへ行ってもファンに取り囲まれて、アイドルの仕事から離はなれられる時間なんて、全然なかったように見えたが。

「それで、徳とく永ながさんがここに来ているってことは、もう仕事に行かなきゃいけないってことかしら？」

「はい、その通りです」

「……という訳で、ごめんなさい！　コンサートやサイン会で、また会おうね～！」

　かーちゃんは大きく手を振って、集まったファンに別れの挨拶を告げる。

　それから、車に乗るところまで見送るため、俺はマネージャーに連れられて校門前へと向かった。何人かの生徒がついて来ようとしたが、マネージャーが優しく制止していた。実に手慣れた様子だったことが、日頃の仕事風景を想像させて、何だか印象深い。

「和美さんは、今日ここへ来ることを、とても楽しみにしていたんですよ」

　足早に歩きながら、マネージャーが俺に語りかけた。

「時間を捻出するため、仕事のスケジュールを色々調整しましてね。これから１週間くらい、家に帰れなくなっちゃいますけど、それでも構わない、と」

「……そうだったんですか」

「隆たか史しくんにとってはサプライズになってしまって、戸惑ったかもしれませんが、大丈夫でしたか？」

「え、えぇ、まぁ」

「それなら良かった。和美さんもきっと満足したでしょう」

　マネージャーの話を聞いて、俺の心中は穏おだやかでなかった。

　そもそも、オープンスクールの日程を秘密にしていたこと。

　そして、メー子からばーちゃん経由で日程を知り、殺人的なスケジュールの合間を縫ぬってやって来たかーちゃんを、邪険に扱ったこと。

『せっかく隆史のために来てあげたんだから、こっち向いてよ、た・か・し～！』

　その言葉に、『うるさい』なんて言い返してしまったこと。

「……なぁ、かーちゃん」

　頭の中で考えがまとまるより早く、俺はかーちゃんに声を掛けていた。

「んっ、どうしたの？」

　校門前に辿たどり着き、ちょうど車に乗り込もうとしていたかーちゃんが、こちらへ振り返る。

「その、ごめん」

「えっ、何が？」

　何が、と聞かれて、俺は沈ちん黙もくした。

　不思議そうな表情を浮かべるかーちゃんに、自分が言うべきことはもっと他にある筈はずだ、と悟る。

「……来てくれて、ありがとう」

「……どうしたの、急に？」

「いや、忙しいのに、無理させちゃって」

　すると、かーちゃんは優しく微笑ほほえんで俺の頭を撫なでた。

「本当よ、まったくもう。私が見てるのに、英語も体育も全然ダメだったじゃない」

　冗談めかした言い方のまま、かーちゃんが続ける。

「今度はもうちょっと、隆たか史しのかっこいいところを見せてよね。別に、学校の授業じゃなくてもいいから」

「……わかったよ、かーちゃん」

　かーちゃんは軽く頷うなずいて、それから車のドアを閉めた。マネージャーが車を発進させ、やがて見えなくなるまで、俺はずっと見送っていた。




　　　☆　☆　☆




　マネージャーが予告したとおり、それから１週間、かーちゃんは家に帰って来なかった。俺が時々電話をかけると、

『今？　大阪だよ～』

『今？　広島だよ～』

『今？　上シヤン海ハイだよ～』

　と、毎回違う場所にいるので驚おどろかされる。ていうか最後、海外だし。国際電話の料金って、どれくらい取られるのだろうか。

　何にせよ、かーちゃんが無理をしない程度に頑張っているよう、祈るばかりだ。

　そんなことを考えながら、俺は３０２号室のチャイムを鳴らした。

「ばーちゃん、ちょっといい？」

　優ゆう香かの洗濯物が溜たまってきたので、ばーちゃんに手伝ってもらおうと思ったのだ。14歳の妹の下着を、17歳の兄が洗せん濯たくするのは、色々と好ましくない。

「おやおやー、隆史かい？」

　スローな声とともに、ドアを開けて現れたのは、撫なで牛うし高校の制服を着たばーちゃんだった。

　……もう一度言おう。普段のもんぺ姿ではなく、撫牛高校の制服を着たばーちゃんだった。

「……なんで、まだ、それ、着てる？」

　驚きのあまり、外国人が話すカタコトの日本語みたいになってしまった。

「あー、これはねー、メー子さんが貸してくれたんだよー。夏休みの間は必要ないから、好きに使って構わない、なんて言ってくれてねー」

　ばーちゃんはスカートをヒラヒラさせながら、嬉うれしそうに語った。その笑顔を見ていると、俺は何も言い返す気力がなくなってしまって、

「へ、へぇ、そうなんだ」

　と、間の抜けたコメントを残すくらいしかできない。

「せっかくのご厚意を、無下にはできないからねー。私も時々、和かず美みさんみたいに、この服を着てお出かけするよー」

「……それは、夏休みが終わるまで？」

「そうだよー、夏休みが終わるまで！」

　自慢げに胸を張るばーちゃんを前に、俺は引きつった笑いを浮かべる。付けっぱなしのテレビから、天気予報の音声が漏れ聞こえた。

『８月も後半ですが、まだまだ暑い日が続きます……』

　17歳の夏休みは、まだまだ終わらない。

　ばーちゃんがもんぺ姿に戻る日は、もう少し先のことになりそうだ。







[image: 第３話　17歳の秘密をめぐる冒険]







　オープンスクールの日から１週間。俺はずっとジュリアさんのことが気になっていた。

　……いや、美人だったなぁ、とかそういう意味ではなく。メー子との関係についてである。

　あの後、俺はメー子と２人になる機会を待ってから、ジュリアさんについて色々と質問してみた。

　たとえば、ジュリアさんが17歳教に入る前は何歳で、何故なぜ17歳教に入ったのか？

　あるいは、ジュリアさんとメー子のお父さんがどんな流れで結婚に至ったのか？

　しかし、返ってくるのは適当にはぐらかした回答ばかりで、最終的には、

『……彼女について、根掘り葉掘り訊きかないでほしいな。いくらキミが相手だって、話したくないこともある』

　と、明確な拒否をされるに至った。そう言われてしまっては、それ以上何も訊けない。

　結局、ジュリアさんについて新たに判明した情報は、彼女が日系アメリカ人であることくらいだった。




「アメリカ、か」

　自分の部屋で地ち球きゆう儀ぎを回しながら、俺は独り言を呟つぶやいた。

　17年間生きてきたが、日本人以外と交流したことなんて数えるほどしかない。俺にとってアメリカという国は、存在は知っているものの一生縁えんがない場所、という位置づけだった。それこそ、小説やマンガに登場する《○○の国》と、大して変わらない。

　……これが、違和感の正体だろうか。

　ジュリアさんの年ねん齢れいは17歳なのに、あの教室にいた生徒たちと、明らかに雰囲気が異なっていたように思う。

　かーちゃんやばーちゃんは、制服を着れば17歳の女の子にしか見えない。ばーちゃんなど、先生ですら本物の生徒と見間違えていたくらいだ（かーちゃんはアイドルのオーラを放っているので、また別の要素が関係してくるが）。

　だが、同じ17歳教の会員であるジュリアさんは、制服を着ても決して生徒たちのなかに馴な染じめないような、異質な雰囲気を漂わせていた。その違和感を、俺が外国人を見慣れていないから、という一言で片付けてもいいのだろうか。

　さらに別の違和感もある。メー子の話から俺が抱いていたイメージと、実際にその姿を見て感じた印象との間に、結構なギャップがあったのだ。

　安直かもしれないが、俺が抱いていたイメージを一言で表わすと《悪女》である。

　17歳の若い身体からだを使って、メー子のお父さんをたぶらかし、その莫ばく大だいな資産を手に入れた。そんなストーリーを聞かされたら、誰だれだって悪あく魔まのようなイメージを抱くだろう。

　ところが実物のジュリアさんからは、敬けい虔けんな修道女みたいに大人しくて、そこへ懺ざん悔げしに来た罪人みたいに弱々しい印象を受けた。加えて、目を離はなした隙に消えてしまう陽炎かげろうのような、脆もろさや儚はかなさを身に纏まとっていた。

　本当に、この人が、来くる栖す家けを崩ほう壊かいさせてしまったのか？

　俺はどうしてもそのストーリーを信じることができず、悶もん々もんと考えを巡らせていた。




「ただいま～」

　１週間ぶりに、かーちゃんの声が玄関から聞こえた。

「おかえり、お疲れ様」

「隆たか史し、久しぶり！　もう、本当に疲れちゃったわ～」

　平ひら賀が中の制服を着た17歳のアイドルが、会社の制服を着た40代の事務員みたいに、首をコキコキと鳴らしていた。

「そろそろ帰って来ると思ったから、夕飯は用意してあるよ。荷物を置いたら食べようか？」

「えっ、本当？　ありがとう～」

　かーちゃんは嬉うれしそうに礼を告げて、俺に抱きついてきた。

「うわっ、やめろよ！」

「だって寂しかったのよ、ずっと隆史に会えなくて」

「……おかえり、お母さん」

　俺の後ろから、優ゆう香かの声。

「あっ、優香！　ただいま～。ごはん一緒に食べる？」

「……いい、後で食べるから」

　優香は不機嫌そうにぼそりと呟つぶやき、そそくさと自分の部屋に戻ってしまった。

「う～ん、優香は相変わらずねぇ」

「昨日は珍しく、俺と２人で食べたんだけどなぁ」

「……あぁ、なるほど、なるほど」

　俺へのホールドを解除しながら、かーちゃんが苦笑した。

「何か、わかったの？」

「まぁ、女心は難しいってことよ。たとえ家族同士でも、色々と、ねっ？」

　意味がよくわからないが、俺はとりあえず生返事をしておいた。

「さてさて、じゃあ２人で食べましょうか。せっかく隆史が作ってくれたんだし」

　そう言って、かーちゃんはニッコリと笑った。




　　　☆　☆　☆




　食卓での話題は、直近１週間の仕事内容が中心だった。

　各地を飛び回って、番組を収録したり、ファンと交流したり、色々なことがあったようだ。ひとつひとつの出来事を楽しそうに振り返るかーちゃんの姿は、俺を安心させた。

「そうだ、お土産も買ってきたのよ！」

　かーちゃんはそう言って一旦自室に戻り、紙袋を３つ持って来た。

「まず、大阪で買った大阪風お好み焼き」

「おぉっ、ありがとう！」

「次に、広島で買った広島風お好み焼き」

「……ありがとう」

「最後、上シヤン海ハイで買った上海風お好み焼き」

　テーブルに並べられた３つの紙袋を、俺はじっと見つめる。無言のまま十秒ほど経過して、ふと視線を上げると、かーちゃんが今にも吹き出しそうな顔をしていた。

「なんで全部お好み焼きなんだよ」

　特に捻ひねりを入れず、ストレートに突っ込む。

「いや～、最近お好み焼きにハマってるのよねぇ」

　実に白々しい態度で、かーちゃんが言う。

「……で、本当のところは？」

「……大阪でお好み焼きを買ったのに、うっかり広島でもお好み焼きを買っちゃって。いっそのこと、お好み焼き縛しばりにしようと思って、上海でも頑張って探したのよ」

「そこは頑張らなくてよかったよ、普通に上海名物でよかったよ」

「もう、細かいことは気にしないの！　全部微妙に違うらしいのよ、味とか、色々」

　違いの説明がアバウト過ぎて、どうしようもない。何にせよ、俺は明日から当分の間、お好み焼きを食べ続ける運命のようだ。炭水化物をおかずにご飯を食べるのはちょっと抵抗があるから、今日の夕飯は貴重な白米である。俺はそのありがたみを嚙かみ締しめるように、ゆっくりと食事をすすめた。

「ところで、話は変わるんだけど」

　そんな折、かーちゃんが唐突に切り出した。

「オープンスクールの日、隆たか史しの教室に金髪の人が来てたの、覚えてる？」

　俺はぎょっとして、かーちゃんの真意を探る。覚えているどころか、ついさっきまで、その人物について考えを巡らせていたのだ。

「……ジュリアさんっていう名前で、メー子のお母さんだよ」

「……やっぱり」

　その反応は、何かを確信した様子だった。

「もしかして、知ってたの？」

「う～ん、知ってたというか、知らなかったというか」

「どういうこと？」

「えっと、私がアイドルを辞めたばっかりの頃だから、かなり昔の話だけど」

　17歳のかーちゃんが、27年前を振り返った。




「私、あの人と何度か会ったことがあるのよ。アメリカで」




　突然、頭の中で合衆国の国歌が流れた。星条旗よ永遠なれ、だったか。俺の人生にほとんど縁えんのなかったアメリカという国で、俺が生まれる前に、一体何があったと言うのか。

「17歳教の会員になったことは知らなかったから、見覚えがあるけど誰だれだか全然思い出せなくて、１週間ずっと考えてたのよ。で、ついさっき思い出した」

　俺もかーちゃんも、同じ人物のことを１週間考え続けていたらしい。奇遇な話である。

「……そもそも、なんでかーちゃんがアメリカに？」

「アイドルを引退した後、マスコミの押しかけ取材が本当にしつこくて、日本にいられなくなっちゃったからよ」

　初耳だった。かーちゃんは、俺や優ゆう香かの前で当時を振り返ることを嫌った。芸能界に復帰するまで、一度引退した理由さえ、ろくに教えてくれなかったのだ。

「仕方ないから、隆たか史しのお父さんと一緒に海外で生活してたの。マスコミに見つかったら次の国へ、また見つかったら次の国へ、の繰くり返し。愛の逃とう避ひ行こう、って感じで楽しかったわ～」

　かーちゃんは軽いノリで語っているが、とんでもない話である。

「……あの話、本当だったの？」

「本当だったの、ってどういう意味よ？」

「ずっと海外生活してた、って確かに言ってたけど、冗談だと思ってた」

「何よそれ、信じてなかったの!?」

「いや、だって、かーちゃんだし」

　非難するような目で見つめられているが、俺にも言い分はある。住んでいたと言い張る国の言葉を、かーちゃんがまったく使えなかったのだ。いわく、

『その国の言葉なんて、アリガトウ、コンニチワ、これだけ覚えておけば平気へっちゃら屁へのかっぱよ！』

　ということだが、そんな訳ないだろう、と思って取り合わなかった。その話が事実だとすれば、ジェスチャーやら何やらだけで、数年間にわたる海外生活を乗り切ってきたことになる。並外れたコミュニケーション能力というか、もはや脳に直接語りかけるテレパシー能力だ。

「……まぁいいわ。で、ジュリアさんだけどね」

　脱線した話を、かーちゃんが軌道修正する。

「アメリカで知り合った頃とは別人みたいで、最初は本当に、ちっとも気付かなかったのよ。17歳の身体からだなら、あの頃と同い年くらいの筈はずなのに」

「外見は17歳でも中身は大人なんだから、雰囲気が変わってもおかしくないんじゃない？」

「それにしても、ってことよ。ちょっと待ってなさい」

　かーちゃんは自分の部屋へ戻り、数分ほど経たってから、一冊のアルバムを持って来た。

「これが、アメリカに住んでた頃の写真よ！」

「あぁ、これ、見たことあるわ。旅行でしばらく遊んでただけかと」

「……私の言葉って、そんなに信用がないかしら？」

　いや、だって、かーちゃんだし。

　俺はそう言おうとして、少し前にも同じことを言ったばかりだと気付き、口をつぐむ。

　それにしても、改めて当時の写真を見ると、かーちゃんの外見が今とまったく同じで笑ってしまう。

　当時、かーちゃんは17歳。

　現在、かーちゃんは17歳。

　理屈ではわかっているのだが、インスタントカメラで撮さつ影えいした古い写真のなかに、目の前にいる17歳の女の子が写っているという現象は、何だか妙に落ち着かない。トリックアートの世界に迷い込んだような気分だ。

「それで、これがジュリアさんよ」

　かーちゃんが指をさしたのは、派手なスーツを着た、気の強そうな女性だ。綺き麗れいなブロンド髪を後ろで縛しばり、キリッとした表情をしている。

「……えっ？」

「ほら、そういう反応になるでしょ」

「これ、何歳なの？」

「確か19歳だったかしら。元々は、私の２つ年上だったと思うから」

　つまり、17歳教の儀ぎ式しきで若返った現在の姿と、大して変わらない筈はずだ。

　なのに、オープンスクールで見た彼女の姿が、この写真の姿とまったく重ならない。目鼻立ちをよく観察すれば、同一人物であることは間違いなさそうだが、あまりにも印象が違いすぎると感じた。

「アメリカの日本人コミュニティで知り合ったんだけど、向こうではちょっとした有名人だったのよ。まだティーンの女の子が、ＵＳタケダカンパニーの社長を務めているって」

「……ティーンで社長。どっかで聞いたような話だな」

「本当、メー子ちゃんみたいねぇ。でも、あっちはもっと大きな会社だったわ。タケダグループのアメリカ支社だったから」

　俺のような世間知らずの高校生でも、その名前は何となく聞いたことがある。それこそ来くる栖すコーポレーションに匹敵するくらい、大きなグループ企業だった筈だ。

「ジュリアさんは、本社の社長のお嬢じよう様だったのよ」

「あぁ、だから10代で社長になっちゃったのか」

　うっすらと話が見えてきた。社長が自分の身内を重要なポジションに据える、ありがちな話だろう。きっと優秀な部下が実務を仕切っているから、トップはただ椅子に座って、報告書を読んでいればいいのだ。羨ましいポジションである。

「う～ん、そうやって陰口を叩たたく人も結構いたけど、すっごく優秀な人だったのよ？　実際、会社の業績は、ジュリアさんの力で急上昇したらしいから」

「『らしい』ってところが不安なんだけど、本当に？」

「もうっ、失礼ね！　売上げとか利益とか難しいことはわかんないけど、その人の顔をじっと見れば、どれくらい凄すごい人なのか一発でわかるんだからっ！」

「……そっか、すげーすげー」

「むぅ～っ、隆たか史しったら！」

　ふくれっ面のかーちゃんを無視して、俺はもう一度アルバムに視線を落とす。

「でも確かに、この頃のジュリアさん、優秀な経営者っぽいオーラを放ってる気がする」

「そうでしょ？　私って、人を見る目があるでしょ？」

　しつこく食い下がってくるかーちゃんを、さすがにこれ以上は無視できなくて、

「うん、かーちゃんは本当に凄いよ。尊敬する」

　と、俺は真顔で告げた。何か言ってあげよう、と思って咄とつ嗟さに出た言葉ではあるが、少なからず俺の本音が混じっている。人を見る目云々うんぬんはさておき、いつも俺や優ゆう香かのために頑張ってくれるかーちゃんを尊敬する気持ちは、決して噓うそではない。

　ただし、こんな台詞せりふを面と向かって母親に言うのは、ちょっと照れる。

　そして、こんな台詞を面と向かって息子に言われたかーちゃんは、もっと照れている。

「なっ、何よ、いきなり褒ほめられたらビックリするじゃないの、うふふ」

　顔を赤らめて、嬉うれしさを隠しきれずにニヤニヤ笑うかーちゃんを眺めていると、妙な気分になってきた。

　セーラー服を着た同い年のアイドルと、お互い赤面しながら向かい合っている、この状況は何なのだ。いや、何でもない親子の会話だが、どう表現すればいいのやら、とにかく居心地が悪くて堪たまらない。

　目の前にいる女の子のことを、かわいいなんて、俺は一いつ瞬しゆんたりとも思っていない。断じて、決して、絶対に、思っていないのだ。

「で、ジュリアさんだけど！」

　もう何度目かわからないが、俺は脱線した話を強引に引き戻す。

「雰囲気、この頃と全然違うじゃん」

「あっ、そうなのよ、それが私も気になって」

　俺もかーちゃんも、紅潮したにやけ顔を引き締しめて、真剣な表情に変わった。

「17歳教の会員って中身は大人だから、最初に17歳だった頃とまったく同じ状態になる訳でもないけど。それでも、ちょっと極端に違うでしょ？」

「こうして写真で見るだけでも、別人みたいだよなぁ」

「……色々あったのかしら、17歳になるまで」

　かーちゃんが、ぽつりと呟つぶやく。

「どうしてジュリアさんは、17歳になったんだろう？」

　その問いに対する答えを、俺が持ち合わせている筈はずもなかった。




　　　☆　☆　☆




　食事を済ませると、かーちゃんはシャワーを浴びてから、すぐにベッドへ飛び込んだ。しばらく経たつと、そのまま無防備な体制で寝息を立て始めたので、俺はそっと薄うす手での毛布をかけてやった。

「……まぁ、そりゃ、疲れてるよな」

　かーちゃんの部屋のドアを閉めながら、独り言を呟く。いくら17歳の身体からだだって、無茶なスケジュールを詰め込まれたら、必ずどこかで限界を迎えてしまう。俺には仕事について口出しする権利がないから、せめて家の中くらい、かーちゃんの休息を邪じや魔ましないように頑張ろうと思う。

　優ゆう香かの部屋の前から空の食器を回収し、洗い物を完了させたところで、携帯電話に着信があった。いちいち表示を確認することもせず、俺はボタンを押すと同時に、

「あぁ、メー子？」

　と、自分の彼女の名前を口にする。この時間帯にかかってくる電話は、大抵メー子だから。

『こんばんは、タカシ。もうお母様は帰って来たかな？』

「とっくに帰って来て、もう寝ちゃったよ。さすがに大変だったみたい」

『１週間、各地を飛び回っていたからね。ずっとキミに会えなくて寂しがっていたのではないかな？』

「……別に、そんなことは」

『なるほど、寂しがっていたのか』

　電話越しに、メー子のにやついた表情が、目に浮かぶようだ。

『キミはお母様と本当に仲がいいね。キミと結婚生活を送るのは、なかなか大変そうだ』

「……えーっと」

　その話題は、反応に困る。

『おっと、失礼。キミが18歳になるまで、結婚の話はお預けだった』

「……あぁ、うん」

　だから、反応に困るってば。勘弁してほしい。

　なんだか微妙な空気が流れる。いっそ電話を切ってやろうかと一いつ瞬しゆん考えたが、後々もっと気まずいことになりそうだから、その案は却下だ。ならば、さり気なく他の話題に切り替える、という作戦だろうか。

「そうそう、かーちゃんと夕飯を食ってる時に聞いた話なんだけどさ」

　……あっ、しまった。

　かーちゃん繫つながりで無難な話題に軟着陸しようとして、逆にとんでもない地雷原へ突っ込んでしまった。この流れだと、ジュリアさんの過去について語り合うことになるではないか。

　なんでまた、よりによって、そんな話題を？

　その後悔は、残念ながら数秒ほど遅かったようだ。

『……どんな話だい？』

　奇妙なタイミングで黙だまってしまった俺に対して、訝いぶかしげにメー子が尋ねる。

「いや、くだらない話だよ。最近お好み焼きにハマってるらしくて、買って来たお土産が全部お好み焼きだったんだ。大阪風・広島風・上シヤン海ハイ風と揃そろえやがって、明日からしばらくお好み焼きばっかりじゃー、って感じ」

『ははっ、実にお母様らしいチョイスだね』

　笑い声。それから少しだけ間を置いて、メー子が続ける。




『それで、さっき何を言おうとしたのかな？』




　もう嫌だ、メー子って怖い。

　改めて痛感したが、こんな《名探偵》を相手に、およそ隠し事などできる訳がない。うまく誤ご魔ま化かしたつもりだったのに、こうもあっさりと看破されるとは。

　俺は小さく溜ため息いきをつき、覚悟を決めて切り出した。

「……かーちゃんが昔、ジュリアさんに会ったことがあるらしい」

『……どこで？』

　メー子は平静を装っているが、内心では相当動揺しているように感じられた。相手の性格をよく知っているのは、メー子だけではない。こういう状況で、メー子が必要以上に淡泊な態度を取ることを、俺はよく知っている。

「アメリカに住んでた頃、向こうの日本人コミュニティで知り合ったらしい」

『日本人コミュニティ？』

　メー子は意外そうな反応を見せた。

『少し不自然だね。どうして彼女が、そんな場所に出入りしていたのだろうか？』

「えっ、何が？」

『彼女はルーツが日系人というだけさ。アメリカ社会で生まれ育った、紛れもないアメリカ人である彼女が、日本人コミュニティに所属する理由がわからない』

「んー、そういうものか」

　アメリカ社会の日本人コミュニティ事情なんて想像もつかないから、俺が取れるリアクションは、適当に相づちを打つことくらいだ。

『ワタシの父親と出会うまでは、あまり日本と縁えんのない生活を送ってきた筈はずだね。まだ日本語も完かん璧ぺきではないし。彼女が特別という訳ではなくて、日系３世や４世ならば決して珍しくない話だよ』

　ジュリアさんの話しぶりを耳にした時、たどたどしい日本語のような印象を受けたことを、ふと思い出した。

「それくらい日本に縁のなかった人が、日本人と結婚して、日本に住んで、しかも17歳になるって、相当な覚悟が要るんじゃないか？」

　いくらメー子のお父さんが大金持ちだからって、単なる金銭目的で、そこまでやるか？

　その質問は喉の奥に引っ込めておいたが、察しの良いメー子は、きっと勘付いただろう。

『……わからないし、興味もないよ』

　言い捨てるように呟つぶやく。そして、

『これ以上、こんな話をしても仕方ないね。申し訳ない』

　強制的に話題を終わらせる。メー子は元々、ジュリアさんについて語ることを嫌っていた。鬱うつ々うつとした気分に、そろそろ耐えられなくなってきたのだろう。

　だが、こんな雰囲気で電話を切るのも後味が悪い。

「じゃあ、お好み焼きの話をしよう！」

　俺は咄とつ嗟さに思い付いたことを、０．１秒も吟味しないで提案した。脊せき髄ずい反射の領域だ。

『……お好み焼き？』

　メー子は一いつ瞬しゆんだけ戸惑って、それから笑い出した。

『……ふふっ。さすが、ワタシの彼氏だね』

　そんなメー子の反応が、俺にはとても嬉うれしく感じられた。

　なお、その後繰くり広げられたお好み焼きトークは予想外に盛り上がり、たれはソースか醬しよう油ゆか？　マヨネーズは王道か邪道か？　焼きそばは？　目玉焼きは？　そんな議論だけで30分近くも話し込んでしまった。お好み焼きって、奧が深い。




　　　☆　☆　☆




　翌日、自分の部屋で地ち球きゆう儀ぎを回しながら、俺はアメリカ合衆国の辺りを眺めていた。

　昨日も似たようなことをしていた気がするけれど、この一日でジュリアさんに関する情報は格段に増えた。逆に、増えすぎてうまく整理できていないのが現状である。

　こういうときは、一人で悩んでもうまくいかないから、誰だれかに相談するのがいい。

　……という訳で、俺は妹の部屋をノックしていた。引きこもりは、意外に思し慮りよ深いものだ。昔の中国の武将も、山ごもり生活を送る仙人に、色々な相談を持ちかけていた。そんな故事に倣ってみたのだ。

「優ゆう香か、ちょっといいか？」

　いつものように、ドアの前でしばらく待ってみたが、今回はまったく気配が感じられない。そこで玄関の靴を確認したところ、優香のサンダルが見当たらなかった。ということは、優香の行き先は一つしかない。俺は玄関を出て、２メートルくらい横に移動した。

「ばーちゃん、優香は来てる？」

　３０２号室のチャイムを鳴らす。優香が３０３号室にいない時は、大抵ばーちゃんの部屋で遊んでいるのだ。

「来てるよー、隆たか史しもこっちへおいでー」

　奧の方から、ばーちゃんの声が聞こえた。鍵かぎが開いていたので、言われたとおりに部屋の中へ入って、リビングに向かう。３０３号室と同じ構造をしているから、非常にわかりやすい。

「……んんっ」

「こらこら、じっとしていないと、膜が破れてしまうよー」
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「……破れたら、どうなるの？」

「二度と再生しないから、大変だよー。あと、血が出て真っ赤になるだろうねー」

　優ゆう香かとばーちゃんの会話が断片的に聞こえる。何をしているのだろうか？　膜とは？　疑問を頭の中に渦巻かせながらリビングに到着すると、優香の身体からだが横になっているのが見えた。

「隆たか史し、いらっしゃい」

　夏休み限定仕様、撫なで牛うし高校の制服を着たばーちゃんが、部屋の中央で正座をしている。寝転がった優香の頭部を抱えて、膝ひざ枕まくらをしている格好だ。

「……何をしてるの？」

「優香の耳を、掃除していたんだよー」

　竹製の耳搔かきを取り出して、ばーちゃんが答えた。なるほど、確かに鼓膜が破れたら大変である。だが、破れても再生するし、血も出ないぞ、ばーちゃん。

「お兄ちゃん、どうしたの？」

　ばーちゃんに膝枕をされた体勢のまま、優香が言った。いつものように気怠そうな表情で、いつものように俺の服を着ている。

「あぁ、ちょっと優香に相談したいことがあって」

「んー、もう少し待ってくれるかい？　ちょうど片方の耳が終わったところで、もう片方の耳を、今から綺き麗れいにするんだよー」

「それは全然構わないよ。別に、急ぐような話じゃないから」

　俺がそう言って椅子に座ろうとしたところ、ばーちゃんが思い付いたように提案した。

「じゃあ、こっち側の耳は、隆史が掃除してくれるかい？」

「……はっ？」

「そこでずっと待っているのも、退屈だろうからねー」

　気を遣うポイントが致命的におかしい。だが、ばーちゃんに悪意は一ひと欠片かけらもない。どうしたものかと思って、俺は優香に視線を送る。

「……痛くしないでね？」

　右側の耳たぶを引っ張りながら、懇こん願がんするような目で優香が訴えた。いつの間にか俺が耳掃除をする前提で話が進んでおり、

「じゃあ、お兄ちゃん、そこに座って」

　と、妹に指図されるがまま、俺は座布団に腰を下ろして膝ひざを伸ばした。そこへ何の躊躇ためらいもなく、優香が頭を乗せて寝転がる。

「なっ、優香!?」

「……何？」

「いや、えーと、この体勢って」

「ここに頭を乗せないと、耳掃除できないでしょ？」

　そんな当たり前のことを言わせるな、と呆あきれるような口調で優ゆう香かが言った。どうしてこんなに平然としていられるのか。俺の方は、突然の事態にほとんど錯さく乱らん状態である。

「……お兄ちゃん、こういうの初めて？」

「まぁ、正直、経験はないけど」

「乱暴にしないでね。痛いのは嫌だから」

　優香の顔が俺の身体からだの方を向いているため、下腹部の辺りから声が響ひびく。奇妙な感覚だ。

「それじゃ、お願い」

　優香は改めて耳たぶを引っ張り、見せつけるように穴を広げる。思わず目が釘くぎ付づけになり、奧の方までじっくりと観察してしまった。これまでの日常生活で決して見ることのなかった、秘密の洞窟がそこにあった。

「これ、使い方はわかるだろう？」

　ばーちゃんが耳搔かきを渡してくれた。

「あぁ、うん、何となく」

　どうやら、やるしかないみたいだ。俺は仕方なく腹を括くくった。




「いきなり奧まで突っ込んだら駄目だからねー。最初は外側から、優しく撫なでるように取るんだよー」

　ばーちゃんのアドバイスに従って、まずは外耳の窪くぼみを掃除する。触れるか触れないか、最小限の刺激を与えるよう心掛けながら、ゆっくりと耳みみ垢あかを集めていく。

「……ひゃっ、……んぅっ」

　優香の喉元から、押し殺したような声が漏れる。その微かすかな振動は、優香の顎がく関かん節せつに添えた俺の手や、あるいは優香の鼻先と接触している俺の下腹部から、ダイレクトに届いてくる。

　正直、いけないことをしているような、変な気持ちになってきた。

　俺はひとつ深呼吸をして、平常心を保つ。心頭を滅却するのだ。

「よし、外側は終了。次は穴の中だな」

「……うん」

　その表情を窺うかがうことはできないが、声色や力の入れ具合から、優香が緊きん張ちようしているのは明らかだった。

「優香、本当に大丈夫？」

「……うん」

「じゃあ、行くぞ」

「……うん」

　返事のバリエーションが極端に少なくなった。余裕を失っているのかもしれない。

　俺は呼吸を止めて、少しずつ、少しずつ、耳搔きの先端を腔こう内ないに侵入させる。しばらく進んだところで、優ゆう香かが突然悲鳴をあげた。

「んあぁっ！」

「わっ、ごめん、痛かったか？」

「……平気、だよ」

　息が荒い。顔も紅あかい。

「……続けて、お兄ちゃん」

　消え入りそうな声で、優香が呟つぶやいた。

　ばーちゃんが心配そうに、俺と優香の様子を見守っている。確かに心配ではあるが、結構な深さまで挿入してしまった手前、引き返す訳にもいかない。俺にできることは、なるべく優しく、耳掃除を完遂することだけだ。

　気を取り直して、発掘を再開。程なくして、先端が《大物》に接触。この塊を取り出せば、随分と綺き麗れいになるだろう。

「うわっ、凄すごいな」

　徐々に全貌を現した数ミリ級の塊に、思わず言葉を漏らす。

「馬鹿、そんなこと、言わないでよ……」

　恥ずかしそうな声で叱しかられてしまった。デリカシーに欠ける発言だったことを謝罪しつつ、俺は慎重に獲え物ものを引っ張り上げる。
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「もうちょっとで、取り出せるぞ」

「うん、出して……」

　微妙にニュアンスが異なるように感じたのは、きっと気のせいだろう。

　そして、ついに。

「よし、取れた！」

　大きな耳みみ垢あかの塊が、ティッシュの上にぶち撒まけられた。穴の中を覗のぞき込むと、始める前と比べて、かなり綺き麗れいになったような印象を受ける。

「……終わった、の？」

「あぁ。よく頑張ったな、優ゆう香か」

「そっか。お兄ちゃん、ありがとう……」

　消耗したような、けれども満足そうな笑顔を浮かべて、優香が礼を告げた。

　俺は無言で頷うなずきながら、何か大きな一歩を踏ふみ出したような達成感を覚えていた。実際は、耳垢を取り出しただけなのに。




「……ところで、優香に用事があるんじゃなかったかい？」

　ばーちゃんの一言で本来の目的を思い出した俺は、ジュリアさんのことが気になるから相談したい、と正直に打ち明けた。

　オープンスクールの日に受けた印象。

　かーちゃんと出会っていた過去。

　メー子が気付いた不自然な点。

　これらを一通り話し終えたところで、優香が俺に質問した。

「そもそも、お兄ちゃんはどうしてそんなに、ジュリアさんのことが気になるの？」

　その表情は、どことなく不機嫌そうに見える。

「どうしてって言われても、気になるから気になる、としか……」

「お母さんやおばあちゃんと同じ、17歳教の会員だから？　それとも、メー子さんの家族だから？」

　核心を突く、鋭するどい指摘だと思った。

「わからないけど、両方かな？」

　一旦、俺はそう答えた。だけど、優香に対してあまりにも曖あい昧まいで不誠実な態度を取っているように思えてきて、答えを訂正する。

「……でも、メー子の母親だから、っていう理由の方が強いかもしれない」

「……そっか」

　短く呟つぶやいて、優香は俯うつむいてしまった。相談する相手を間違えたかもしれない、と俺は不安になる。

「メー子さんのこと、優ゆう香かはどう思っているんだい？」

　優しい口調で、ばーちゃんが問いかけた。

「……かわいそうな人だと思う」

「それは、どうして？」

「家族がいないから」

　乱暴な口調で、優香が受け答えた。

　もちろんメー子の父親は生きているし、血は繫つながっていないけれど、母親だって存在する。優香がその事実を知ったうえで『家族がいない』と表現するのは、両親に対するメー子の失望感を、本人の口から直接聞いたためだろうか。

「悪いけど、それはちょっと違うような気がするよー」

　そんな過激な表現に対して、ばーちゃんは粛々と語った。

「メー子さんは、家族がいないんじゃなくて、見失ってるだけじゃないかねー」

「……見失ってる、って？」

「本当は、手の届く場所に、温かい家族が待っている。でも、それには気付かないで、私たちの家族になりたいと願っている。嬉うれしいけれど、悲しい話じゃないか」

　ばーちゃんは、ぽん、と俺の肩に手を置いた。

「隆たか史しはねー、メー子さんがもう一度、自分の家族をちゃんと見つけられるように、手伝ってあげようとしているんだよー」

　優香は黙だまり込んで、じっと俺の顔を見つめる。何度か口を開きかけて、その度に思い留とどまるような仕草を見せてから、意を決した様子でこう尋ねた。

「……お兄ちゃんは、18歳になったら、メー子さんと結婚するかもしれないんだよね？」

　的確に、俺が一番答えづらい質問を投げてくる。語尾が『するかもしれないんだよね？』という辺りが、余計に肯定も否定もしづらい要因となっていることに、優香は気付いているだろうか。

「だけど、もし結婚しても、ずっと私のお兄ちゃんだよね？」

　俺が黙もく秘ひを続ける間に、追加質問が飛んできた。その意図するところを察して、俺は苦笑しながら返答する。

「当たり前だろ。メー子も言ってたじゃないか、『３人で仲良く』って。あくまで『もしも』の話だけど、もしも俺とメー子が結婚して、俺が優香のお兄ちゃんじゃないみたいな冷たい態度に変わったら、メー子はきっと俺を社会的に抹殺する」

　自分の発言ながら、背筋が軽くゾッとした。『もしも』そんな事態になれば、メー子はどんな恐ろしい手段を使ってくるか、想像もつかない。

「……そっか」

　優香が短く呟つぶやいた。その表情には、不安が解消されたような晴れやかさが見受けられた。

「わかった。協力するよ、お兄ちゃん」

「あぁ、ありがとう」

　返事の代わりに、優ゆう香かは控えめな笑顔を浮かべた。




　　　☆　☆　☆




　それから数十分後。

　俺とばーちゃんは、優香の部屋でパソコンのモニターを覗のぞき込んでいた。相変わらず、お世辞にも綺き麗れいとも清潔とも言えない部屋だったが、雑誌や新聞を積み上げたタワーはなくなっていた。これで一応、崩落事故の再発だけは防止できるだろう。

「これがインターネットなんだねー」

　モニターを爪の先でコツンと叩たたきながら、ばーちゃんが感心したように呟つぶやいた。言葉の定義を理解しているのかどうか、怪しいものである。

「……もう一回、整理してもいい？」

　優香がマウスを操作すると、モニターに真っ白な画面が表示された。

「お母さんが17歳の時、……紛らわしいか。今から27年前、アメリカでジュリアさんって人に出会ったんだよね？」

「そう。日本のマスコミから逃げ回って、最初に引っ越した先がアメリカだったらしい」

　真っ白な画面に、27年前、アメリカ、などとキーワードが書き込まれていく。

「……あの話って、本当だったんだね。冗談だと思ってた」

「そうだな、俺も冗談だと思ってた」

　さすが兄妹、同じ勘違いをしていたようだ。

「そんで、これが当時のアルバム。かーちゃんから借りてきた」

「うん、ちょっと見せて」

　優香と俺が、27年前のかーちゃんや、27年前のジュリアさんの写真を眺める。そこへ、ばーちゃんがズイズイと身を乗り出してきた。

「……ばーちゃん？」

「……これは、博ひろ史しだねー」

　食い入るように見つめる視線の先には、若き日の父ちゃんが写っていた。当時、父ちゃんも17歳。現在のばーちゃんと同い年である。

　しばらく経たって、黒くろ縁ぶち眼鏡の向こうに、うっすらと涙が浮かびだした。

「ど、どうしたの!?」

「向こうの国でも、元気に過ごしていたんだねー」

　涙を拭うその姿を見て、俺の頭にひとつの仮説が浮かぶ。

「……もしかして、父ちゃんたちが海外に行くの、反対だった？」

「そりゃ反対したよー。たった一人の、大切な息子なんだから。でも、そこで大おお喧げん嘩かして家を飛び出しちゃったから、博ひろ史しとは何年も連絡が取れなくて。とっても心配したんだよー」

　なるほど、そうだったのか。

　両親の反対を押し切って、恋人を守るために日本を飛び出す。

　同じ17歳男子として、実にかっこいい決断だと思う。

　だけど、そんな武勇伝も、母親から見たら悲劇ではないか。

　そして、息子の恋人に対して、恨みを抱いても当然ではないか。

「……じゃあ、かーちゃんのこと、当時は」

　俺の言葉を遮るように、ばーちゃんが首を横に振った。

「27年前のことを、年寄りになるまで引きずっていられるほど、私の根気は続かないよー」

　17歳の身体からだで、ばーちゃんはニッコリと笑う。ばーちゃんがこの身体になったのは、かーちゃんのためだ。一連の経けい緯いを知っていながら、どうして俺は一いつ瞬しゆんでも、くだらない不仲疑惑を抱いてしまったのか。

「……さて、話が逸それちゃったねー。ジュリアさんのこと、みんなで考えようか。三人寄れば文殊の知恵だよー」

　感傷的なムードを吹き飛ばすように、ばーちゃんはカラリと晴れた笑顔を見せた。




《お母さんの話》

　27年前　[image: →]　ＵＳタケダカンパニーの社長。タケダグループ本社社長のご令れい嬢じよう。

　なう！　[image: →]　17歳教に入ったことは知らなかった。昔とは雰囲気が別人みたい。

《メー子さんの話》

　27年前　[image: →]　日系アメリカ人だから、日本人コミュニティにいたのは不自然。

　なう！　[image: →]　17歳教に入った目的はお父さんの財産。まだ日本語が不慣れ。




　俺の得た情報から、優香が要点を抽出していく。書いたり消したりまとめたり、そんな作業を繰くり返した結果がこれだ。

「うん、わかりやすいな。ところで『なう！』って何だ？」

「英語で『今』っていう意味だよ、お兄ちゃん」

「……あぁ、そうか。勉強になった」

　優香の表情は得意げだった。幸せそうだから、これ以上は何も言わないでおこう。

「それで、優香はどう思う？」

「……話が食い違ってるね。特に、27年前の方が」

　カーソルをぐにゃぐにゃと動かし、優香は『タケダグループ本社社長のご令嬢』という文字に色を付ける。

「これ、要するに日本人ってことでしょ？」

「うーん、確かにそうだよなぁ」

「しかもタケダグループって、もし本当なら大変なことだと思うけど。この話をした時、メー子さんはどんな反応だったの？」

「あぁ、そう言えば、その話はしてないかも。日本人コミュニティ云々うんぬんの話だけだ」

「えっ……」

　優ゆう香かは呆あきれたような、というか見下すような目で、しばらく俺を眺めた。それから考え込むような仕草をして、

「……まぁ、言わない方が正解だったかもしれないから、いいのかな？」

　などと意味深に呟つぶやいた。俺は完全に置いてきぼりである。

「何だよ、優香？」

「お兄ちゃん、タケダグループって知らないの？」

「……名前くらいは、聞いたこともあるけど」

　優香は大おお袈げ裟さに溜ため息いきをついて、学校の先生みたいな口調で言った。

「タケダグループの創業者一族は、来くる栖すコーポレーションの創業者一族と、百年以上ずっと仲が悪いんだよ」

「……そうなのか？」

「……お兄ちゃんの方が３歳も年上なのに。いつも家にいないで、学校なんか通ってるから、情報弱者になっちゃうんだよ」

　とんでもない理屈で批判されてしまった。返す刀で、自分の引きこもり生活を正当化までするとは。

「ほら、これ読んで」

　優香は手早くインターネット上の記事を開いて、モニターを指さす。そこには、タケダグループの前身である武たけ田だ呉服店と、来栖コーポレーションの前身である海運商会の、幕末から続く因いん縁ねんの歴史について記載されていた。あまりにも漢字が多いので、途中で読むのをやめてしまったが。

「つまり、タケダグループのお嬢じよう様が、来栖カンパニーの社長さんと結婚するなんて、絶対にあり得ない大事件なんだよ」

「その『絶対にあり得ない大事件』が実際に起きているって、どういうことだ？」

「まだわからないけど、何か秘密があるような気がする。ちょっと待ってて」

　そう言って優香は、同時に複数のブラウザを立ち上げた。何かを調べるつもりらしい。まともに他人とコミュニケーションを図れない引きこもりだが、こういった場面では地頭の良さを発揮するタイプだと、俺はそう信じている。

　一方、手持ち無沙汰となった俺は、ばーちゃんに話題を振った。

「武たけ田だ家けと来くる栖す家けって、そんなに仲が悪いんだ？」

「そうだねー。昔で言えば、源平の争いみたいなものだと思うよー」

　その喩たとえがピンと来ない時点で、つくづく自分には教養がないのだろう。それなりの高校に通っているのだから、もうちょっと勉強しようと思った。

　それにしても、謎なぞが謎を呼ぶ展開になってしまった。彼女の母親について探っていたら、歴史上の大事件にまで行き当たってしまったような、そんな不安がよぎる。

「……あっ、これかな？」

　優ゆう香かがぼそりと呟つぶやく。モニターを見ると、英字新聞の記事が表示されているようだ。日付は今から数年前のものだった。

「えーと、ＵＳタケダ……」

「お兄ちゃんは読めないでしょ。『なう』も知らなかったんだから」

　さすがにそれは知っていたぞ、という言葉をぐっと吞のみ込む。メー子の影えい響きようか、以前よりも性格が悪くなったような気がする。

「今、自動翻ほん訳やくをかけるから」

　画面上に砂時計が現れ、やがて、英語で埋め尽くされていた画面が、日本語に生まれ変わった姿を晒さらす。次の瞬しゆん間かん、衝しよう撃げき的てきな文言が飛び込んできた。




《ＵＳタケダカンパニーが倒産》

《ＣＥＯミス・タケダが自殺》




「……えっ」

　微かすかに声を漏らし、それから俺は絶句した。

　せっかく日本語に翻訳されているのに、意味が頭に入ってこない。

　文字列をなぞることはできても、内容がまったく理解できない。

　ジュリアさんは、何年も前に死んでいる？

　では、あの人は一体誰だれなのか？

　何が何だかわからない。

　俺は混乱するばかりだ。

「……やっぱり」

　一方、優香は落ち着いた様子で記事を読み込んでいる。こんな事実が出てくることを、予想していたのだろうか。

「優香、これはどういうことだい？」

　ばーちゃんが戸惑い気味に尋ねると、優香はわざとらしく咳せき払ばらいをしてから語り出した。

「お母さんの話とメー子さんの話が食い違うのは、どっちかの話が噓うそだから、そうなっちゃうんだよ。でも、２人とも噓をつく理由がない」

「そうだねー。２人とも、こんな大事な話で、ホラを吹くような人じゃないからねー」

「だからきっと、噓をついていたのは、ジュリアさんだと思ったの。そもそもジュリアさんがメー子さんに噓を教えていた、って考えれば、全部説明できるようになるから」

　引きこもりの《名探偵》優ゆう香かが、推理を披ひ露ろうしていく。

「会社が倒産して路頭に迷ったジュリアさんは、自殺の誤報を流してから17歳教の儀ぎ式しきを受けることで、17歳のアメリカ人として生まれ変わった。それで、タケダグループとは関係ないアメリカ人を装って、来くる栖すコーポレーションの社長に嫁入りした。……これで、全部説明できたよね？」

　古典的な言い方をすれば、目から鱗うろこが落ちるような思いがした。

　17歳の身体からだに戻るということは、元の身体はどこかへ消えてしまうということだ。自殺したように見せかけて、まったく別の人間として生まれ変わることも、不可能ではない。

「この記事に書いてあるけど、倒産の時期が３年とちょっと前。メー子さんのお父さんが再婚した時期と、大体合ってるんだよ」

「……でも、何のためにそんなことを？」

「やっぱり、お金じゃない？」

　優香の答えは、あまりにもシンプルだった。

「よくわからないけど、会社が倒産したら借金もできるだろうし。別人に成りすまして、ついでにお金持ちと結婚しちゃえば、いい生活を送れるだろうし」

「うーん、そんなに単純な話じゃないような気がするけどねー」

　そこへ、ばーちゃんが異論を挟む。

「武たけ田だ家けのお嬢じよう様が、素性を隠して来栖家に嫁入りしたんだろう？　ただお金持ちと結婚したいなら、他にいくらでも相手がいる。わざわざ危険を冒してまで、そんな相手を選んだからには、他の理由があるような気がするよー」

「他の理由って？」

「……スパイとか？」

　俺の問いかけに、優香がひとつ例を挙げた。荒こう唐とう無む稽けいな例のように思えるが、

「……あり得るかも」

　この状況では、これ以上ないほど、可能性が高いような気がしてきた。数百年の因いん縁ねんを持つ名家同士である。それくらいの謀ぼう略りやくは、日常的に飛び交っていても不思議ではない。




　不意に、ゾクリと鳥肌が立った。

　もしかして俺たちは、とんでもない真実を探り出してしまったのではないだろうか。

　あのメー子をも欺くスパイの秘密を、うっかり握ってしまったのではないだろうか。

　一介の高校生に過ぎない自分が踏ふみ込んでもいい領域を逸脱しているような気がして、俺は恐怖を覚えた。情けないが、これが正直な気持ちだ。権力とか、組織とか、そういう得体の知れないものを前にすると、足が竦すくんでしまうのだ。

　もちろん、権力や組織に立ち向かうヒーローはかっこいいと思う。憧あこがれる気持ちもある。

　だけど、いざ自分が当事者になってしまったら、俺はヒーローになれる自信がない。

　体育のバスケットボールでさえ、俺はヒーローになれなかったのだから。

「これ以上、深入りしない方がいいんじゃないか？」

　優ゆう香かとばーちゃんを巻き込んでおきながら、俺は自分からそんな提案をした。

「偽装自殺とか、スパイとか、凄すごい世界の話になってきたし。メー子本人も知らされていないようなことを、俺たちが詮索するのもどうかと思うし。あと、それに」

「逃げるの？」

　痛烈な一言を、優香に浴びせられる。

「メー子さんが自分の家族を見失わないように、助けてあげるんじゃなかったの？」

　俺は何も言えず黙だまり込んでしまった。そんな俺の姿を見て、優香は軽蔑するような顔でこう言い捨てた。

「……そんなお兄ちゃんは、嫌いだよ」

　そんなことを優香に言われたのは初めてだった。俺は少なからずショックを受けたが、反論する気力もない。

　結局、中途半端な覚悟でジュリアさんの謎なぞを追いかけた俺が悪かったのだ。こんな秘密に辿たどり着いてしまったのは、確かに想定外だったかもしれないが、それは言い訳にしかならないだろう。

　かっこわるい本性を晒さらして、妹に嫌われる。

　好奇心の代だい償しようは、なかなかの痛手だった。







[image: 第４話　17歳の目に映るセカイ]







　パーカー、セーター、ロングＴシャツ。

　押し入れの整理を終えた俺は、俺の服がすべて俺の部屋にあることを確認し、その意味を察して溜ため息いきをついた。

　優ゆう香かが今日着ているのは、俺の服ではなく、自分の服だ。

　こうやって言葉にするとわかりやすいが、それが異常であること自体が異常である。妹が俺の服を勝手に着ている日常を、当たり前のように受け入れていた俺自身も、端から見れば相当おかしな兄だったと思う。

　だが、その日常は少しばかりバランスを崩してしまって、優香は俺のことを嫌いになり、俺の服を着なくなった。そればかりか、ここ数日は自分の部屋から出てくることも一切なく、俺ともばーちゃんとも会話をしない。引きこもりの完全態に進化したような有様だ。

「優香、ご飯を置いておくぞ」

　今日も返事はない。その沈ちん黙もくが、これまで以上に重く感じられる。

「じゃあ、俺はバイトに行くから」

　俺はそう言い残して、ドアの前から逃げ出した。

　優香と最後に会話した日。メー子の問題から逃げようとした俺は、その姿勢を優香に非難されてしまった。優香の部屋を出た後、ばーちゃんと交わした会話を思い出す。




『逃げること自体は、決して悪いことじゃない。立ち向かう勇気が出ないときは、思い切って逃げちゃうのも、ひとつの知恵だよー』

『ありがとう。……でも、やっぱり、かっこわるいよな』

『本当に逃げちゃいけないときは、自然と身体からだが前を向くんだよー。そんな気持ちになれないってことは、まだ機が熟していないってことじゃないかねー』




　いずれメー子の問題と向き合う必要があることは、よく理解している。だが、まだその時ではないとしたら、立ち向かう勇気を手に入れるためにどれだけ待てばいいのか。

　たとえば１年後。18歳になったら、結婚できる年ねん齢れいだから、来くる栖す家けの問題にも真剣に取り組むようになるだろうか。

　たとえば３年後。20歳になったら、選挙権が貰もらえるから、権力や組織の闇やみにも徹てつ底てい的てきに抗するようになるだろうか。

　……駄目だ。１年経たっても、３年経っても、数百年にわたる家同士の因いん縁ねん、太平洋をまたいだスパイ疑惑、そんなものを相手に戦っている自分の姿が想像できない。きっと未来の俺も今と同じで、普通の高校３年生だったり、普通の大学生だったりするだろうから。

　平凡な17歳である俺は、そんなことを考えつつ、今日もキャサリンというファミレスでバイトをしなければいけないのである。

「……そうだ、あれを買わないと」

　バイト先へ向かう途中、ちょうど書店の前を通ったタイミングで、ふと思い出した。メー子のインタビューが、今日発売のビジネス雑誌に掲載されているのだ。メー子は朝から忙しく、書店が営業している時間に買えないかもしれないらしい。そこで、メー子の代わりに、俺が確保して受け渡すことになっている。

　棚から雑誌を手に取り、目次を確認する。小さな文字だったが、見慣れた名前はすぐに発見することができた。




《シリーズ・社長に聞く！　株式会社ＪＫマーケティング　現役女子高生社長　来くる栖す芽め依い子こ》




　４ページにわたるインタビューは、見出しこそ《現役女子高生社長》を強調しているものの、基本的に真面目な内容であり、決してメー子をイロモノ扱いしている訳ではない。同シリーズの他のインタビューは見ていないが、他の経営者と同列に取り上げているのだろう、と俺には感じられた。

『歴史と伝統のある大企業を相手に、対等なビジネスをしていくならば、この会社ならではの付加価値を提供できなければ論外です』

『いずれ海外展開も検討しています。日本の女子高生は、世界中で人気ですからね（笑）』

（笑）の部分で、メー子がどんな顔をしたのか、目に浮かぶようだ。

　ずっと立ち読みをしているのも失礼なので、俺は雑誌をレジに持って行き、再びバイト先へと歩き出す。

「……メー子って、凄すごいなぁ」

　そんな感想が、自然と口から溢あふれ出た。同じ学校に通うクラスメイトで、それどころか俺の彼女だというのに、時々メー子が別世界の人間に見えてしまう。

　メー子の目に映る世界には、きっと恐れるものなど何もない。歴史も、伝統も、外国も、権力も、組織も、陰いん謀ぼうでさえ、何を相手にしても怖気おじけづくことはないだろう。

　俺もメー子みたいになりたい、と思った。思っただけで、何もできないけれど。

　俺もメー子みたいになる方法があるなら、誰だれか教えてくれないだろうか。

　俺もメー子みたいにならないと、メー子の彼氏でいることに、後ろめたさを感じてしまいそうだから。




　　　☆　☆　☆




　そんなこんなで、バイトの時間である。もうすぐ２学期が始まるが、今年の夏休みもバイト三昧で、週５～６日はこの店で働いていたような気がする。そんなちょっぴり切ない思い出を振り返りながら、来週以降のシフト表を確認したところ、出勤日が妙に少ない。

「店長、このシフト週３になってますけど、間違いないですか？」

「それで合ってるよ。新しいバイトさんが、来週から４人も入ってくるのさ」

「４人も、ですか？」

　驚おどろいた。俺の知る限り、この店に新人が入ってくるペースは数ヶ月に１人くらいだ。

「テレビで紹介された影えい響きようだろうね。放送直後から、面接を申し込む電話が毎日のように来ていたよ」

　テレビとは、かーちゃんがキャサリンで１日ウェイトレス体験をした番組のことである。収録日に起きたトラブルがインターネットで話題になったこともあり、かなりの視し聴ちよう率りつを叩たたき出したと聞いている。おかげで息子の俺も、大勢の視聴者に晒さらされてしまったが。

「うちで働いても、澤さわ村むら和かず美みには会えないよ、って言ったんだけどね」

　そう言って苦笑する店長の顔は、とても満足そうに見えた。飲食業界では、どの店もバイトの人手不足が深刻な問題となっている。時給を上げればいいのに、なんて安易に考えてしまうのだが、それは難しいようだ。そんな長年の課題が一気に解決したのだから、店長も安心したことだろう。

「澤村君も少しは楽になるだろう。夏休みはほとんど毎日働かせちゃって、悪かったね」

「いえ、それは構いませんが……」

　ぎっちりとシフトを詰め込まれた日々に慣れると、突然暇になっても戸惑ってしまうのだ。ワーカホリックな日本人らしい発想だが、バイトの給料も減ってしまうので、結構困った話である。空いた時間をダラダラ遊んで過ごすのももったいない。間もなく２学期が始まるが、放課後はどう過ごせばいいのだろうか。

　そのヒントは、営業時間が終了する前に、向こうからやって来た。




「澤村君、ちょっといいかい？」

　店長に呼び出されて、俺はキッチンからホールに出た。本日の営業も間もなく終了、という時間帯である。

「徳とく永ながさんって覚えてる？　和美ちゃんのマネージャー」

「はい、何度もお会いしてますけど……」

「それなら良かった。徳永さんが、お客様として来てくださったんだよ」

「どうも、突然お邪じや魔ましまして」

　音もなく現れたマネージャーが、俺に向かってニッコリと微笑ほほえんだ。

「隆たか史しくんにお話ししたいことがあるんですが、バイトが終わった後、少しお時間を頂けないですか？」

　あと一時間もしないうちに、今日の仕事は終わりそうだ。その後何かあったような気がするが、何だったかな？

「それとも、日を改めた方が良いでしょうか。なにせ、アポ無しで来ちゃいましたからね」

「あっ、いえ、大丈夫です！」

　反射的に俺はＯＫを出してしまった。それを聞いたマネージャーは、

「ありがとうございます。では、コーヒーでも飲みながら、お待ちしていますよ」

　と言って客席に座った。それから店内をぐるりと見回し、肉にく食しよく獣じゆうのような眼光を光らせて、ホール担当者の一人に声をかける。

「すみません、綺き麗れいなウェイトレスさん。メニューを頂けないですか？」

「えっ、あっ、はい、少々お待ちください！」

「慌てなくて結構ですよ、時間はたっぷりありますから」

　……チャラい。

　俺はその光景を見て、この人がかーちゃんのマネージャーで大丈夫だろうか、と今更ながら不安を覚えた。




「お待たせしました、マネージャー」

「いえいえ、勝手に押しかけたのは私の方ですから」

　片付けと着替えを早めに済ませ、俺は店の前でマネージャーと合流した。

「実は和かず美みさんのことで、折り入ってご相談がありまして。急を要する内容だと思ったので、このような形で失礼いたしました」

　もったいぶった言い回しに、思わず身構える。かーちゃんに関する話だということは、言われなくても大体わかっていたが、具体的にはどんな内容なのだろうか。

「自宅じゃなくて店の方に来たということは、母には聞かれたくない話なんでしょうか？」

「うーん、聞かれたくない、とまでは言いませんが。隆たか史しくんと直接お話しする方がいいかと思いまして」

　意味深な笑みを浮かべながら、マネージャーが言った。

「さて、この辺りでゆっくりと話ができる場所はありませんか？　お酒が出る店はありそうですが、高校生を連れて行く訳にはいきませんから」

「もう夜も遅くて、レストランや喫茶店も閉まっている時間ですね。いい場所がすぐには思い付かないですけど……」

「それならば、ワタシの家はどうだろうか？」

　突然後ろから声をかけられ、俺とマネージャーは驚おどろいて振り返る。

「タカシにとって、最低限の範はん囲いで、先約への義理立てもできるからね。自分で言うのもおかしいけれど、悪くない提案だと思うよ？」

　そこに現れたのは、私服姿のメー子だった。その満面の笑みを見た瞬しゆん間かん、俺は自分の犯した大罪に気付き、背筋が凍りつく。

　……約束を、忘れていた。

「このまま夜の繁はん華か街がいにでも出られてしまったら、頼たのんでおいた雑誌をいつ受け取れるのか、予想がつかない。そういった意味では、ワタシにとってもメリットがあるのさ」

　ニコニコと笑いながら、大層怒っていらっしゃる。先約をすっぽかし、マネージャーと２人でどこかへ行こうとする現場を目もく撃げきしたのだから、当然の反応である。

「すみません、来くる栖すさん。もしかして先にお約束がありましたか？」

「いいえ、構いませんよ。ワタシとの約束は、雑誌を買って今日中に渡してもらうことだけでした。きっと彼はその約束を果たした後、ワタシを放置して、徳とく永ながさんとゆっくりお話しするつもりだったのでしょう」

　全身がカタカタと震ふるえ出す。冷や汗が止まらない。

「ねえ、タカシ？」

「ごめんなさい！」

　膝ひざに頭が着きそうな勢いで、俺は謝罪した。下手な言い訳を重ねても、無意味どころか、逆効果にしか思えなかったのだ。

「まさか、雑誌を買うのも」

「忘れてません、ここに！」

　バッグからビジネス雑誌をサッと取り出し、卒業証書を受け取る動作を逆再生するような形でメー子に差し出す。

「……ありがとう。一応、お礼は言っておかないとね」

「来栖さん、隆たか史しくんを責めないであげてくれますか。今日は私がアポ無しで来てしまったせいで、対応せざるを得ない状況にしてしまったんです」

　事情を察したのか、マネージャーが俺の擁よう護ごにまわってくれた。

「徳永さん、くだらない口くち喧げん嘩かに巻き込んでしまって申し訳ありません」

「いえ、実は、このような場面は何度も経験しているんですよ。プライベートですが、彼氏とデートの待ち合わせをしている女性を、うっかり食事に誘ってしまうことがありまして」

　突然の打ち明け話に、メー子は呆あきれた表情を見せる。

「彼女を口説いている最中に彼氏がやって来て、それはもう修しゆ羅ら場ばになる訳ですよ。まぁ、彼氏の方を口説いている最中に彼女がやって来たパターンは、確かに初めてですが」

「……ふふっ、そうでしょうね。彼がワタシよりも徳永さんを選ぼうとしたことは、正直なところ、嫉妬してしまいます」

「あっはっは、光栄ですね。こんなに可愛かわいらしい彼女よりも、私を選んでくれたなんて」

　……凄すごい。雰囲気がどんどん明るくなっていく。マネージャーのおかげで、メー子の怒りも次第に収まりつつあった。

「それにしても、徳とく永ながさんがアポを取らずに突とつ撃げきするなんて、珍しいですね」

「今回は特別です。『なるはや』で解決したい、懸けん案あん事項がありまして」

「……その話、ワタシが同席していても大丈夫ですか？」

　真剣な表情でメー子が尋ねる。マネージャーは数秒ほど考えてから、

「……大丈夫です。せっかくなので、来くる栖すさんもお知恵を貸して頂けると助かります」

　と、笑顔で返答した。




　　　☆　☆　☆




「相変わらず、綺き麗れいな部屋ですね」

　メー子の自宅兼オフィスに到着して早々、マネージャーがそんなことを言い出した。

「……徳永さんは、ここへ来たことがあるんですか？」

「はい、打ち合わせで何度かお邪じや魔ましました」

　当たり前の話だ。ここは株式会社ＪＫマーケティングのオフィスであり、マネージャーは取引先の担当者である。かーちゃん関連の記事配信などはこの会社が手掛けることも多く、一いち躍やく俺を有名人にしたキャサリンの記事もメー子の仕業である。メー子とマネージャーがこの場所で打ち合わせをするのは、双方にとって、ごく日常的な仕事風景だろう。

　だが同時に、ここはメー子の自宅でもある。俺の彼女が一人暮らしの生活を営む部屋を、いかにも女遊びが好きそうなマネージャーが、何度も訪れている。ひょっとして、これは大問題ではないだろうか。

　動揺を隠すように視線を泳がせると、寝室のドアにかけられた《ＰＲＩＶＡＴＥ》の表札が目に入った。あのドアの向こうには、俺も入ったことがない。もしも、マネージャーがそこに入室した経験があるとしたら……。

　その瞬しゆん間かん、不安な気持ちが爆ばく発はつ的てきに膨ふくれあがって、最悪の情景ばかりが幾つも頭に浮かんできた。２人がそんな真似まねをする筈はずがない、とわかっていても、次から次へと嫌な妄想が繰くり広げられて、微かすかに吐き気を催す。

「……心配になりますか？」

　そんな俺の心を読み取ったのか、マネージャーは苦笑しながら、俺を気遣う言葉を投げかけてくれた。

「心配するようなことは何もありませんよ、と言っても信用されないかもしれませんが」

「い、いえ、そんな失礼なこと」

「私はプライベートとビジネスを完全に切り離はなしたいんですよ。だから、どんなに素敵な女性でも、仕事相手を口説くことは絶対にしません。周囲から誤解を招くだけでも面倒ですから、このオフィスへお邪魔するときは、いつも別のスタッフと一緒に来ているくらいです」

「徳とく永ながさんの言っていることは本当だよ、タカシ」

　３人分の紅茶を運びながら、メー子が笑った。

「プライベートの自由奔放な遊び方と、ビジネスに対する禁欲的な姿勢のギャップが、あまりにも極端でね。業界内でも、ちょっとした有名人になっている」

「今の仕事が好きだからですよ。女性問題で失脚する人間が多いこの業界で、ずっと仕事を続けたいと思ったら、それくらい当然のことです」

　自信に満ちた表情で、マネージャーが堂々と宣言する。

「私に言わせれば、担当アイドルと恋に落ちるマネージャーなんて論外ですね。さっさと業界を追放されて、ヒモでもホストでも、好きな生き方をして頂きたい。後始末をする人間の迷惑も考えてほしいものです」

「……もしかして、何か身近な実例が？」

「……その質問にはお答えできません。ノーコメントで」

　まるで芸能記者をあしらうように、マネージャーは柔らかく質問を拒絶した。




「さて、そろそろ本題に移ってもよろしいでしょうか？」

　紅茶を一口だけ飲んでから、マネージャーが話を切り出した。

「簡単に申し上げると、和かず美みさんのモチベーションを維持するために、ご協力をお願いしたいんです。最近の過密スケジュールでまったく家に帰れなくて、モチベーションが低下しているようですから」

　確かに、かーちゃんのスケジュールは酷ひどいことになっている。各地を飛び回り、１週間ほど帰宅できなかったこともあるが、それだけではない。通常の仕事でも、収録が長引いたなどの理由で突発的に朝帰りとなることが珍しくないのだ。

「……仕事って、もうちょっと減らせないんですか？」

「アイドルにそれを言いますか？」

　俺の意見は、マネージャーに一いつ蹴しゆうされた。

「仕事を減らすと事務所も困りますが、何より和美さん本人が嫌がりますよ。１人でも多くのファンに喜んでもらえるなら、どんどん仕事を引き受けてくれ、なんて言いますからね。あれほどプロ意識の強い17歳のアイドルは、他に見たことがありません」

「まぁ、精神年ねん齢れいは17歳じゃないですからね……」

「女性にそんなことを言うのは失礼だよ、タカシ」

　メー子に注意されてしまったが、何だか納得がいかない。精神年齢まで17歳だとしたら、俺の母親は、完全に同い年の女の子になってしまうではないか。

「要するに、仕事量は現在のままで、和美さんのモチベーションを向上させる方法はないか、という話です」

「そんな方法、あるんですか？」

　何とも虫の良い話だ。運動も食事制限もせずに瘦せる方法を聞かされているような気分で、俺は警戒心を高める。

「その鍵かぎを握るのは、隆たか史しくん、あなただと思っています」

「……俺、ですか？」

「わかりやすい映像資料があるので、こちらをご覧ください」

　そう言ってマネージャーは、タブレット型ＰＣを素早く取り出した。失礼だが、あまりにも手際が良すぎるので、逆に不ふ審しんな印象を受ける。

「えーっと、これは？」

「テレビ局の楽屋かな？」

　俺とメー子が覗のぞき込んだ画面には、大きな鏡のある部屋が映し出された。部屋の中にいるのは、かーちゃん一人のようだ。

「実は、先日放送された番組のドッキリ企画でＮＧになった映像なんです」

「……隠し撮どりってことですか？」

「いいえ、ちゃんと事務所は許可を出していますよ」

「でも、本人は撮さつ影えいされてることを知らないんですよね？」

「それはまぁ、ドッキリ企画ですから」

　要するに隠し撮りではないか。かーちゃんは完全に油断した様子で、鏡に向かってヨガともエアロビクスとも判別できない不思議な動きを披ひ露ろうしている。少なくとも、新曲のダンスを練習している訳ではなさそうだ。

「……何をしているんでしょうか？」

「後で和かず美みさんに聞いたら、健康体操だと言っていました」

　しばらくして、健康体操とやらを終了したかーちゃんが、カバンから何かを取り出してじっと見始めた。

「……何を見ているんでしょうか？」

「すぐにわかりますが、あれは隆史くんや優ゆう香かちゃんと一緒の写真ですよ」

　一いつ瞬しゆん、マネージャーの言葉が理解できなかった。何かを聞き間違えたかと思い、俺が確認を取ろうとした矢先のこと、

『はぁ、隆史……』

　かーちゃんが溜ため息いきまじりに俺の名前を呼んだ。

　驚おどろきのあまり、目が点になる。

　一体、何が起こったのか。

『うぅ～、隆史ぃ～』

　さらに切ない声が響ひびく。

　かーちゃんは、俺の写真に顔を近づけた。

　その表情は、ほとんど泣き出しそうだった。

『早く会いたいよぉ～』

　カメラが仕掛けられているとは露つゆ知らず、かーちゃんは暴走を始める。

『ふぁ[image: ～][image: ～][image: ～]ん、隆たか史しに会いたいよぉ～っ！　優ゆう香かにも会いたいよぉ～っ！　おうちに帰りたいよぉ[image: ～][image: ～][image: ～]っっっ[image: !!!]』

　突然叫び出して両足をジタバタさせ、勢い余って椅子から転げ落ちた。それでも興奮が収まらないのか、先程の健康体操を遙はるかに凌りよう駕がする意味不明な動作を始めた。首の振り方が人間業とは思えない。もはや、邪神でも召喚してしまいそうだ。

　正直な感想を言おう。

　どん引きである。




　動画はまだ３分ほど残っていたが、これ以上直視できそうにないので停止してもらった。

「この先も似たような映像が続くだけですから、ここまでで十分でしょう」

　マネージャーはさらりと、そんな恐ろしいことを言った。こんな映像を３分も続けられたら、俺の精神崩ほう壊かいは避さけられない。二度と正気に戻れなくなってしまう。

「……これは、確かにＮＧですね」

　ほとんど放心状態の俺に代わって、メー子がマネージャーに感想を伝えた。

「想定外の事態でした。テレビ的に笑えるような範はん囲いを、完全に超えていますから」

「ドッキリ企画ということは、この後に何か仕掛けがあったのですか？」

「そうですよ。相撲すもう部屋の力士が５人と、黒人のアメフト選手が５人、楽屋を間違えて入って来た挙句に乱らん闘とうを始める予定でした」

「……面白そうですね。お蔵入りになったのが残念です」

　その光景を想像したら、確かに面白そうではあるが、かーちゃんの奇行が衝しよう撃げき的てきすぎたので笑えそうもない。

「さて、隆史くん」

　マネージャーが俺に、真剣な眼まな差ざしを向けた。

「あなたが鍵かぎを握る、と言った意味がご理解頂けましたか？」

「えぇ、まぁ、十分すぎるくらいに」

　俺の心理状態は、何とか受け答えができるくらいまで回復していた。

「……だけど、具体的にどうすればいいんでしょうか。今の様子を見ても、仕事時間を減らして家にいる時間を増やす、くらいしか解決策が浮かばないんですが」

「まさにその点を、ご相談したいんですよ」

　マネージャーは、テーブルに身を乗り出して語り始めた。

「これは私の案ですが、たとえば隆たか史しくんがスタッフの一員に加わってくれたら、問題の大半は解決すると思います」

「スタッフの一員、ですか？」

「和かず美みさんが不満に思っているのは、隆史くんに会えない、という一点ですからね。仕事先に隆史くんがいる状況をつくれば、和美さんのモチベーションも上がる筈はずです。実際、キャサリンで収録した日は、普段の何倍も張り切っていました」

　俺は黙だまって考え込んだ。マネージャーの話は、突拍子もないように聞こえて、案外一理あるような気がする。

「優ゆう香かさんをスタッフとして連れ出すことは、あまり現実的ではないでしょうから、隆史くんにお願いするしかないんですよ」

「……まぁ、優香には無理でしょう」

「スタッフの仕事も大変ですからね。もちろん、きちんと働いて頂ければ正規の報酬をお支払いします。事務所の経理に確認しましたが、キャサリンのアルバイトと比べても、決して悪くない稼かせぎになるかと」

　ちょうどシフトが週３に減らされ、時間的な余裕が生まれるところだ。それにこれは、かーちゃんが喜ぶことでもある。俺の心は、マネージャーの話を引き受ける方へ傾き始めていた。

　わかりました、詳しい話を聞かせてください、という言葉を口にしようとした瞬しゆん間かん。

「ちょっと待ってください」

　柔らかい口調で、メー子が横よこ槍やりを入れた。

「徳とく永ながさんの話を伺っていて、ひとつアイデアが閃ひらめいたのですが、聞いて頂けませんか？」

「もちろんです、お聞かせください。どのようなアイデアですか？」

「ありがとうございます。結論から申し上げると……」

　不敵な笑みを浮かべながら、メー子が提案した。




「新しく事務所を設立して、タカシがその社長に就任する、というアイデアです」




「……はっ？」

　呆あつ気けに取られる俺を尻目に、マネージャーの眼光が鋭するどく光った。

「それは、どういうことですか？」

「実質的な組織体制を大きく変えずに、有力な広告塔を手に入れる、ということです」

　メー子がプレゼンテーションを続ける。

「まず、現在の事務所が１００％出資する形で、新しい事務所を設立します。澤さわ村むら和美という主力アイドルを移籍させますが、所詮は完全子会社ですから、現在の事務所に反乱を起こす訳ではありません。その新事務所の社長を、澤村和美の息子、澤村隆史が務める。なかなか話題性のある話だと思いませんか？」

　マネージャーは、肯定とも否定とも取れない、曖あい昧まいな反応を示した。

「もちろん、彼には何の経験もありませんから、実務経験の豊富な補佐役が必要です。その点は、たとえば副社長に徳とく永ながさんが就任すれば、まったく問題ありませんね」

「……なるほど」

　反応が、変わった。

「さすが、聞き手の関心を惹ひくのがお上手ですね」

「お褒ほめの言葉、ありがとうございます。繰くり返しになりますが、徳永さんの肩書きが増えることを除けば、実質的な組織体制は大きく変わりません。タカシについても、現在スタッフの一員として想定されている仕事内容や待遇と、ほぼ同じ扱いに落ち着くでしょう」

「では、そうすることで得られるメリットを、もっと詳しく説明してください」

「17歳の高校生が社長を務めている。その事実だけで、多くのメディアが興味を示します」

　メー子はマネージャーの前で、自分のインタビュー記事が載った雑誌を広げた。

「さらに、所属する人気アイドルの息子が事務所の社長ともなれば、きっと取材の申し込みが殺到するでしょう。メディア側が勝手に取り上げてくれると、プロモーションの費用対効果がどれだけ向上するか、よくご存知ではありませんか？」

「そうですね。しかし、そのメリットは、隆たか史しくんをスタッフの一員に加えるだけでは得られないものでしょうか？」

「『社長』という言葉のインパクトは桁違いですよ。そう名乗るためだけに、ワタシは個人事業主ではなく、わざわざ登記費用を払ってまで会社を設立したんですから」

「……わかりました」

　マネージャーは満足げに微笑ほほえんだ。

「部外者であるワタシが、無責任なアイデアを言ってしまって、申し訳ありません」

「そんなことを言っておきながら、この話が実現した暁には、来くる栖すさんも傍観者でいるつもりはないんでしょう？」

「どうでしょうか。ワタシの力を必要としてくださるならば、喜んでお手伝いさせて頂きますが、それはワタシが決めることではないと思います」

「では、誰だれが決めることなんですか？」

「もちろん、新しい事務所の社長ですよ」

　そう言ってメー子は、ずっと２人の会話を傍観していた俺に視線を送る。

「キミは、ワタシを必要としてくれるのかな？」

「えっ、いや、その」

　今の質問に、軽々しくＹＥＳともＮＯとも返すべきではない。それだけは俺も直感的に察知することができた。

「……まったく、来くる栖すさんには勝てる気がしませんね」

「ありがとうございます。徳とく永ながさん、このアイデアに賛成して頂けますか？」

「即答はできませんが、まずは事務所に持ち帰って相談します」

　そう答えてからマネージャーはニッと笑い、

「しかし、個人的には大賛成ですよ。事務所のトップを相手に、相談という名目で、ゴリ押しの説得をしてみましょう」

　と、強気の姿勢を見せた。それから、ふと思い出したように俺の顔を見て、今更としか言いようのない質問を投げかける。

「ところで、隆たか史しくん本人は、このアイデアについてどう思っているんですか？」

「どう、と言われましても……」

　このタイミングで俺の意志を確認するのは、卑ひ怯きようだと思う。２人の間でこれだけ話が進んでしまうと、断ろうにも断れない雰囲気が漂ってしまう。

「その点は、ワタシにお任せください」

　口ごもった俺の代わりに、メー子がきっぱりと言い切る。

「タカシには相談という名目で、『ゴリ押しの説得』をしてみますから」

　冗談とも本気ともつかない発言の後、メー子とマネージャーは楽しそうに大笑いをした。俺だけが、この場で完全に取り残されていた。




　　　☆　☆　☆




　日本国内の出生数は、年間およそ１００万人。17年前の出生数も大体それくらいで、この国には現在、およそ１００万人の17歳がいる計算となる。

　その１００万人のうち、自分が会社を経営する姿をリアルに想像できる奴なんて、どれだけ存在するだろうか。そんな常人離ばなれした17歳はきっと１００人もいないだろうし、少なくとも俺は残りの99万９９００人に含まれる側だと思う。

　……要するに、現実感がない。

　メー子とマネージャーが企たくらんでいた計画を思い返しながら、俺はそんな結論に辿たどり着いた。あれから一夜明けて、午前中から夕方までキャサリンで働いて、帰宅途中に昨日の書店へ立ち寄って、ビジネス雑誌を何冊か立ち読みして、よくわからないからすぐ戻して、といった一日を過ごしたうえでの結論だ。

　やりたいか、やりたくないか、という選択ではない。それ以前の問題である。

　人間は、自分の器に応じた悩みを持つべきだと思う。俺の場合は夕飯のメニューとか、バイトのない放課後の活用方法とか、大体それくらいの悩みを抱えて日々生きている。それくらいの悩みが、ごく普通の17歳には適切なサイズではないか。

　人気アイドルを擁ようする芸能事務所の社長に就任するべきか、という悩みは、百年以上の因いん縁ねんを背景としたスパイ疑惑に立ち向かうべきか、という悩みと同じくらい現実感がない。もっと言えば、人類は月や火星に移住するべきか、といった命題のように、自分とは関係ない世界の話に思えてしまう。

　ふわふわと落ち着かない思考を巡らせながら、俺はいつの間にか自宅まで到着していた。

「ただいま」

　と口にしてから、これは誰だれに対する挨拶だろう、と考えた。かーちゃんは今日も仕事だし、優ゆう香かとは冷戦状態だから、

「おかえり、タカシ」

「あらー、早かったねー」

　などと返ってくる筈はずがなかったのだが、おい。

「……なんで、いるの？」

「隆たか史しの帰りが遅くなるかと思って、夕飯を作りに来たんだよー」

　ばーちゃんが笑顔で言った。今日はもんぺ姿に戻っている。

「ばーちゃんがいるのは別に構わないよ。家も隣となりだし、合あい鍵かぎも持ってるし」

「ということは、何も問題ないみたいだね」

「問題はお前だ、メー子」

　メー子がサクッと話を終わらせようとしたが、そうはさせない。

「えー、本日はどういったご用件で？」

「急きゆう遽きよ制服が必要になって、おばあ様に返してもらいに来たのさ」

　夏休みの最中にも関わらず、制服姿のメー子が答えた。この格好を見るのはオープンスクール以来だ。

「制服が必要なことって、学校行事か？」

「いや、取材の撮さつ影えいだよ。女子高生なのに制服を着ていなかったら意味がないだろう、と言われてしまった」

　身も蓋もない話である。メディアって、そういうものか。

「本当にすみません、気に入ってくださったのに」

「いいんだよー、これは元々メー子さんのものだからねー」

「また別の機会にお貸ししますので、プリクラでも撮とりに行きましょう」

「……ぷりくら？」

　17歳のばーちゃんが首を傾げる。ゲームセンターに関する知識は、インベーダーゲームかピンボールくらいで止まっているのだろう。17歳なのに。

　制服を着たメー子。もんぺを着たばーちゃん。３０３号室の住人ではない２人が、あまりにも自然にこの部屋でくつろいでいる。俺はふとそんな状況に気付いたが、決して嫌な気分はしなかった。




「そうそう、ワタシの用件はもう一つあるんだ」

　思い出したようにメー子が言った。ニヤリと笑って俺を見据える表情から、その内容は大体察しがつく。

「……どんな用件？」

「昨日の件について、キミと相談したいと思って」

「……という名目で、何を？」

「ふふっ、さすがワタシの彼氏。よくわかっているね」

　要するにメー子は、俺が社長就任を決意するよう『ゴリ押しの説得』をしに来たのだ。

「おやー、何の話だい？」

「実は、徳とく永ながさんとちょっとした計画を立てていまして」

　メー子がばーちゃんに説明を始めた。次第にばーちゃんの瞳ひとみがキラキラと輝かがやき出す。

「素敵な話じゃないか、隆たか史し！　嬉うれしいねー、最高だねー」

　数分後、そこには歓かん喜きと興奮をない交ぜにした17歳の女の子がいた。本人が乗り気でないまま、周囲の人間が盛り上がっている。この構図は好ましくない。

「さて、タカシ。キミは新事務所の社長になってくれるのかな？」

　メー子は身を乗り出して、ＹＥＳかＮＯの二択を迫る。だが、そんな質問をされても、

「……わからない」

　と、俺は正直に答えることしかできない。繰くり返すが、やりたいか、やりたくないか、以前の問題なのだ。

「わからない、とは？」

「想像できないんだ、社長になる、っていうのが。メリットもデメリットも全然わからないから、判断しようがない」

「なるほど、キミの言うとおりだ」

　メー子は小さく頷うなずいた。

「では、まずデメリットから説明しよう。これはもう『責任の重圧』という一言に集約できると思う。仕事でトラブルが起きても、誰だれかのせいにすることはできないからね。収入も保証されている訳ではないし、精神的なプレッシャーの割に報われない、と感じるかもしれない」

　話を聞けば聞くほど、とても大変そうである。豆腐みたいな俺のメンタルで、そんな重圧に耐えられるのだろうか。

「それでもワタシが会社経営を続けているのは、単純に面白い、というメリットがあるからだろうね」

「……面白い、か」

「そう。普通の17歳とはまったく違った世界が見えてくるし、普通の17歳では体験できないようなことも沢山ある」

　その饒じよう舌ぜつな勧誘は、しかしながら、いまひとつ俺の心に響ひびかなかった。

　自分が『普通の17歳』であることに、特段の不満を持っている訳ではないのだ。

　自分が『普通の17歳』でなくなることの方が、むしろ怖い。それが本心だ。

「ただ、それはあくまでも一般論だよ。メリットとデメリットを冷静に比較して経営者になる人は、むしろ少数派だから。多くの場合、どうしてもその道を選ぶしかなかった、という必然的な理由が存在するものさ」

「何だよ、その必然的な理由っていうのは」

「ワタシの場合、父親に認められたい、という一心だった」

　メー子の表情に哀愁の色が浮かぶ。それは、いつもメー子の相手をしている俺でなければ見逃したかもしれない、ほんの微かすかな変化だった。

　この女子高生社長が茨の道を進むと決めた背景には、崩れ去った家族を取り戻したい、という悲ひ愴そうな覚悟があった。その覚悟を持って突き進んだから、メー子には『普通の17歳とはまったく違った世界』が見えているのだ。結果的に、最初の想おもいが果たされた訳ではないから、単なる副産物なのかもしれないけれど。

「キミがその道を選ぶとすれば、それはきっと、お母様のためだろうね」

　メー子が真剣な眼まな差ざしで、じっと俺の目を見据えた。

　その指摘は実に的を射たもので、それ以外に俺が覚悟を決める理由などない。俺や優ゆう香かのために、かーちゃんは寿命を削って17歳になった。少しでも恩返しをしようと思ったら、これは確かに絶好のチャンスかもしれない。

　だけど、やっぱり引っ掛かる点が一つ。

「かーちゃんのために頑張るなら、最初にマネージャーが言ってたように、スタッフとして働けばいいだけじゃないか？」

「昨日も話したように、澤さわ村むら和かず美みの息子であり現役高校生でもあるキミが社長ならば、大きなプロモーション効果が生まれるのさ」

「言いたいことはわかるけど、あくまでも商売上の話だろ。俺自身がやりたいと思う理由にはならないんだって」

　珍しく、俺からメー子に反論した。いつものように簡単には引き下がらない。

　珍しく、メー子は言葉に詰まった。いつものように次々と詭き弁べんを並べ立てるかと思ったが。

「……こらこら、隆たか史しったら」

　今までのやり取りを静かに聞いていたばーちゃんが、ゆっくりと語り出した。

「そんな言い方じゃ、メー子さんがかわいそうだよー。メー子さんの気持ちも、少しは考えてあげないとねー」

「……メー子の気持ち？」

「隆たか史しが17歳で社長になったら、メー子さんの仲間になるんだよー」

　その『仲間』という単語には、心当たりがあった。そもそもメー子が俺に興味を持った理由は、同じ17歳の母親を持つ『仲間』だったからだ。

「……おばあ様には敵かないませんね。すべてお見通しですか」

　苦笑しながら、メー子が改めて俺の顔を見つめる。

「白状するよ。キミが新事務所の社長に就任するというアイデアには、ワタシの願望が多分に含まれている。普通の17歳ではなかなか理解できない感覚を、キミと共有することができたら、それは素晴らしいことだと思ったのさ」

　その瞳ひとみは、まるで神様に懇こん願がんするようだった。ひとりぼっちの少女が、友達が欲しいと祈るような瞳だった。

　メー子の友人は、多すぎるほど多い。大勢の女子高生と交友関係を保ち、そこから貴重なマーケティング情報を提供する会社を経営しているのだから、当然とも言える。

　だけど、メー子と感覚を共有できる相手は、どこにも存在しなかったのだろう。

　何故なぜなら、みんなは『普通の17歳』だから。17歳教会員の母親を持ち、女子高生社長として注目を浴びる、そんなメー子の『仲間』は一人もいなかったのだ。

　メー子が執しつ拗ようなほど俺に社長就任を勧めてきたのは、そんな孤独から解放される可能性を、俺に見出みいだしていたためかもしれない。

　俺は自分の胸に問いかける。

　メー子の期待に応える覚悟が、『普通の17歳』でなくなる覚悟が、俺にあるのか。

「……それは、俺じゃなきゃ駄目なんだよな？」

「……何を言い出すかと思えば」

　メー子は優しく微笑ほほえんで、慈しむように語る。




「キミはワタシの彼氏だ。他の誰だれでもなく、キミと、ワタシは同じ世界を見たい」




　その言葉と、その笑顔は、俺に覚悟を決めさせるには十分だった。

「……あぁ、わかった」

　短い返答だったが、メー子にすべてを気付かせるには十分だった。

「社長就任を、引き受けてくれるのかな？」

「まぁ、マネージャーの方で『ゴリ押しの説得』が成功すれば、の話だけど」

「ふふっ、それは心配いらないよ。既に話がまとまったそうだから」

　携帯電話を取り出して、メー子が自慢げに笑う。

「……段取りが良すぎて嫌になるわ。あとは俺が決心するだけだったのかよ」

「その通り。さすが徳とく永ながさんだね」

「新事務所を設立するとか、かーちゃんを移籍させるとか、すぐに結論が出るような話じゃないと思うんだけどなぁ」

「正攻法で行くから時間がかかるのさ。鶴つるの一声ですべてを決定できるような、組織のトップを狙い撃うちすれば話が早い。その辺りの勘かん所どころを、徳永さんは熟知しているから」

「……世の中って、そんなもんか？」

「大人の社会は一見複雑だけど、パワーゲームの仕組みさえ見えてしまえば、いくらでも攻略が可能だよ。だからワタシのような高校生でも、彼らと対等に渡り合うことができる」

　一呼吸を置いてから、メー子が続ける。

「キミにも、できない筈はずがないと思う」

「……信じておくよ。困ったときは助けてくれ、たぶん毎日困ってるだろうから」

「もちろん。ワタシを必要としてくれるなら、協力は惜しまないよ」

　俺とメー子、17歳の社長２人が、互いにアイコンタクトを交わした。

「和かず美みさんやメー子さんのために、隆たか史しが頑張るって言うなら、私も手伝わないとねー」

　そこにもう１人、17歳が加わる。

「ばーちゃんも？」

「私だけ遊んでいる訳にはいかないよー。こう見えても、筆には自信があるし、算そろ盤ばんも得意だからねー」

「筆って。算盤って。いや、ありがたいけど」

「本当にありがたい話だと思うよ。信しん頼らいできる人材を確保するのは大変だから」

　確かにそうかもしれない。人手不足の解消がいかに難しいか、キャサリンで店長を観察してきた俺には、何となく想像できてしまう。

「みんなのために、私も頑張るよー」

　ばーちゃんが鼻息を荒くした。いかにも張り切った様子である。

　……本当に、その厚意に甘えてしまっていいのだろうか。

「気持ちは嬉うれしいけど、ばーちゃんを働かせるなんて、やっぱり悪いよ」

「おやー、どうしてだい？」

「うーん、どうして、って言われても」

「……私はもうすぐ死んじゃうから、かい？」

　ばーちゃんの言葉に、俺はたじろいだ。

　あまりに身も蓋もない表現だが、実際のところ、まさにその点が俺の中で引っ掛かっていたのだ。ばーちゃんは17歳の身体からだに戻るため、既に17年分の寿命を失っている。残された貴重な日々を、一日たりとも無駄にしてほしくない。

　そんな背景を知りながら、ばーちゃんを俺のために働かせるなんて、まるで鬼畜の所業みたいに思えてしまう。

　しかし、当の本人は、また違った見解を持っているようだった。

「それが理由で気を遣ってくれているなら、尚なおのこと、私に働かせてほしいよー。もうすぐ死んじゃうのは仕方ないんだから、残りの寿命を有効活用しないとねー」

　胸が締しめ付けられるような、脳に酸素が行き渡らないような、そんな気分だ。息苦しさを覚えながら、俺は何とかばーちゃんへの反論を絞り出す。

「……そうだよ。有効に、大切に、過ごしてくれなきゃ。俺たちのために、働くなんて」

「働かずに遊んでいろ、なんて言うのかい？」

　俺の言葉を遮るように、ばーちゃんが語った。




「みんなの役に立てないまま、遊び疲れて死んじゃうなんて、それこそ無駄死にだよー」




　ばーちゃんが17歳になった理由を、改めて思い出す。

　誰だれかの世話になって生きるよりも、誰かの役に立って死ぬ。

　俺たちは戸惑いながらも、その決意を尊重し、受け入れた筈はずだった。

　ならば、今ここで俺が言うべきことは決まっている。

「……わかった、ありがとう」

　最大限の敬意を込めて、ばーちゃんに感謝を伝えるのだ。

「俺や、メー子や、かーちゃんのために、力を貸してください。お願いします」

「そうだねー。みんなのために、頑張るよー」

　両手を軽く握って、グッと気合いを入れるような仕草を見せながら、ばーちゃんは笑顔で答えた。こうして、新事務所にもう１人、17歳のメンバーが加わった。




　俺とばーちゃんとのやり取りが一段落したところで、メー子がぽつりと呟つぶやく。

「面白い構成になってきたね。社長がタカシ、社員におばあ様、所属アイドルはお母様。家族で力を合わせて、という会社になりそうだ」

　それは、何気ない感想だったのかもしれない。だが、そのコメントを受けて、俺はあることに気付いてしまった。

「……俺の家族は、もう一人いるぞ」

「……ありがとう。ワタシを妻として迎えてくれるんだね？」

「いや、そうじゃなくて！」

「わかっているよ。ユウカちゃんのことだろう？」

　予想外のジョークに調子を狂わされたが、要するに、そういうことだ。

　この会社で、優ゆう香かだけを仲間外れにしたくなかった。

　引きこもり生活を何年も続けている優ゆう香かだが、ばーちゃんとはよく遊んでいた。それなら、家族みんなで頑張る場があれば、脱・引きこもりに向けた一歩をまた踏ふみ出せないだろうか。少なくとも、部屋からは出て来てくれないだろうか。

　淡い期待を胸に抱きながら、俺はメー子とばーちゃんに向かって宣言した。

「優香も手伝ってくれるように、今から『相談』してみるよ」




　　　☆　☆　☆




「おーい、話があるんだ」

　優香の部屋の前で呼び掛けたが、返事はない。

　少し前なら、運が良ければ返事が来た。だが、優香が俺を嫌いになってしまった今、どれだけ待ってもきっと返事は来ないだろう。

　リビングの椅子に座ったまま、メー子が遠巻きに様子を窺うかがっている。今回の『相談』は、俺と優香の２人だけで話をしたかったから、メー子には待機してもらったのだ。

　そもそもメー子は、優香が完全に引きこもってしまったことも、きっかけとなった出来事も知らない。それらを説明しようと思えば、ジュリアさんの話題を避さけては通れない。メー子に同席してもらうのは、色々と不都合だろう。

「んー、やっぱり、そっちからは開けてくれないか」

　ドアの向こうにも届くような声を出して、それから俺はドアノブに手を掛ける。

「じゃあ、こっちから勝手に入るぞ」

「えっ」

　小さく、優香の声がした。

　優香が自分の部屋に引きこもって数年間。つい数ヶ月前まで、俺がその部屋に入ることはなかった。最近は時々部屋の中で話をするようになったが、許可を取らずに入室するような暴挙に出たことはない。

　だが、このドアには鍵かぎが掛かっていないことを俺は知っている。そもそも鍵が付いていないし、向こうにバリケードを築いて塞ぐような真似まねもしていない筈はずだ。兄と妹の距きよ離りを隔てていたのは、遠えん慮りよという名の障しよう壁へきだけだった。

　それは当然の話だ。『普通の17歳』は、妹の部屋に勝手に入ったりしない。

　だけど今の自分は、『普通の17歳』でなくなる覚悟を決めたのだから、そんなものはお構いなしにこのドアを開けることができるのだ。

「わっ、ちょっ」

　ヨレヨレの寝間着は、何日くらい着たままなのか。

　ボサボサの長い髪は、何日くらい洗っていないのか。

　慌ててベッドから跳ね起きた優ゆう香かの格好は、それはもう酷ひどい有様だったが、些さ細さいなことを気にしている場合ではない。

　ズカズカと歩みを進めて、俺は優香の両肩をガシッと摑つかむ。

「悪いけど、大事な話なんだ」

「うっ、うん……」

　困惑した表情で、優香が目を逸そらす。これだけ強引な手段に出てしまった訳だが、優香から拒絶されなかったことに、ひとまず俺は安心した。




「……という訳で、俺は社長になってしまうらしい」

　一連の経けい緯いを説明している間、優香はキョトンとした表情で俺の話を聞いていた。

「……えっと、お兄ちゃん」

「あぁ、何だ？」

「頭、大丈夫？」

　冷めた目で毒を吐かれた。ちょっとショックだ。

「毎日暑いから、変な妄想に取り憑つかれちゃったの？」

「いや、そうじゃなくて」

「あっ、もしかして私のせい？　私がお兄ちゃんのこと嫌いなんて言ったから、おかしくなっちゃった？　ごめんね、お兄ちゃん。本当は嫌いじゃないよ？」

「だから違うって！」

　まったく本気にしてくれない。さり気なく嬉うれしいことを言ってくれたような気もするが、それはさておき、俺は優香に改めて説明を試みる。

「……そうなんだ、凄すごいね」

「……本当の話だって、わかってもらえて嬉しいよ」

　プラス５分ほど費やしたところで、ようやく経緯を理解してくれたようだ。

「うん。お兄ちゃん、頑張って」

「頑張るのは優香、お前も一緒だぞ」

「えっ？」

「優香もこの会社で働いてほしいんだ」

「はっ？」

　優香は再びキョトンとした表情に戻った。

「俺は世間知らずだから、学校で習うようなことしか知らない。優香に言われちゃったよな、情報弱者、だっけ？　そんな俺をサポートしてくれないかな？」

「……なんで私が？」

「優香を仲間はずれにしたくない。優香と一緒に頑張りたい。そう思ったんだ」

　少し嬉うれしそうに、優ゆう香かの口元が歪ゆがむ。そこへ俺は一言付け加えた。

「……もう、逃げないから」

　その言葉に、自分の心境の変化を、ぎゅっと詰め込んだ。

　かーちゃんやばーちゃんの愛情に、真正面から応える。

　仲間を欲しがったメー子の孤独に、真正面から応える。

　優香の思い描く理想的な兄の姿に、真正面から応える。

　──そして、ジュリアさんを取り巻く数々の秘密にも。

「だから、ついて来てくれ」

　皆まで言う必要はなかった。目は口ほどに物を言うらしいから。じっと優香の目を見つめると、優香は俺の顔を直視できないのか、視線をせわしなく上下左右に動かしながら、

「……よく、わかんないけど。お兄ちゃんがそう言うなら、私も、うん、頑張る」

　と、若干しどろもどろな口調で答えてくれた。

「ありがとう、よろしく」

「あっ、でも、あんまり外に出たくないかも」

「それは大丈夫。優香には、部屋の中でできる仕事だけ担当してもらうから。そもそも、職場だってこの家なんだし」

「もしかして、他の社員さんが家に来たりする？」

「他に手伝ってくれる人は、ばーちゃんとメー子だから、まぁ平気だろう？　マネージャー、じゃなくて副社長になるのか、だけは慣れない相手かもしれないけど、配はい慮りよしてもらうように頼たのんでおくから」

「うーん、じゃあ、大丈夫かな……」

　勢いでＯＫを出してしまってから、急に不安になったようだが、結論がＮＧに変わることはなさそうだ。

「ていうか、お兄ちゃん、なんでそんなに自信満々なの？」

「あぁ、細かいことをまだ何も考えてないからだと思う」

　勢いで突っ走っているのは、俺も同じだ。優香は呆あきれた顔で俺を眺めた。

「ろくに根拠もないけど、絶対うまくいく気がするんだ。かーちゃんも、ばーちゃんも、優香もいるんだから」

「……おめでたいね、頭が」

「何とでも言え！　俺たち家族が力を合わせれば、どうにかできる。新しい事務所の経営も、メー子の家の問題も、全部何とかしてみせる」

　全能感、とでも呼ぶのだろうか。これまで不可能だと思っていたこと、違う世界の話だと思っていたこと、それらすべてに立ち向かえるような自信があった。どこからこの自信が湧いてくるのか、自分でもわからない。

　根拠があるとすれば、自分の家族や彼女に対する、愛情とか信しん頼らいとか、そういった見えない何かだろう。

「……お兄ちゃん、かっこいい」

　ぼそりと呟つぶやいてから、優ゆう香かはハッとした表情になった。
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「今の、忘れて」

「えっ、何が？」

「いいから忘れて！　何も言ってないから、何も！」

　急に顔を真っ赤にして、腕をブンブン振り回す。

「わ、わかった、優香は何も言ってない！」

　正直、声が小さすぎて何を言ったのか聞き取れなかったのだが、それは黙だまっておこう。それから優香が落ち着くまで、およそ１分間を要した。




　ふと、玄関のチャイムが鳴った。

『お待たせしました』

「誰だれか来たみたいだね、お兄ちゃん」

「あれは、マネージャーの声だな」

　程なくして、ドア越しにメー子から呼び掛けられる。

『新事務所設立の詳細について、徳とく永ながさんが報告に来てくれたよ。キミのお母様も一緒だ』

「おぉ、わかった。そっちに行くよ」

『ところで、ユウカちゃんとの《相談》はどうなったのかな？』

　俺は優ゆう香かの方を振り向いた。ほとんど無表情のまま、優香はこくりと頷うなずく。

「大成功、とだけ言っておく」

『それは素晴らしい。では、ユウカちゃんも同席してもらった方がいいかもしれないね』

「あぁ、確かに」

　もう一度、俺は優香の方を振り向く。

　着ているパジャマは皺しわだらけで、あちこちに涎よだれ染じみがついている。何日も部屋に引きこもっていたせいで、とても人前に出られるような格好ではない。

「……マネージャーさんが来てるんだよね？」

「そうだな。この格好だと、さすがにマズいかも」

「うん、着替える」

　そう言って目の前でパジャマを脱ごうとする優香を、俺は慌てて制止した。

「わわわっ、着替えなくていい！」

　毎度思うことだが、優香には羞恥心がないのだろうか。不思議そうに首を傾げる妹を前に、俺はまた溜ため息いきをついた。

「じゃあ、どうすればいいの？」

『タカシ、あまり徳永さんをお待たせするのも……』

「わかってるよ！　えーと、それじゃ……」

　優香とメー子の板挟みに遭い、俺は仕方なく、苦肉の策を講じることにした。




　　　☆　☆　☆




「どうも、お待たせしました」

　俺が声をかけると、リビングのテーブルを囲んで座っていた４人が一斉にこちらへ振り向いた。

　注目を集めているのは俺ではなく、俺の後ろから現れた謎なぞの生物だ。頭も身体からだも薄うす手でのシーツにくるまって、顔だけ露ろ出しゆつした状態で、裾をズルズルと引きずりながら歩いている。

「とても可愛かわいらしいよ、ユウカちゃん」

「……どうも」

　メー子が褒ほめると、優香は俯うつむいたまま礼を言った。その様子を、ばーちゃんがニコニコと笑いながら眺めている。平和な光景だった。

「……何なの、それ？」

　ぽかんとした表情で、かーちゃんが尋ねる。

「人様にお見せできる格好じゃないんで、とりあえず」

「……あぁ、マネージャーやメー子ちゃんがいるからね」

　今の説明ですべて察してしまう辺り、さすが母親である。引きこもりの優ゆう香かが、シーツの下でどんな格好をしているのか、すぐに想像がついたのだろう。

「でも、わざわざ優香が出てくる必要があるの？」

「そこはまぁ、これで全員が揃そろった訳だから」

「全員って、どういうこと？」

「……もしかして、かーちゃん、何も聞いてない？」

　そこへ、横からマネージャーが入って来た。

「実はそうなんです。和かず美みさんには、まだ何も説明していません」

「重大発表がある、ってことしか教えてくれないのよ。一体何が始まるの？」

　17歳のアイドルが不満を漏らした。こんなところでテレビ番組みたいな演出をする必要もないと思うのだが、マネージャーは実に愉快そうだ。

「それは是非、隆たか史しくんの口から発表して頂けないかと思いまして」

「……まぁ、そういうことなら」

　改めて、この場に集った面々を見渡す。

　セーラー服を着たかーちゃん。

　シーツにくるまった優香。

　久しぶりに制服姿に戻ったメー子。

　久しぶりにもんぺ姿に戻ったばーちゃん。

　いつものようにスーツ姿のマネージャー。

　そして、普段着の俺。

「この６人が、新事務所の設立メンバーになります」

　少しだけ緊きん張ちようしながら、俺は堂々と言い放つ。




「社長に就任する、澤さわ村むら隆史です。よろしくお願いします！」




　やがて、リビングに集ったメンバーたちから、大きな拍手が湧き起こった。これから始まる日々に、みんな期待を寄せているようだ。よく聞くフレーズだが、身が引き締しまる思い、とはこういう気持ちを指すのだろう。

　……そんな雰囲気のなか、かーちゃんだけは、事態が飲み込めずに口を半開きにしているのだった。
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　かーちゃんが所属している《ハートビジョン》という芸能事務所は、別事業のおかげで資金は潤じゆん沢たくにあるものの、芸能界では目立った実績を挙げていない。金持ちが道楽でやっている芸能事務所、などと噂うわさされる始末だ。

　実際、所属する演歌歌手が会長と昔からのカラオケ仲間だったり、先日デビューしたロックバンドのボーカルが副会長の孫だったり、偉い人たちが私物化しているのも事実だ。道楽という批判も、あながち間違っていないだろう。

　そんな芸能事務所だから、かーちゃんの復帰についても面白半分だった。27年前に引退したアイドルが、これほどの人気を博すとは想定していなかったようだ。これまでのんびりと仕事をしていたスタッフたちも、突然次から次へと仕事が舞まい込んできて、色々と大変だったらしい。

　そこへ、新事務所設立の提案である。

「驚おどろくほど即決でしたよ。こっちは一世一代の大勝負だと意気込んで行ったのに、拍子抜けしちゃいました」

　と、マネージャーは呆あきれ笑いを浮かべていたが、背景を知れば多少は納得できる気がする。あくまで、多少は、だが。

　そんな訳で、澤さわ村むら和かず美みに関する業務と権限のすべてが、ハートビジョンから新事務所へと丸投げされたのだ。資本的には１００％子会社にも関わらず、人事権なども含めて一任する、という話だ。金は出しても口は出さない、まるで国際社会でカモにされる極東の島国だ、などとブラックジョークでも飛ばしたくなるような好条件である。

「……この話、結構な金額が動いていると思うんだけど。こんなに適当な感じで、こんなに良い条件が決まっちゃうなんて、あり得るのか？」

「そうだね、あり得ない話ではないと思うよ」

　さして驚いた様子もなく、メー子はこう分析した。

「芸能事務所のように特殊な世界の組織は、一般社会の常識とは少々異なる、独自のロジックで意思決定が行われる。外部の人間が、結論だけを聞いたら、彼らが何も考えていない馬鹿に見えてしまうかもしれないね」

　メー子はきっと、色々な組織の、色々な『独自のロジック』を見聞きしてきたのだろう。深く考えるだけ無駄に思えてきたので、そういうものか、と俺は割り切ることにした。17歳の高校生に易やす々やすと出資してしまうハートビジョンの上層部も、地球の裏側の発展途上国を易々と援助してしまう日本政府の高官も、きっと馬鹿ではない筈はずだから。

　とにかく、結果として俺は、信じられないくらい自由な立場を手に入れた。

　……だからこそ、やるべきことは多い。

　正直なところ、社長といっても話題を呼ぶための飾り物だから、そんなに忙しくならないだろう、と俺は甘く考えていた。ところが、大小様々な事柄の実質的な決定権を俺が持っているため、色々な決定を俺が下さなければいけないのだ。

「隆たか史し、息子が社長になります、ってもう他の事務所の人に言っちゃってＯＫなんだっけ？」

「タカシ、法人登記に必要な定てい款かんだけど、素案を作っておいたから確認してくれないかな？」

「隆史くん、業界内に顔を売る意味でも、できれば挨拶回りに同行してもらいたいのですが」

「お兄ちゃん、私も手伝うって言ったけど、具体的には何をすればいいの？」

「隆史、私も何をすればいいかねー。とりあえず、夕飯は作っておいたよー」

　……と、こんな具合である。残り僅かな夏休みは、新事務所の設立準備に追われて、一いつ瞬しゆんで過ぎていった。




　では、ようやく形になってきた新事務所の概要を紹介しよう。

　事務所名の候補は色々あったが、最終的に《セブンティーン》で落ち着いた。名称の由来はお察しのとおり。所属アイドルだけでなく、社長をはじめ17歳のスタッフがやけに多い事務所だ。

　コンセプトは、永遠の17歳アイドル専門プロダクション。……要するに、かーちゃん専用である。他のアイドルやタレントを抱える余裕などないから、移籍したい、などという申し出を未然にお断りするため、このようなコンセプトを掲げている。

　役員はほとんど10代で、社長の俺、マーケティング担当のメー子、総務担当のばーちゃんが17歳。企画担当の優ゆう香かが14歳である。

「メー子もこの会社の役員になってるけど、自分の会社はどうするのさ？」

「もちろん続けるよ。セブンティーンの担当役員としてＪＫマーケティングに仕事を発注しながら、ＪＫマーケティングの社長としてその仕事を受注するのさ」

「……えっ、それって」

「大丈夫、法律には触れないから」

　騙だまされているような気もするが、色々とメー子に頼たより切りの現状では、何も言えない。

「この総務担当っていうのは、どんな仕事をすればいいのかねー」

「管理部門の全般、特にお金の管理が重要になります。おばあ様はしっかりしていらっしゃいますから、適任かと思いまして」

「……じゃあ、企画担当って？」

「アイドル業界の市場調査を踏ふまえて、次のイベントや広告展開の計画を立てるのさ。インターネットに繫つながるパソコンがあれば、外に出る必要はないよ。マーケティング部門と連携する機会も多いだろうから、ユウカちゃん、よろしくね」

　聞けば聞くほど、みんなの特性を活かせるように、よく考えられた役割分担である。メー子に組織図を作ってもらったのは正解だった。俺が作っていたら、もっとグダグダになっていた筈はずだ。

　そして、この会社にはもう一人、頼たよれる仲間がいる。




　株式会社セブンティーン

　副社長　兼　マネージャー

　徳とく永なが　明あき彦ひこ（31歳）




「良かった、ちゃんと『兼マネージャー』と入れて頂いたんですね。副社長という響ひびきもいいんですが、やはりアイドルのマネージャーという仕事にプライドがありまして」

　新しい名刺を眺めながら、マネージャーが呟つぶやいた。

「マネージャー、と呼ばれる方がしっくり来ますからね。今後もそう呼んでください」

「……では、マネージャー。俺に敬語なんて使わないでくださいよ」

　マネージャーの外見はとても若々しく、勝手に20代半ばくらいだと思っていたが、実際の年ねん齢れいは30歳を超えているのだ。

「何をおっしゃいますか。いくら年下でも、あなたは私の上司なんですから」

　そう言って17歳の社長を持ち上げる31歳の副社長。何とも言えないむず痒がゆさを感じた。

「さて、来くる栖すさん。私の仕事は、これまでと変わりませんね？」

「はい。澤さわ村むら和かず美みのマネージャーとしての業務、具体的にはスケジュール管理や新しい仕事の獲かく得とくですね。ただ、副社長という肩書きが付きますから、新米社長をサポートして頂くことも重要な役割かと思います」

「本当に、よろしくお願いします」

　俺は深々と頭を下げる。何の経験もない高校生をいきなり社長にする、という暴挙がまかり通ったのは、マネージャーの能力と人望による部分が大きい。いくらハートビジョンが道楽事務所とはいえ、セブンティーンを実質的に取り仕切るマネージャーがかなりの信しん頼らいを置ける人物でなければ、このような決定はしなかったと思う。

　以上が、新事務所セブンティーンの組織体制だ。




「ただいま～！」

　元気の良い挨拶が、隣となりの部屋から聞こえてきた。その後、静寂が訪れる。

「……みんな、こっちにいたのね」

　数十秒後、恥ずかしそうな表情のかーちゃんがオフィスに現れた。

　セブンティーン唯一の所属アイドル、澤村和美（17歳）である。

「おかえり。オフィスはこっちの部屋だって、昨日言っただろ」

「だって、いつもの癖くせであっちに行っちゃったんだもん」

　セーラー服のアイドルが、やや不機嫌そうに頰ほおを膨ふくらませていた。

　新事務所を設立する際、オフィスの場所を決める必要があり、ばーちゃんが住む３０２号室の一部を使わせてもらうことになったのだ。俺と優ゆう香かとかーちゃんが生活している３０３号室と同じ間取りだが、ばーちゃん１人しか住んでいないので、余ったスペースを有効活用した、という訳である。

「まぁいいわ。社長、今日のお仕事は全部終わったよ～」

　表情を切り替えて、かーちゃんが報告した。俺からは、お疲れ様、とねぎらいの言葉をかけてから、もう一言。

「……母親から『社長』って呼ばれるのは、やっぱり違和感が凄すごいかも」

「だけど、みんなの前ではケジメを付けないと。私はアイドルで、あなたは事務所の社長なんだから」

「……まぁ、確かに」

「ごめんね、他人行ぎよう儀ぎなことを言っちゃって。２人のときは、今までと同じように、隆たか史しって呼んであ・げ・る・か・ら」

　語尾にハートマークが見えた気がする。その言い方は、社長と愛人関係にあるアイドルみたいだから勘弁してほしい、とは死んでも口に出せない。

「そこまで気にする必要はないと思いますよ、和かず美みさん」

　マネージャーが優しい口調で言った。

「う～ん、でも……」

「家族経営というのは、決して悪いことばかりではありません。文字通り、アットホームな雰囲気の職場になりますからね。大切なお客様の前でなければ、普段と同じような呼び方で構わないと思います」

「ワタシも同感ですよ」

　そこに、メー子が加わる。

「トップアイドル澤さわ村むら和美を擁ようする、家族経営の事務所。高校生社長の澤村隆史という存在も相まって、話題を呼ぶと思います。その路線でメディア露ろ出しゆつしていくことを考えたら、あえて堅苦しい雰囲気をつくる必要もないでしょう」

　マネージャーやメー子の意見を聞いて、かーちゃんは考え込んでしまった。どうしたものかと俺も悩み、優香とばーちゃんの方へ視線を移すと、何やら２人で話している。

「……よくわからないけど、お兄ちゃんのことを、お兄ちゃんって呼んじゃ駄目なの？」

　首を傾げながら、優香がばーちゃんに尋ねる。今日はマネージャーやメー子もいるので、下半身にちゃんとスパッツを穿はいている。上半身は相変わらず俺の服を着ていて、腕の長さが足りずに裾をプラプラさせているが。

「どうだろうねー。優香は、隆史のことを、どう呼びたいんだい？」

　笑顔のまま、ばーちゃんが優香に質問を返す。こちらも見慣れたもんぺ姿である。

「……お兄ちゃんは、社長になっても、私のお兄ちゃんだよ」

「そうかい。じゃあ、決まりだねー」

　ばーちゃんが俺に視線を送った。その意図を汲くんで、俺は小さく溜ため息いきをついてから、みんなに向かって通達した。

「マネージャーやメー子の言うように、お互いの呼び方は今までと同じでいいと思う。だから俺のことも、社長なんて呼ばなくていい」

「了解したよ、タカシ」

　メー子が満足そうに答える。

「わかりました、隆たか史しくん」

　マネージャーがハキハキと答える。

「よろしくね、お兄ちゃん」

　優ゆう香かがちょっと嬉うれしそうに答える。

「頑張ろうねー、隆史」

　ばーちゃんが笑顔で答える。

　そして、

「ＯＫよ、たかぴょん☆」

「はい、俺からは以上です。他に確認することはあったかな？」

「えっ、スルーしちゃうの!?」

　わざわざポーズまで決めて余計なことを言ったかーちゃんは、これくらいの扱いでちょうどいいだろう。所属アイドルをあまり調子に乗らせないことも、芸能事務所の社長として必要な心構えなのだ。




　　　☆　☆　☆




　新事務所の設立と言っても、ゼロから新しく作り上げたのは、これまで紹介したような項目に限られている。実際の業務内容は、ハートビジョンから引き継いだものがほとんどだ。

「新曲発売のスケジュールは、もう決まっているんだねー。この通りに進行するなら、早めにスタジオの予約を取らないといけないよー」

　オフィスに積み上げられた書類の山を前に、ばーちゃんが孤軍奮ふん闘とうしている。今日はかーちゃんとマネージャーがテレビの収録で、メー子が別件の取材対応をしているから、オフィスにいるのは俺とばーちゃんだけだ。

「とんでもない量の資料だなぁ。ばーちゃん、大変じゃない？」

「うん、平気だよー。17歳の身体からだになって、老眼じゃなくなったから、文字を読むのも辛つらくないんだよー」

　その言葉に、俺は思わず突っかかった。

「……えっ、じゃあ、そのメガネは？」

「あぁ、これかい？　伊達だて眼鏡だよー」

　ばーちゃんはメガネを外して俺に渡してくれた。確かに、度が入っていない。

「17歳の頃は、山奥の農村にいたからねー。この身体からだなら、視力はバッチリだよー」

「バッチリなのに、どうして今でもメガネを付けてるのさ？」

「ずっと老眼鏡をかけていたから、これがないと、何だか落ち着かなくてねー」

　再びメガネを装着しながら、ばーちゃんが笑った。70代から17歳へ若返っても、染みついた癖くせのようなものは抜けないらしい。

「ところで、和かず美みさんのツアースケジュールなんだけどねー。１カ所だけ、まだ会場が決まっていないんだよー」

「……あっ、本当だ。どうしようか？」

「何とかして会場を確保するしかないよー。公演回数を減らす訳にはいかないからねー」

「……そうだね、17回公演しなきゃいけないから」

　この冬から始まるツアーは、ハートビジョンが元々予定していたツアーの公演回数を増やし、全国17カ所で公演することになっている。セブンティーンの設立とかーちゃんの移籍を記念して、という謳うたい文句だ。

　ちなみに、そのアイデアを発案したのは企画担当の優ゆう香かである。

　……まぁ、そのアイデアを採用したのは社長の俺だから、責任転嫁をする訳にもいかない。

「わかった、優香と話し合ってみるよ」

　そう言い残して、俺は３０３号室へと向かった。




　優香の部屋の前に立ち、深呼吸をしてからドアをノックする。

「優香、入っていいか？」

「うん、入っていいよ」

　まさかの即答である。長期戦も覚悟していたのに、肩すかしを食らったような気分だ。会社の一員として仕事を与えられたことで、社会性のようなものが身についてきたのだろうか。

　だが、その期待はすぐに萎しぼんでしまった。優香の部屋は相変わらず足の踏ふみ場もなく、その格好は相変わらず上半身が俺の服、下半身が何もなし、というスタイルだったのだ。

「……また雑誌が積まれてるな。危ないぞ？」

　タワー崩ほう壊かいの悲劇を思い出して、俺は眉をしかめた。

「大丈夫だよ、今日はメー子さんもいないし」

　一いつ瞬しゆん、その意味がわからなかったが、タワー崩壊の直前に何が起こったのかを思い出す。

『お兄ちゃんと、キスなんて、やっぱり駄目ですっ!!』

「……あっ、あぁ、なるほど。メー子がいなきゃ、あんなことは」

「それで、何の用？」

　強引に話題を変えられてしまったが、俯うつむいた顔が紅潮しているのを、俺は見逃さない。俺の顔も、こんな色になっているかもしれないけれど。

「えっ、えーと、ツアーでさ、会場が一つ決まってなくて」

「あっ、仕事の話だったんだ」

　少し落胆したような表情で、優ゆう香かが呟つぶやいた。どう反応すればいいのかわからなかったので、俺は淡々と、ばーちゃんから聞いた状況を説明した。

「……そっか、困ったね」

　優香も淡々と、資料に目を通していく。

「今から会場を探しても、見つかるかどうか。最悪、公演回数を減らすことも検討しなきゃいけないなぁ」

「とりあえず、条件に合う会場を探してみるよ」

「何とかなりそうか？」

「確保できるかどうかは、わからない。でも、検索することはできるから」

　既に優香の意識は、俺の方ではなく、モニターに映し出された複数のブラウザへ向けられていた。信じられないような速度でキーボードを叩たたき、ほとんどマウスに触れないその所作は、何だか玄人っぽい。

　それから、カップラーメンが出来上がるくらいの時間が経過した頃。

「……これなんか、どう？」

　優香がようやく俺の方を向いた。

「その時期、ちょうどイベントの予約が入っていないみたい。収容人数、映像設備、交通アクセスも問題なさそう。ちょっと料金が高いけど」

　表示された情報をじっくりと吟味して、俺は感嘆の息を漏らした。ほんの数分で、この成果である。

「……凄すごいぞ、優香。条件面も申し分ないし、この会場にしよう」

「えっ、そんなすぐに決めちゃっていいの？」

「急いで決めないと、迷っている間に他の予約が入っちゃうかもしれないからな」

「……わかった。じゃあ、お願いね、お兄ちゃん」

「……今、俺は何をお願いされたんだ？」

「だから、予約の電話」

　数秒間の沈ちん黙もく。俺の理解が追いついていないことを察して、優香が補足する。

「この施設、インターネット予約システムが備わってないし。今すぐ、確実に予約するなら、電話した方がいいでしょ」

「えーと、俺が？」

「だって、私は電話なんて無理だから」

　あまりにも堂々とコミュニケーション能力の欠如を主張するものだから、優ゆう香かではなく俺が間違っているような錯さつ覚かくに陥ってしまう。せっかくだから予約の完了までやってほしかったのだが、『電話なんて無理』だったら仕方ない。

「あぁ、もう、わかったよ。番号は？」

「うん、ちょっと待って」

　俺は自分の携帯電話を取り出し、キーを押すだけの状態で待機していると、

「……あっ」

　優香が声を漏らした。

「どうした？」

「管理会社、来くる栖すコーポレーションだって」

　モニターを覗のぞき込むと、そこには見慣れた苗字が記されていた。

「メー子さんの、お父さんの会社だね」

「……そうだな」

　特段、珍しい話ではないのかもしれない。

　来栖コーポレーションの不動産部門は、沢山の商業施設を運営している。条件に合う会場の管理会社が、たまたま来栖コーポレーションだったとしても、何の不思議もない。

「お兄ちゃん、どうする？」

　非常に曖あい昧まいな質問を、優香が俺に投げかける。

　そんな曖昧な質問でも、俺には優香の意図がちゃんと伝わった。

　何故なぜなら、俺たちは血の繫つながった兄妹だからだ。

「……もう逃げない、って言っただろ？」

「……そっか」

　安心したように、優香は表情を和らげた。

　俺がセブンティーンの社長に就任してから、来栖コーポレーションとの取引はまだ発生していない。そこで取引が発生してしまえば、来栖家との関わりを無視することはできなくなるだろう。何と言っても、こちらの会社には向こうの社長令れい嬢じようがいるのだから。

　その気になれば、来栖コーポレーションとの取引を徹てつ底てい的てきに回かい避ひすることも可能だ。同業者は他にもいる訳だから、あえて来栖コーポレーションを選ぶ必要もない。

　だけど、それは結局、メー子の問題から逃げ回っているだけだ。

　ここまで来て、今更、メー子の問題から逃げ回ろうとは思わない。

『本当に逃げちゃいけないときは、自然と身体からだが前を向くんだよー』

　ばーちゃんの言葉が、今ならよく理解できる。メー子と同じ世界を見るために、俺は社長就任を引き受けてしまったのだ。ここまで来たからこそ、来くる栖す家けとの関わりを、むしろ積極的に持とうとする意思が芽生えていた。




　　　☆　☆　☆




　２学期が始まった。

　始業式のためだけに学校へ来る、のんびりとした時間感覚が、不思議なほど新しん鮮せんに感じられる。セブンティーンの設立以来、慌ただしい日々を過ごしてきた反動だろう。

「おう、久しぶり」

　早朝の教室で、健けん一いちから声をかけられた。この男と顔を合わせるのもオープンスクール以来だから、およそ３週間ぶりである。

「しばらく見ない間に、ますます日焼けしたんじゃないか？」

「毎日サッカーやってたからな。暑かったぜ」

　そう言って微笑ほほえむ姿は、どう見ても爽やかなスポーツマンである。アイドルグッズを買い漁あさったり、ファンサイトを運営したり、そんな趣しゆ味みを持っているようにはとても見えない。人は見かけによらない、ということだろうか。

「隆たか史しの方は、夏休みどうだった？　バイト三昧？」

「あぁ、前半はまさにそんな感じだった。10連勤もあったし」

「へぇ、じゃあ後半は？」

「んー、社長になったから大変だった」

「……はっ？」

　健一の動きが止まった。

「隆史、よく聞こえなかったから、もう一度言ってくれないか？」

「いや、だから社長に」

「タカシ、ちょっといいかな？」

　会話に割り込んできたのは、メー子だった。いや、割り込んできたというか、そのまま俺の腕を摑つかんで、教室の外へと引っ張り出していく。

「えっ、ちょっ、メー子？」

「申し訳ない、ケンイチ。ほんの少し、タカシを借りて行くよ」

「……あぁ、どうぞ」

　ぽかんとした表情で、健一は俺とメー子を見送っていた。俺の言葉の意味も、メー子の行動の意味も、まったく理解できない、といった様子だった。




「キミに忠告しておくべきだった。学校では、まだセブンティーンの話をしない方がいい」

　誰だれもいない校舎裏で、俺はメー子からお叱しかりを受けた。真剣な眼まな差ざしで詰め寄るメー子は、風紀指導の教師なんかより、よほど恐ろしい。

「移籍会見の前に、情報がインターネットにでも流出してしまったら、面倒なことになるよ。復帰会見の前も、箝かん口こう令れいが敷しかれていただろう？　その理由をしっかり考えないと」

「いや、別にかーちゃんの話をするつもりは」

「社長に就任した、なんて話を学校で漏らせば、必然的に根掘り葉掘りの質問責めだよ。澤さわ村むら和かず美みの息子であるキミが、一切のヒントを与えずに乗り切れる自信はあるのかな？」

「うっ……」

　言葉に詰まった俺の様子を見て、メー子はさらに続ける。

「情報管理には、細心の注意を払ってほしい。キミは芸能事務所の社長で、みんなが知りたがる情報を沢山知ってしまう立場にある。その自覚を持って、自分自身をコントロールしてくれないと」

「はい、ごめんなさい……」

　正論で諭さとされ、俺は頭を下げることしかできなかった。メー子は呆あきれた表情で、俺のしょぼくれた顔を見つめていたが、不意にその口元が緩ゆるむ。

「ただ、誰かに話したくなる気持ちはよく理解できる」

　メー子はそう言って、ショートの髪をかき上げた。ふわりとシャンプーの匂いが漂う。それくらいの至近距きよ離りにメー子がいることを、今更ながら認識させられる。

「高校生社長という物珍しさから、驚おどろき、尊敬、僻ひがみ、様々な感情を一身に向けられる。キミがどうか知らないけれど、少なくともワタシの場合、悪い気はしないからね」

　想像力を働かせてみる。

　クラス内でもあまり目立たない、いわば《男子生徒Ａ》だった俺が、夏休みが明けたら社長になっていた。そう聞いたら、健けん一いちをはじめクラスの連中からは、どんな反応が返ってくるだろうか。

「確かに、悪くない気分かもしれないな」

　ゲスな言い方をすれば、それは一種の優越感である。たとえば、校内模試で１位だったイケメンや、体育祭で大活かつ躍やくしたイケメンや、同じ日に３人の女子から告白されたイケメンが持っていないものを自分が持っているのだ。ざまあみろ、イケメン。

　……思考が明後日の方向に飛んでしまった。とにかく、『普通の17歳』から脱却する覚悟を一度決めてしまうと、注目を浴びることが快感のように思えてくるから不思議だ。以前は苦痛でしかなかったのに。

　クラス全員の前で告白され、メー子と俺が付き合い始めた時。

　アイドルの澤村和美が、俺のかーちゃんだとバレてしまった時。

　これまで起こった事件を思い返してみると、実際のところ、注目を集めていたのは俺ではない。メー子やかーちゃんが関心の的であり、俺はいわば付随品だった。

　それに比べて今回は、俺自身が社長になった訳で、俺自身が凄すごい存在になった、くらい傲慢に構えてもいいのかもしれない。

「ただ、あえて忠告させてもらうよ。キミ自信が凄い存在になった、なんて傲慢な考えは捨てた方がいい。いや、捨てないと駄目だ」

　……そんな考えを持った瞬しゆん間かん、メー子に水を差されてしまった。

「えっ、そんな、別に」

　しどろもどろな受け答えは、図星を指されたことを白状しているようなものだ。こいつは読心術でも使えるのだろうか、などと思ったところで、さらに先回りされる。

「読心術なんて使わなくても、わかってしまうのさ。社長と呼ばれるようになった人間が、どのような心理プロセスを辿たどるか、数多くの実例を見てきたからね」

「……典型的な自じ爆ばくパターンってことか」

「そう言ってもいいだろうね。ワタシの忠告は耳障りかもしれないけれど、どうか謙けん虚きよになってほしい。破滅の道を進んだ先達と同じ結末を、キミに迎えてほしくないんだ」

「わかってるよ、俺だって破滅なんかしたくない」

　メー子の見てきた『結末』とは、どれだけ酷ひどい有様なのだろうか。ちょっと聞いてみたいような、怖くて聞けないような、そんなジレンマを感じる。俺はしばらく頭を悩ませてから、

「ただ、さすがに17歳で社長になった実例は、そんなに多い訳じゃないんだろう？」

　話題をそこまで大きく変えず、違った角度からメー子に質問してみた。

「日本国内に限定すれば、その通りかもしれない」

「……ってことは、海外には沢山いるのか？」

「そうだね、世界は広い。ワタシの知る限り、ティーンエイジャーの経営者なんて、アメリカではよくあることだよ」

「……凄いな、さすがアメリカ」

「ワタシの父は仕事で海外に行くことが多くて、時々ワタシも連れて行ってもらったのさ。アジアやヨーロッパの国にも行ったけれど、ティーンエイジャーが最も活かつ躍やくしているのはアメリカだと思うよ」

　17歳にして海外経験が豊富とは、何ともブルジョワジーでセレブリティな話である。メー子の日本人らしからぬ価値観も、そんな環かん境きようで育まれていったのだろう。

「やっぱり、文化の違いかねぇ」

「年ねん齢れいに関係なく、能力のある人間は起業するべきだ、という風土はあるだろうね。西海岸の一部に限った話かもしれないけれど、大学生の立ち上げたＩＴ企業が世界を席巻することも、アメリカでは決して珍しくない」

「なるほど。俺やメー子みたいに、高校生で社長ってのも沢山いるんだろうな」

「少なくとも日本のように、女子高生が会社を経営している、というだけでニュースになることはないだろうね」

　苦笑しながらメー子が言った。メディアから取材依い頼らいが殺到する現状を楽しんでいるのか、実は不本意だと思っているのか、わからなくなってきた。

「だけど、30年ほど前ならば、アメリカでも状況は同じだったと思う。その頃、17歳の日本人女性がアメリカで社長になった時は、向こうでも注目を集めたそうだから」

「へぇ、そうなんだ」

「日本経済が急成長を遂げて、数年以内にアメリカのＧＤＰを抜き去るのではないか、などと言われていた時代だからね。もっとも、そんな逆転劇は結局起こらなかったし、その日本人女性も結局破滅してしまった」

「……破滅って？」

　俺の質問に、メー子は声を潜ひそめて答えた。

「数年前に会社が倒産して、彼女も自殺してしまったのさ」

　言葉を失った俺は、眉間に皺しわを寄せる。

「アメリカでは滅多に聞かない話だよ。失敗しても再チャレンジすればいい、という思想があるからね。彼女は何十年もアメリカで会社を経営していたけれど、日本人的な考え方が、根底にずっと残っていたのかもしれない」

　メー子はさらに淡々と続けた。

「社長といっても、日本企業の現地法人だからね。アメリカ進出の際、本社の社長が自分の娘を社長に据えた、という構図さ。一般的なティーンエイジャーの経営者とは事情が違いすぎるから、実は参考にならない話かもしれない」

　……あれっ？

　似たような話を、わりと最近、どこかで聞いた気がする。

　俺は記き憶おくの糸口を辿たどり、やがて一つの企業名を思い出した。

「ＵＳタケダカンパニー？」

　思い出した勢いで、口にも出してしまった。その会社と、その社長をめぐって、夏休みの間に色々なことがあったのだ。

「……驚おどろいたよ。それなりに有名な話とはいえ、キミが知っているとは思わなかった。ワタシでさえ、タケダグループの出来事でなかったら、そんな30年も昔の話なんて知らなかったかもしれないのに」

　やや怪け訝げんそうな表情を浮かべて、メー子が俺の顔を覗のぞき込んだ。俺は失言を誤ご魔ま化かしつつ、気になった点を尋ねてみる。突っ込まれる前に突っ込む、先手必勝だ。

「えーと、それは、メー子のお父さんが来くる栖すコーポレーションの社長だから、タケダグループの出来事にも詳しくなった、って感じ？」

「……来くる栖す家けの人間として、『敵を知る』ことは重要だ、という理屈らしい」

　呆あきれたような口調でメー子が答えた。

「おそらくキミも知っているだろうけれど、来栖家と武たけ田だ家けは仲が悪い。ワタシも小さい頃から、武田家に対する悪口を、来栖家の大人たちによく聞かされてきた」

「じゃあメー子自身も、武田家のこと、あんまり良く思っていないのか？」

「いや、そうでもないよ。ワタシの父は、そういった確執にこだわらない性格だったからね。他の親族から一面的な悪口を吹き込まれても、違った角度からの解釈を、父が後で必ず教えてくれた。おかげで、公正なバランス感覚は保っているつもりさ」

　メー子の話を聞く限り、メー子のお父さんは人格者のようだ。その見方が正しいとも限らないが、少なくとも娘から尊敬される父親であることは間違いない。

「ＵＳタケダカンパニーの社長についてワタシが初めて聞いた時も、武田家が会社を私物化している証拠だ、アメリカの現地スタッフがかわいそうだ、などと散々吹き込まれたよ。唯一、父だけが彼女を擁よう護ごしていた」

「へぇ、どんな風に？」

「17歳での社長就任は、様々な事情があってのことだろう。その是非よりも、それから何年も彼女が社長の座を守り続けたことを評価するべきだ。実力主義のアメリカでは、日本から送られたトップが無能ならば、優秀なスタッフが次々と会社を去ってしまう。そうならなかったということは、彼女が並外れた努力を重ねた結果に違いない、と」

「はぁ～、なるほど」

　思わず納得してしまった。来栖コーポレーションも海外に現地法人を持っている訳で、そこに日本人のトップを据えることもあるのだろう。現地の優秀なスタッフから実力を認められなくて、会社が内部から崩ほう壊かいしてしまう、そんな実例があったのかもしれない。

　だからこそ、30年ほど前に17歳で社長に就任した女の子が、数年前までトップに君臨し続けていたことは、きっと凄すごいことなのだ。




「……ところで、タカシ」

　改まった口調で、メー子が俺の名前を呼んだ。

「既に倒産したＵＳタケダカンパニーの社長が誰だれだったかなんて、一般的な高校生はまず知らない。キミは一体、どこでそんな話を聞いたのかな？」

　その表情は一見穏おだやかだが、眼光は鋭するどい。

　ぽろりと漏らした失言を『先手必勝』などという小手先の戦法で誤ご魔ま化かせるほど、メー子は甘くなかったのだ。今から俺はメー子の尋問を受けて、知っている情報を洗いざらい吐き出すことになるだろう。

　……別にいいか、ちょうどいい機会だ。

　あっさりと決意を固めた俺は、メー子に一つだけ確認を取る。

「その日本人女性が、今どこで何をしてるか、メー子は知ってる？」

「いや、だから、彼女は既に亡くなっていて……」

　その反応を見て、俺は確信した。

　わざと知らないふりをしている訳ではない。

　もしもこれが演技なら、かーちゃんの演技にずっと付き合わされてきた俺は、確実に見抜ける自信がある。

「まだ、生きているとしたら？」

　ドクドクと高鳴る鼓動を抑えながら、俺は一つの可能性を告げる。

　やっぱり、メー子ですら気付いていなかったのだ。

　父親の再婚相手が、彼女と同一人物である、という可能性に。




「17歳の身体からだになって、日系アメリカ人を装って、日本で暮らしているとしたら？」




　俺は奥歯をギリリと嚙かみ締しめた。微かすかな鉄の味が口の中に広がる。とても嫌な緊きん張ちよう感かんだ。

　メー子は目を見開いて固まっている。しかし、メー子の頭脳はきっとフリーズしていない。むしろ高速回転中で、次に自分が何をすべきか最適解を導いているのだろう。

　やがて、長い沈ちん黙もくの末、メー子が静かに切り出した。

「……キミは何か、とても重要なことを知っているようだね」

　まずは俺を問い詰め、すべての情報を聞き出そうとする。予想通りの反応だ。予想以上に鬼気迫る表情ではあったが、俺は怯ひるまず、努めて冷静に説明した。

　かーちゃんから聞いた27年前の話。

　優ゆう香かがインターネットで調べた内容。

　そして、導かれた推論。

「……要するに、もしかしたらジュリアさんは武たけ田だ家けのスパイかもしれない、なんて俺は疑っちゃっている訳だ。証拠も何もないけどさ」

　俺の話を聞き終えたメー子が、睨にらみつけるような顔で俺に言った。

「もしそれが本当ならば、ワタシの父は、あの女に騙だまされていることになる」

「もう一回言うけど、証拠も何もないデタラメだぞ。そうと決まった訳じゃない」

　メー子は無言で頷うなずき、小さく深呼吸をしてから、話を再開した。

「……久しぶりに、実家へ帰ることにするよ」

「ジュリアさんと、この話をするんだな？」

「仮説には検証が必要だからね。取り調べ、と呼ぶ方が適切かもしれないけれど」

　怒りを押し殺すようなその仕草も、ジュリアさんを詰問しようとする行動も、おおむね予想通りだった。だから俺は予定通り、あらかじめ用意していた言葉をメー子に伝える。

「じゃあ、俺も連れて行ってくれ」

「えっ、タカシを？」

　メー子は意外そうな表情を浮かべた。

「ほら、メー子は俺の家族に挨拶しに来たけど、俺はメー子の家族に挨拶してないだろ。これじゃ不公平だと思ってたんだ」

　このタイミングで、この流れで、この理屈。酷ひどい詭き弁べんを聞かされたメー子の表情は、次第に呆あきれたような笑顔へと変わっていく。

「……平然とした顔で、そういうことを言えるようになったんだね。以前のキミでは考えられない態度だよ」

「俺の彼女は性格が悪いから、付き合っているうちに影えい響きようされたんだろう、きっと。『社長』の肩書きが付いてからは尚なお更さらだな」

　俺とメー子は、吹き出しそうになるのを堪こらえながら、互いの顔を見つめ合った。

「……ジュリアさんと会って、キミは何を話すつもりなのかな？」

「勘違いするなよ、ジュリアさんが美人だから会いたい訳じゃないんだから」

「なるほど、そういう魂胆か。いい度胸だね」

　余計なことを言ってしまった。浮気男を見下すような視線が俺を貫く。

「だから違うって。俺はジュリアさんじゃなくて、メー子のご両親にお会いしたいんだ」

　その言葉を受け、先刻とは違った種類のプレッシャーをメー子が放った。メー子はジュリアさんのことを母親と認めていない。そう簡単に通らない話だと承知のうえで、それでも絶対に引き下がるつもりはなかった。

『確かにね、最後はメー子ちゃんが解決しなきゃいけないの。でも、隆たか史しがメー子ちゃんのためにできることは、全部やってあげること』

　近いうちに姑しゆうとめと呼ばれるかもしれない、かーちゃんの言葉を思い出す。

　メー子のおかげで俺は高校生社長になり、ほんの少しだが『普通の17歳』とは違った世界を見られるようになった。今度は俺がメー子のために、温かい家族を取り戻す手助けをしてやりたい。

　ジュリアさんにかけられた疑惑を、メー子がストレートに突き付けてしまったら、２人の関係は修復不可能となってしまうだろう。積年の恨みも相まって、メー子はきっと自分を抑えることができない。そんな修しゆ羅ら場ばは悲しすぎるではないか。

　甘いと言われるかもしれないが、俺にとってジュリアさんは悪人に見えなかった。仮にスパイ疑惑が本当だったとしても、何か理由があるのかもしれない。たとえばその理由が、武たけ田だ家けと来くる栖す家けの数百年にわたる因いん縁ねんに関係していたとしても、俺は逃げずに立ち向かう覚悟を決めてきたのだ。

「……ワタシと、キミと、ワタシの父と、ジュリアさんと、４人で会談するということだね？」

「あぁ、そういうことだ」

「さっきの件について、ジュリアさんに真実を問いただしても構わないのかな？」

「それは俺に任せてくれ、考えがあるんだ」

　メー子は値ね踏ぶみするような目で俺を見た。

「……全面的にキミを信しん頼らいして、詳細も聞かずに任せてほしい、と？　交渉の進め方としては最悪の提案だね」

「あぁ、間違いなく会社の取引先には通用しない」

「そんな提案に、ワタシが合意すると思っているのかな？」

「もちろん。だって俺は、メー子の彼氏だから」

　堂々と言い放った俺に対して、メー子は一いつ瞬しゆんだけ驚おどろいた表情を見せてから、

「……つくづく、キミは面白い人だね」

　と言って、優しい微笑ほほえみを浮かべた。

「さすがワタシの彼氏、完敗だよ。そんなキミのことを、ワタシは好きになってしまったのだから、どうしようもない」

「あぁ、うん、えーと、ありがとう」

　メー子と付き合って随分経たつが、さらりと恥ずかしい台詞せりふを言われるのは未いまだに慣れない。

「わかった、一旦キミに任せてみる。父に連絡して、日取りの調整だけはしておくから」

　晴れやかな笑顔で、メー子は俺に語りかける。先程まで顕あらわにしていた怒りや憎しみは、既に雲散したようだった。




　　　☆　☆　☆




「父への手土産は、ワタシが用意しておこうか？　ひいきの和菓子店があるから、そこで何か贈ぞう答とう品ひんを買っておけば間違いないと思うんだ」

「さすがに俺が買うよ、挨拶に行くのは俺なんだから。店の名前だけ教えてくれ」

　来くる栖す家けへの訪問を次の日曜日に控えた、水曜日の放課後。失礼のないように、俺とメー子は念入りな打ち合わせをしていた。

　彼女のご両親にご挨拶、というのは約束を取り付ける名目であって、本当の狙いは違うところにある。とはいえ、最低限の礼節は弁わきまえておかないと、こちらの常識を疑われる結果にもなりかねない。準備に越したことはないのである。

「……なんか、お前たち、凄すごいことを話し合ってないか？」

　俺たちの会話内容に興味津々、といった表情で健けん一いちが現れた。余計な説明をすると面倒なことになりそうなので、俺は適当に返事をしておく。

「ちょっとした相談だ。期待するほど大した内容じゃないぞ？」

「そうだね。ワタシの親に、タカシが挨拶に来るだけだよ」

「って、メー子!?」

　これはもう、完全に余計な説明である。

「えっ、まさか『お嬢じようさんを僕にください』っていうアレか!?」

　そして案の定、面倒なことになる。教室にはまだ大半の生徒が残っていて、こちらへ注目が集まり始めた。

「今のところ予定にはないけれど、タカシの一存で、そのような要望を父に突き付ける展開にならないとも限らないね」

「あぁ、もう、ちょっと黙だまってろ！」

　俺は声を張り上げたが、メー子は楽しそうに笑っている。反省の色など一切感じられない。

「……マジかよ、お前たち結婚するのかよ」

　神妙な面持ちで健けん一いちが呟つぶやいた。そうやって真剣に受け止められるのが、この場合は最も困るリアクションである。

「残念ながら、タカシは17歳だから、まだ結婚することができないよ」

「なるほど、じゃあ来年結婚する予定ってことか？」

「どうだろうね。一般論として、高校の在学中に生徒が結婚することは、あまり歓かん迎げいされないと思う」

「うーん、確かに撫なで牛うし高校って伝統校だし、それは厳しいかもしれないなぁ」

　クラスメートたちは、メー子と健一のやり取りに聞き耳を立て、俺に祝福の笑顔を向ける。今すぐ奇声を上げてこの場から走り去ってしまいたい衝しよう動どうを、俺は必死に堪こらえていた。

「ただ、在学中に結婚せざるを得なくなる可能性も否定できない」

「メー子さん、それはどういう意味？」

　お腹を優しく擦さすりながら、メー子が優しく微笑ほほえむ。




「たとえば、新しい命を授かってしまったら、もはや責任を取ってもらうしかない」




　一いつ瞬しゆんだけ、教室を静寂が支配した。

　それからすぐに、動物園のような大おお騒さわぎが始まった。

「おいおいおいおい、爆ばく弾だん発言じゃないか！」

　健一が叫ぶ。

「いやいやいやいや、ちょっと待て！」

　俺も叫ぶ。

「おっと、誤解させてしまったら申し訳ない。ただの冗談だよ」

「訂正するならもっと大きな声で言ってくれ！」

　既に手遅れであることは薄うす々うす気付いているが、そう言わずにはいられない。その場にいた誰だれもが、俺とメー子の間に『新たな命を授かる』可能性がある、そういった行為を日常的にしている、と信じ込んでしまった。実際のところは、優ゆう香かと３人で手を繫つないだのが最高記録で、頰ほおへのキスでさえ未遂のままだというのに。




「……ふふっ。タカシ、申し訳なかったね」

　いつもと同じ、米粒ほどの誠意も感じられない謝罪である。そんなもので俺の怒りが収まる筈はずもなく、メー子を無視して駅までの道を歩いていく。ニヤニヤ笑いながら後ろをついて来るメー子に向かって、ついて来るな！　顔も見たくない！　などと怒鳴りつけない辺りが、俺の甘さなのかもしれない。

　赤信号に引っ掛かって立ち止まると、数メートルは離はなれていたメー子との距きよ離りが、50センチくらいまで詰め寄られた。俺は溜ため息いきをついてから振り返り、メー子を睨にらみつける。

「一応聞くけど、なんであんな真似まねをした？」

「自分でも理由がわからない。強いて言えば、舞まい上がってしまったみたいだ」

「舞い上がった？」

　意外な答えに、思わず俺は聞き返した。

「やっぱり嬉うれしいのさ。ワタシの父を、キミに紹介できることが」

　そう言って笑うメー子が、急に可愛かわいらしく見えてきた。先程までのイライラした気持ちと相まって、どう反応すればいいのか混乱してきた。

　色々と特殊な状況ではあるものの、メー子からすれば、自分の尊敬する父親に自分の彼氏が挨拶をする、というイベントが待ち構えているのだ。それを喜んでいるメー子の姿は、とても女の子らしくて、何だか胸が熱くなる。

　ところが次の瞬しゆん間かん、メー子の笑顔がふと消えて、寂しそうな表情に変わった。

「……できれば、ワタシの本当の母も紹介したかったよ」

　ジュリアさんではなく、というフレーズが省略されていることは、現代文の成績が思わしくない俺も簡単に読み解けた。

「……メー子が中学生になった頃、亡くなったんだよな」

「そう、心臓の病気でね。誰からも愛される、素敵な人だった。キミに紹介する相手が、ワタシの本当の母だったら、どれだけ幸せだったか」

　良くない流れだ、と俺は思った。亡くなった母親を忘れられない気持ちが、メー子の中で、ジュリアさんを否定する気持ちとセットになっているから。その流れを少しでも引き戻すために、俺は勇気を出して、あえて恥ずかしい台詞せりふを口にしてみる。

「だけど、メー子のお母さんが生きてたら、来くる栖す家けから飛び出して公立の撫なで牛うし高校に通うことはなかった訳だし、俺とも出会えなかった訳だ」

「……えっ？」

「きっと全部、運命なんだよ。俺とメー子が出会ったのも」

　自分にできる最高の笑顔を意識して、俺は白い歯を見せつけるように笑う。キラリーン、という効果音がどこかで鳴った筈はずだ。今日の昼休みは歯を磨みがかなかったような気がするが、それも些さ細さいなことである。

　そんな俺を、メー子は不思議そうに見つめる。

「……えっ？」

　もう一度、メー子は短く声を出した。困惑した表情だ。

　この状況下で笑顔をキープするうちに、俺の精神がリアルタイムで摩ま耗もうしていく。イー、の形で開かれたままの口内へ風が吹き、だんだん歯ぐきが乾かん燥そうしてきた。俺は何をやっているのだろうか。

「…………えっ？」

「ごめんなさい、俺が悪かったです」

　三発目の波状攻こう撃げきに、俺はとうとう屈した。この空気には耐えられない。

「謝る必要はないから、きちんと解説してくれないかな？」

「あぁ、もう、勘弁してくれ！」

　本当に意地の悪い性格である。死体に鞭むちを打つような真似まねは遠えん慮りよしてほしい。触ると火傷しそうなほど顔が熱くなるのを感じながら、俺は心の中で悪態をついた。

　その後、駅へ着いて俺たちは解散した。

「じゃあ、俺は今日、マネージャーと挨拶回りだから！」

「……そんな予定になっていたかな？」

「なってたんだよ、もう許してくれ！」

「ふふっ、仕方ないね。では、また明日」

　逃げるようにメー子の前から立ち去る。恥ずかしくて堪たまらないのだが、結果的には良かったのかもしれない。このタイミングで、メー子の口から、ジュリアさんを非難する言葉は聞きたくなかったから。

　なにせ俺は今日、来くる栖す家けの問題を少しでも解決に近づけるため、考え抜いた秘策を実行しようとしているのだ。




　　　☆　☆　☆




「……おそらく、この建物ですね」

　マネージャーが地図を見ながら言った。そびえ立つビルの高さに圧倒されて、俺はしばらく呼吸を忘れる。

「来くる栖すコーポレーション本社ビル、間違いありません」

「で、では、早速、行かないと」

「待ってください、隆たか史しくん。アポイントの時刻まで１時間もありますよ」

「あ、そ、そうでした」

　緊きん張ちようした俺とは対照的に、落ち着き払ったマネージャーの様子からは、大人の余裕が感じられた。大きく深呼吸をして、俺は何とか気持ちを鎮しずめようとする。

　……これから俺は、メー子に内緒で、来栖コーポレーションの本社に乗り込むのだ。

　表向きの訪問理由は、コンサートの準備を始める前に、施設利用に関する打ち合わせをしておくことだ。来栖コーポレーションとは初取引になるので、その挨拶も兼ねている。

　通常ならば、こんな来客に社長が直接対応することなんて、絶対にあり得ない。来栖コーポレーションという巨大企業のトップが関心を示したのは、もう一つの理由の方だった。

『17歳教会員になる前のジュリアさんについて、お伝えしたいことがあります』

　この話が本人の耳に届いたのだ。実際に俺と会ってくれるかどうかは賭かけだったが、多忙なスケジュールの中から時間を捻出して頂き、１対１で直訴するチャンスを得ることができた。

　ところが、いざ本社ビルの前に立つと、

「隆史くん、本当に大丈夫ですか？」

　と、マネージャーに本気で心配される始末である。

「な、何がですか？」

「さっきから顔が真っ青ですよ。身体からだも震ふるえていますし」

「そ、それは、ちょっと肌寒いですから、ははっ」

「……今日はむしろ暑いくらいの天候ですが」

「あっれー、おっかしーなー、うぷっ」

　とうとう吐き気まで催してしまった。もはや言い訳するだけ無駄だろう。俺は経験したことのない緊張感に襲おそわれ、立っていられないくらいフラフラになっていた。

　つい先日まで普通の高校生だった俺が、日本有数の大企業を経営する社長と、１対１で面談するのだ。そんな俺の心情を、どうか察してほしい。このビルへ辿たどり着くまでの間に、精神力なんてすべて使い果たしてしまった。

「……まだ時間はあります。少し休きゆう憩けいしましょうか」

　マネージャーは俺の背中を擦さすりながら、優しく声をかけてくれた。

「……あの、マネージャー、本当、すみません」

「いいんですよ、気にしないで。私が隆史くんの立場だったら、やっぱり緊張してしまうでしょうから」

　一応俺のことを上司として扱ってくれるマネージャーの前で、情けない姿を晒さらしてしまったことが恥ずかしかった。実際には、そんなことを恥ずかしがるほどの余裕もないのだが。

　結局俺は、本社ビル近くの喫茶店で、時間ギリギリまで気持ちを落ち着かせていた。




　そんな事件もありつつ、どうにかこうにか回復した俺は、無事に本社ビル最上階の社長室まで辿たどり着いた。

　マネージャーは別室へ案内され、施設担当者と打ち合わせを始めてしまった。社長室に通されたのは俺だけで、しかも今日は秘書に全員席を外させたらしく、いわば密談のような状況である。話の内容が内容だけに、当然の対応かもしれないが。

「はじめまして、株式会社セブンティーン代表取とり締しまり役やくの澤さわ村むら隆たか史しと申します」

「来くる栖すコーポレーション代表取締役の来栖幸こう之の助すけです。……芽め依い子この父、と名乗った方がいいかもしれませんね」

　幸之助さんの第一声がそれだった。場所こそ本社ビルの社長室だが、来栖コーポレーションの社長としてではなく、メー子の父親として、あるいはジュリアさんの夫として、俺の話を聞きたいという意思表示である。

　娘さんとお付き合いしています、今度改めてご自宅へご挨拶に伺います、などと台本通りに自己紹介を済ませた後、俺は一気に核心へ迫った。

「早速ですが、お伝えしたいことがあります。芽依子さんの母親、幸之助さんの奥様である、来栖ジュリアさんが、ＵＳタケダカンパニーの元社長と同一人物ではないかと思っています」

　俺の質問に対して、幸之助さんは眉ひとつ動かさないで、

「そう思った根拠をお聞かせ頂けますか？」

　と、冷静な口調で聞き返してきた。たじろいだ様子など一切見せない。経営者としての器の大きさが、端的に表れているように感じた。

　俺は微かすかに震ふるえる手を収めながら、かーちゃんのアルバムから借りてきた、27年前の写真を差し出した。

「私の母親、澤村和かず美みがアメリカにいた頃、ジュリアさんとお会いしたことがあるからです。当時19歳のジュリアさんと、現在17歳のジュリアさんは、雰囲気こそ違いますが、どう見ても同一人物だと思われます」

　その写真を、幸之助さんはじっと見つめていた。

　メー子と同様、彼にもジュリアさんが噓うそをついていたならば、この話には相当なショックを受ける筈はずである。自分の選んだ伴侶が一種の産業スパイである可能性を知ったら、錯さく乱らん状態に陥っても不思議ではない。

　メー子に任せておいたら、幸之助さんの目の前でジュリアさんに疑惑を突き付け、夫婦仲が修復不可能になりかねない。というか、どう考えても家庭崩ほう壊かいのシナリオしか見えない。

　俺は来栖家の３人が仲良くできる方法を考えて、事前に幸之助さんと１対１で話をする、という方法を選んだ。この場で彼が取り乱したとしても、何とか俺が説得して、ジュリアさんと和解してもらう。そのうえで日曜日を迎えて、メー子とも和解してもらう。そんなシナリオを俺は描いていた。

　綱渡りであることは承知している。それでも、これくらいしか、ハッピーエンドに繫つながる道が思い付かないのだ。

「……この話を、芽め依い子こは知っているのですか？」

　しかし、俺の予想と違って、幸こう之の助すけさんはポーカーフェイスのままだった。

「はい。私から伝えました」

「どのような反応でしたか？」

「怒っていました。自分や父親を騙だましていたことが、許せなかったんだと思います」

　それから少しだけ、沈ちん黙もくがあった。

「……わかりました。妻と、話し合っておきます」

「あ、あのっ！」

　俺は思わず声を荒らげた。

「俺……、じゃなくて私は、芽依子さんとご両親に、仲良くしてほしいだけなんです！」

　一旦火が付いたら、なかなか興奮を抑えきれない。敬語も何もないメチャクチャな口調で、俺は必死に訴えた。

「真実を暴きたいとか、ジュリアさんに制裁を加えたいとか、そんなことは一切、思っていなくて！　ただ、メー子が……、芽依子さんが、自分の家族を取り戻してほしい、それだけなんです！」

　俺とは対照的に、幸之助さんはその様子を静かに見守っていた。感情の吐と露ろが一段落したのを確認して、彼はゆっくりと諭さとすように語り始めた。

「……ありがとう。芽依子は素敵な人を見つけたようだ」

「す、すみません、失礼なことを言ってしまって」

「いいえ、構いませんよ。私が17歳だった頃は、大人に向かって、もっと失礼な態度を取っていた気がしますから」

　擁よう護ごしているように聞こえるが、俺の態度が失礼だったことは否定していない。大人らしい言い回しである。

「私も、自分の家族は大切にしたいと思っています。芽依子が妻のことをどう思っているか、わかっているつもりですし、だからこそ現状が心苦しい」

　幸之助さんが何を言っているのか、だんだん理解できなくなってきた。

「ただ、ジュリアの過去を芽依子が知ってしまったのであれば、これ以上噓うそを重ねることはできないでしょう。芽依子にも、そして、あなたにも」

　どういう意味だ？　この人は、何が言いたいのだ？

「今度の日曜日、４人が揃そろった席で、すべてお話ししようと思います。妻と話し合ったうえでね。ただ、一つだけこの場で告白するならば……」

　混乱した俺の頭に、駄目押しの一いち撃げきが加えられた。




「私は被害者ではなく、共犯者なんですよ」




　それはきっと、とても重要な告白だったに違いない。

　だが、言葉を選んだ遠回しな表現から、幸こう之の助すけさんの真意も、背景にある事情も、読み取ることはできなかった。







[image: 第６話　17歳のラブディスティニー]







　オフィスのある３０２号室に入ると、ばーちゃんが一人で算そろ盤ばんを弾はじいていた。……比ひ喩ゆ表現ではない。パソコンが使えないばーちゃんは、計算をすべて算盤で行い、書類をすべて万年筆で作成しているのだ。

「ただいま、ばーちゃん」

「あらー、隆たか史しが帰って来ちゃったねー。今日のお仕事は、これくらいで終わりにするよー」

　17歳の女の子が、小さく背伸びをした。三つ編みの黒髪、黒くろ縁ぶちの伊達だて眼鏡、そしてもんぺ姿。セブンティーンが取材されたら、ばーちゃんにも世間の注目が集まりそうだ、などと俺はどうでもいいことを考える。

「隆史は今日、どこへ行ってきたんだい？」

「あぁ、マネージャーと挨拶回りだよ。緊きん張ちようして大変だった」

「そうかい、頑張ったんだねー」

　ばーちゃんが少し背伸びをして、俺の頭を撫なで回した。ニコニコと笑うばーちゃんを前に、これ以上の報告はできないことが心苦しい。

　今日の訪問先が来くる栖すコーポレーションだったことは、ばーちゃんや優ゆう香かにも伝えていない。メー子に勘付かれないように、俺とマネージャーだけで話を進めてきたのだ。

　既に訪問を果たした今となっては、黙だまっていてごめん、と一言添えて話をするべきなのかもしれない。だが、幸こう之の助すけさんの言葉をうまく咀そ嚼しやくできていない状態で、誰だれに何を話せばいいのか、俺は決めかねていた。

　幸之助さんと話した内容は、マネージャーにも伝えていない。そもそもマネージャーを同行者に選んだのも、セブンティーンで唯一、俺たちの家族ではないことが大きな理由だ。家族経営の事務所で仕事をするための処世術なのか、マネージャーは家庭の問題へ必要以上に首を突っ込まない。だから、来栖コーポレーションを訪問した本当の目的について、向こうから質問されることもなかったのだ。

　そんな訳で、幸之助さんの口から飛び出した『共犯者』という言葉は、ずっと俺の頭の中でグルグル渦巻いたまま、誰とも共有されずにいる。誰と共有するべきなのか、じっくり考える必要がありそうだ。




　とはいえ、あまり悠長なことも言っていられない。幸之助さんともう一度話をする機会は、次の日曜日。今日は水曜日だから、あと４日しかないのだ。

「そういえば、次の日曜日は、メー子さんのご両親とお会いするんだねー」

「えっ、あっ、うん！」

　ばーちゃんから突然その話題を振られ、俺は声が上うわ擦ずってしまった。いや、他意がないことは十分わかっている。日曜日の件は秘密にしている訳でもないし、家族にとっても大イベントだから、ばーちゃんが関心を持っているのも当然だ。ただ、タイミングが絶妙すぎたのだ。

「ちゃんと準備はしているのかい？」

「準備って言ってもなぁ。スーツは買ったばかりだし、髪でも切っておくか？」

「あとは、向こうの好物を調べておいて、手土産を持って行くのが礼れい儀ぎだろうねー」

「あぁ、それも大丈夫」

　ちょうど今日、メー子とそんな打ち合わせをしたばかりだった。会社へ持って行った方が良かったかもしれないが、正式なご挨拶は日曜日だから、そのタイミングでもおそらく問題ないだろう。メー子から聞いておいた和菓子店の名前を、俺は携帯電話の検索窓に入力する。

「メー子のお父さん、この店がお気に入りらしいんだ」

「へー、美味おいしそうだねー」

　ばーちゃんに写真を何枚か見せてから、俺は店の情報を確認する。営業時間などをきちんと調べておかないと、うっかり悲劇を招きかねないから。

「……あっ」

　その最中、俺はあることに気付いた。

「どうかしたのかい？」

「いや、大したことじゃないんだ。店の住所が、ハートビジョンの近くだったから」

　そう、大したことのない情報だ。その和菓子店は、かーちゃんが所属していた芸能事務所のすぐ近くにある。この辺りでは最大の繁はん華か街がいと言ってもいい、リトルＧＩＮＺＡストリートという場所だ。

　セブンティーンを設立する際、ハートビジョンには一度だけ訪問したことがある。その時はマネージャーの車で送迎してもらったので、通りを歩くこともなかった。リトルＧＩＮＺＡストリートへ行くのは、実に数ヶ月ぶりとなる。

　前回は優ゆう香かと一緒だった。17歳になったばかりのかーちゃんを、２人で尾行した時だ。引きこもりの優香が、電車に乗って繁華街まで外出するなんて、今になって思えば大冒険だったのかもしれない。実際、色々と大変だったが、優香にとっても嫌な思い出ではなかった筈はずだ。

『私、オムライスと、ハンバーグと、エビフライが食べたい』

『……わかった。近いうちに《また》食べに行こう』

　そんな約束を交わしてから、何ヶ月も経たってしまった。俺の知る限り、優香がまともに外出したのは、あの日が最後である。そろそろ約束を実行しなければいけない。

「……ちょうどいい機会かな」

　俺はぽつりと呟つぶやいてから、ばーちゃんに宣言した。

「せっかくだから、優香も連れて行くよ」

「……優香を？」

　ばーちゃんは明らかに戸惑った表情を見せた。一番仲の良いばーちゃんがこんな反応をするくらい、優香の引きこもりは筋金入りなのだ。

「どうしても嫌だ、って拒否されたら諦あきらめるけどさ。一応、ちゃんと約束もしてるんだ。また一緒に出掛けようって」

　どうも納得のいかない様子のばーちゃんに、俺はもう一言付け加える。

「ただ、ばーちゃんの協力が必要かもしれないから、その場合はよろしくお願いします」

「うーん、よくわからないけど、わかったよー」

　わからないのか、わかったのか、よくわからない答えが返ってきた。




　　　☆　☆　☆




　金曜日の授業が終わると、俺は急いで駅へ向かった。いつも下校時に利用する電車よりも、かなり早い時間帯の電車に乗り込む。およそ10分後、大きなターミナル駅に着いた俺は、改札の向こう側に視線を送った。

「あっ、隆たか史しが来たよー」

「……うん、そうだね」

　もんぺ姿のばーちゃんと、まともな服を着た優ゆう香かが、そこに立っていた。

「良かった、来てくれたのか」

　俺は安あん堵どの息をつく。機械音痴のばーちゃんも、引きこもりの優香も、携帯電話を持っていない。そのため、もしも待ち合わせ場所に２人がいなかったら、俺は家まで戻るしかなかったのだ。

「それじゃあ、早速、銀座へ行こうかねー」

「……ばーちゃん、本物の銀座には行かないぞ」

「おっと、そうだったねー。今日はみんなで、偽物の銀座へ行くんだよー」

　酷ひどい表現だと思うが、ある意味では正しいのだろうか。何はともあれ、俺たち３人の目的地はリトルＧＩＮＺＡストリートである。

　前回、優香を連れて行った時の反省点は、土曜日の昼間という最も混雑する時間帯になってしまったことだ。長期間にわたる引きこもり生活のせいで、優香は人混みが苦手どころか、恐怖症に近い状態となっている。また繁はん華か街がいへ出掛けるなら、なるべく人の少ない時間帯を選ぶ必要があった。

　とはいえ、俺まで学校を休む訳にもいかないから、必然的に選択肢は限られてくる。現実的に考えると、平日の夕方、帰宅ラッシュが始まる前の時間帯しかあり得ない。

　その数時間ですべてを終わらせるためには、ばーちゃんの協力が不可欠だった。

　俺が学校から自宅まで優香を迎えに行っていたら、リトルＧＩＮＺＡストリートから帰る頃には、すっかり満員電車になってしまう。目的地の近くまで優香に来てもらい、そこで待ち合わせるのが合理的だが、それは優香にとってハードルが高すぎる。

　そんな訳で、待ち合わせ場所まで、ばーちゃんに優ゆう香かを連れて来てもらったのだ。

「優香、その服はどうしたんだ？」

「……おばあちゃんに選んでもらった」

　俯うつむいたまま、優香が答えた。

「ナントカ銀座へ行くんだから、優香も『おめかし』しないと、って思ってねー」

　ばーちゃんが笑いながら補足する。今日の優香の服装は、ばーちゃんがコーディネートしたようだ。白シャツにショートパンツという無難な組み合わせだが、繁はん華か街がいで浮いてしまうようなダサい印象はまったく受けない。むしろ、もんぺ姿のばーちゃんの方が、よほど人目を引いてしまいそうである。

「どうだい、可愛かわいらしいだろう？」

「あぁ、うん、可愛いと思うぞ」

「……ありがと」

　恥ずかしそうな、消え入りそうな声で、優香が礼を告げた。ツインテールの髪型も相まって、おしゃれな小学生のように見える、という正直な感想は黙だまっておこう。

「それで、ナントカ銀座はどこにあるんだい？」

「ここから歩いて５分くらい。道は知ってるから、ついて来てよ」

　そう言って俺が歩き出そうとしたところで、腕をぐいっと摑つかまれた。

「……優香？」

「……はぐれる」

　小さな声で、しかも単語しか言わないものだから、意図が伝わらない。だが、その行動から大体は察しがつく。前回と同様、はぐれないように手を繫つないでくれ、ということか。前回よりも人通りは随分少ないから、わざわざ手を繫ぐ必要もないと思ったが、

「わかった、手を離はなすなよ？」

「……うん」

　こんなことで優香が安心するなら、お安いものである。

「それはいいねー。私も隆たか史しに手を引いてもらうよー」

「えっ、ばーちゃんも？」

「万が一はぐれたら、大変だからねー」

　ニコニコと笑いながら、ばーちゃんは反対側の手を摑んだ。本当にはぐれてしまっても、繁華街をもんぺ姿で歩いている17歳の女の子なんて、すぐに発見できると思うのだが。

　結局、右手を優香と、左手をばーちゃんと繫いだ状態で、俺はリトルＧＩＮＺＡストリートまで辿たどり着いた。

「お兄ちゃん、なんか、ジロジロ見られてない？」

「……うん、ジロジロ見られてる」

　自意識過剰だと思いたいところだが、残念ながら事実のようだ。右手に14歳、左手に17歳の女の子を侍はべらせたハーレム気取りのいけすかない野郎が、注目を一身に集めている。妹と祖母と３人で歩いているだけだ、どこがハーレムだ！　と俺は主張したいが、きっと誰だれも相手にしてくれないだろう。平日の夕方で、人通りもそれほど多くないことが唯一の救いだ。

「……さっさと店に行こう」

　俺は溜ため息いきをついて、２人を引っ張るように歩き出した。




　幸こう之の助すけさんがひいきにしている和菓子店は、表通りから一本路地に入った場所にある。そのため前回は見落としていたが、今回はきちんと場所を調べてきたので、難なく見つけることができた。古風で、綺き麗れいで、高級そうな店だ。

　どの菓子を買うのかは、優ゆう香かに選んでもらった。そもそも、菓子を選んでくれ、という名目で優香を誘い出したのである。メー子のお父さんに持っていく手土産だ、と説明したら、何故なぜかムッとしてしまったが、最終的には引き受けてくれた。

「……これ、美味おいしそうだね」

「そうだな。じゃあ、これにしようか？」

「待って。これも可愛かわいい」

「おぉ、本当だ。じゃあ、これにしようか？」

「あっ、でも、こっちの方がいいかも」

　こんなやり取りをしばらく繰くり返して、俺は気付いた。これは、放任しておくといつまでも決まらないパターンだ。ばーちゃんも同じく気付いたようで、優香に助け船を出してくれた。

「プレゼントを選ぶときは、自分が欲しいものを買っちゃ駄目だよー。相手が欲しいものは何なのか、想像しないとねー」

　それを聞いて、優香はしばらく考え込んでから、こう返した。

「……相手がどんな人か、よく知らないんだけど」

「うーん、確かに。メー子さんのお父さんは、どんな人なんだい？」

　その質問には困ってしまった。来くる栖すコーポレーションへ訪問した事実を伏せたまま、うまく説明できる自信がないのだ。

「俺だって、よく知らないよ」

「うーん、それもそうだねー。でも、メー子さんから色々と話は聞いているんだろう？」

「……まぁ、多少は」

「聞いた話だけでも、教えてほしいよー。私や優香が知っているのは、日曜日にご挨拶をすることだけなんだからねー」

「大体、お兄ちゃん、いつの間にかメー子さんとそんな約束をしてたみたいだけど、どういう流れでそういうことになったの？」

　ばーちゃんと優ゆう香かから次々に責められ、俺は不本意ながら、メー子と校舎裏で話した内容を説明するしかなかった。ただし、他人に聞かせられるような内容ではないため、店の隅へ寄ってのヒソヒソ話で。

「……という訳で、メー子からお父さんに日程調整してもらって、明後日に決まったんだ」

　一連の経けい緯いを伝えるだけでも、結構な時間と労力が必要だった。

「……今の話を聞いてて思ったけど、メー子さんって勘が鋭するどすぎるよね」

　呆あきれたような口調で、優香が呟つぶやく。

「ＵＳタケダカンパニーの倒産って、普通の高校生が知ってるような話じゃなかったみたいでさ。そんな情報を俺が知ってるのは、明らかに怪しかっただろうな」

「あれっ、でも、メー子さんは知ってたんだよね」

「まぁ、来くる栖す家けの親族から散々悪口を吹き込まれたらしいから」

「……なんか、不自然じゃない？」

　優香は一段と声のトーンを落とした。

「メー子さんも、他の親戚も、ジュリアさんがＵＳタケダカンパニーの元社長だって知ってたんだよね。いくら雰囲気が変わったからって、そんな人がメー子さんのお父さんと結婚して、誰だれも気付かないのかな？」

　ハッとして、俺は目を見開いた。

「……再婚した後、ジュリアさんはほとんど人前に出なかったらしい。結婚式や披ひ露ろう宴えんもしなかったみたいだし、社長夫人としてパーティーに参加するようなこともなかったから、存在自体が知られていなかったんだろう」

　指摘された可能性について、足りない頭をフル稼か働どうして反論してみたが、この理屈は我ながら無理があると思う。世間一般の目から隠れることは可能かもしれないが、来栖家の親族にもジュリアさんを一切紹介しないなんて、さすがに不可能だろう。

「……じゃあ、そういうことでいいよ」

　優香は顔を逸そらして、淡々と言った。

「そういうことじゃ駄目だったら、日曜日、お兄ちゃんが真相を突き止めるしかない。私にも、これ以上はわからないから」

「……あぁ、そうだな」

　俺が頷うなずいたところで、優香はガラスのショーケースを見ながら疑問を投げかける。

「ところで、結局、私はどのお菓子を買えばいいの？」




　散々時間をかけたわりに、何の捻ひねりもない饅頭まんじゆうの詰め合わせを購こう入にゆうして、俺たちは和菓子店を後にした。予定よりも遅れてしまい、帰りの電車の混み具合が気になるところだが、ここまで来て優香との約束を反故ほごにする訳にもいかない。

「お待たせしました。オムライス、ハンバーグ、エビフライです」

　目当ての品が、俺たちのテーブルに並べられた。今日はカップル限定スペシャルランチなどという恥ずかしいメニューでなく、単品の注文だが、あの日と同じ料理には違いない。優ゆう香かも満足してくれただろう、と思って表情を確認すると、

「……ふぅ」

　どちらかと言えば、解放感に溢あふれた顔をしていた。

「おやおやー、優香、疲れちゃったのかい？」

「……ちょっと、だけ」

　前回に比べれば余裕がありそうだが、それでも引きこもりの優香には大変なことだったのだろう。社会復帰の一いつ環かんとしてセブンティーンの仕事を手伝ってもらっているが、ずっと部屋の中で働いているのだから、その辺りが改善される筈はずもない。脱・引きこもりの道も、まだまだ先は長そうだ。

「料理も来ちゃったけど、食べられるか？」

「……うん、平気。食べる」

　俺が声をかけると、優香は弱々しく微笑ほほえんだが、むしろ心配になってくる。

「この向かい側のビルに、ハートビジョンの事務所があるんだねー」

「そうそう。２人でかーちゃんを尾行した時は、あのビルから出て来るまで、この辺りの席でずっと様子を見てたんだよ」

　思い出話に懐なつかしさを感じる。あれから数ヶ月の間に、かーちゃんがアイドルになったり、ばーちゃんも17歳になったり、メー子と結婚しそうになったり、俺が社長になったり、色々なことがあった。優香だけは、相変わらず部屋に引きこもっているが。

「かーちゃんは撮さつ影えい用ようの衣装に着替えて、マネージャーと一緒に出て来たんだ。芸能界に復帰するなんて聞いてなかったから、すっかり勘違いしちゃってさ。新しい恋人ができたから17歳になったのかな、って考えたら、凄すごいショックだった」

「和かず美みさんを取られたと思って、ヤキモチを焼いちゃったんだねー」

「いや、そうじゃなくて！　……うまく言えないけど、かーちゃんの、母親じゃない一面を見たくなかった、というか」

　感情的な言いがかりに過ぎないことは、自分でもわかっている。父ちゃんが病気で亡くなってから13年間、かーちゃんは女手ひとつで俺たちを育ててくれたのだ。新しい恋人ができたとしても、文句を言われる筋合いはないだろう。

「優香は、どう思ったんだい？」

　ばーちゃんが質問すると、スプーンとフォークを握った優香の手がピタリと止まった。口をモグモグと動かし、中の物体をすべて喉の奥に流し込んでから、ようやく話し始める。

「……その時は、別にショックじゃなかった。やっぱり、って思ったから」

「優ゆう香かは最初から、和かず美みさんに恋人ができたと思っていたのかい？」

「17歳教の会員になる人は、大抵の場合、それが動機みたいだから。お母さんやおばあちゃんが珍しいんだよ」

　優香の言ったことは正しい。以前、メー子が調査した17歳教会員約１００名のプロフィールを見せてもらったが、大半の動機が恋愛絡みだったのは閉口した。

「だけど、もしもお母さんがそういう動機で17歳になってたとしても、お母さんを嫌いになることはなかったと思う」

「あらー。そう言い切れるなんて、優香はいい子だねー」

「もちろん、恋人さんの方に夢中になって、私たちが見捨てられちゃったら困るけど。お母さんの場合、私やお兄ちゃんのことも、ずっと大事にしてくれる気がするから」

　俺の身体からだの中を、稲妻が走り抜けたような心地がした。大おお袈げ裟さな表現かもしれないが、それくらいの衝しよう撃げきを受けたのだ。

　かーちゃんが俺たちを見捨てる訳がない。俺だってそう思っていたが、ほんの少しだけ、疑う気持ちが残っていたのかもしれない。ところが、優香は１００％純粋に、かーちゃんのことを信じている。３歳も年下の、しかも引きこもりの妹が、俺よりもずっと大人に見えた。

「……そう思えるようになったのは、お母さんの口から、17歳教に入った理由をきちんと教えてもらった後だけどね。ここであのビルを見張っていて、あの車にお母さんが乗るのを見た時は、ちょっと嫌な気分だったし」

　優香は窓の向こうに視線を送った。一台の車が駐とまって、運転席のドアが開く。

「優香が言っているのは、あの車かい？」

「そう、あの車。……あれっ？」

　あの日と同じ車の中から、あの日と同じ人物が現れた。




「過去の資料は、ほとんどハートビジョンに保管してありますからね。時々戻る必要があるんですよ」

「ハートビジョンのスタッフさんって、いい人ばっかりなのよ。今日はもう帰るだけだったし、久々にみんなと会いたくなったから、マネージャーと一緒に私も寄り道したの」

　運転席のマネージャーと、助手席のかーちゃんが、交互に状況を説明する。次は後部座席にいる俺たち３人が、リトルＧＩＮＺＡストリートにいた理由を説明する番だ。

「……ん～、そういう訳かぁ。それなら本当に、車で送ってもらえてラッキーだったわねぇ。そろそろ電車も混むような時間でしょ？」

「正直、本当に助かりました。ありがとうございます」

「本当に、ありがとうございますー」

「……えっと、ありがとうございます」

　俺と、ばーちゃんと、優ゆう香かが、口々に礼を告げた。

「いえいえ。どちらにしても、和かず美みさんを自宅までお届けするところでしたから」

「……私のこと、宅配便の荷物みたいに言わないでくれる？」

「おっと、これは失言でした。しかし、発想の転換をしてみると面白いですよ。隆たか史しくんたちが待つ愛の巣へ、和美さんをお届けする。何だか素敵な響ひびきでしょう？」

「なるほど！　『プレゼントは、わ・た・し』っていうアレね！」

　そんな適当なフォローで納得しないでほしいし、そんな納得の仕方もしないでほしい。

　俺は溜ため息いきをつきながらも、どこか嬉うれしい気持ちを感じていた。

　万が一、かーちゃんに恋人ができたとしても、俺や優香を見捨てることは１００％ないだろう。そんな当たり前のことを、改めて実感することができたから。




　　　☆　☆　☆




　それから、大体24時間後。

　来くる栖す家けへの訪問を翌日に控え、最後の打ち合わせをするため、俺はメー子の家にお邪じや魔ましていた。日中はお互い仕事があったため、夕方になってしまったが。

「ここに来るのも、結構久しぶりだなぁ」

「前回は徳とく永ながさんと一緒だったね。事務所独立のアイデアが生まれた、記念すべき日だ」

「なるほど、じゃあ俺が社長になってからは初めてか」

　俺はソファに腰を下ろし、ＪＫマーケティングのオフィスを見回す。無意識のうちにセブンティーンのオフィスと比較している自分に気付き、俺は苦笑した。いつの間にやら、メー子と同じ17歳の社長仲間になってしまったのだ。

「最近は、セブンティーンの仕事にかなりの時間を割いてもらってると思うけど、ＪＫマーケティングの方は大丈夫なの？」

「決して疎おろそかにはしていないよ。以前からのクライアントも、多数抱えているからね。ただ、さすがに手が回らなくなってきて、新規受注は止やめてしまった」

「……なんか、悪いな」

「キミが謝るのは筋違いだよ、ワタシの経営判断なんだから。より多くのリターンが見込める仕事に、より多くのリソースを投入する。選択と集中、という基本戦略さ」

　正直に言おう。メー子が何を言っているのか、ほとんど理解できない。経営学の入門書くらいは、ちゃんと読んだ方がいいのだろうか。

「ワタシは決して、無む償しようのボランティアでキミを手伝っている訳ではない。セブンティーンの役員報酬は、確かに１円も受け取っていないけれど、それは将来の対価を見越した投資だからね。覚悟しておいた方がいいよ」

「おぉ、怖い。メー子が本気になったら、最後の一滴まで搾り取られそうだ」

「そんなことを言っていると、本当に搾り取ってしまうよ？」

　メー子は挑発的に舌なめずりをした。その仕草があまりに妖よう艶えんで、俺は思わずドキリとする。彼女の部屋に２人きりという状況で、そんな真似まねをされたら、俺はどう反応していいのか困ってしまう。




「……さて、いよいよ明日だね」

　メー子の一言を皮切りに、雑談から本題に移る。

「父の再婚相手に疑惑を突き付ける、絶好のチャンスだ。キミに考えがあるということだから一任しているけれど、場合によっては、ワタシから言うべきことは言わせてもらう」

　ジュリアさんの話題になると、実に恐ろしい表情へと変貌する。その迫力に気け圧おされてしまいそうになるが、俺はグッと堪こらえてメー子と向き合う。

「その『考え』がどんなものだったか、ここで話そうと思う」

　どうして今ここで話すのか、どうして過去形を使ったのか、色々と質問したいこともあっただろう。だが、メー子はしばらく間を置いてから、

「……わかった。ぜひ、聞かせてほしい」

　と、それだけ言って俺の出方を待った。

　俺はなるべく冷静に、事実だけを告げる。

「３日前、来くる栖すコーポレーションの社長室へ行ってきた」

　メー子の身体からだが、ピクリと反応した。

「……キミが、１人で？」

「マネージャーと２人で行ったけど、社長室に通されたのは俺１人だった。そこで、メー子のお父さんと直接話をしてきた」

「……随分と、大胆なことをするね」

　呆あきれ果てた様子で、メー子が感想を漏らした。

「ジュリアさんについて俺が知ってることを、全部伝えたんだ」

「……それで、父の反応は？」

「まったく驚おどろかなかった」

「えっ？」

　メー子は意外そうな声を出した。俺は拳をぎゅっと握り締しめ、一いつ瞬しゆんだけ躊ちゆう躇ちよした後に、残酷な真実を明かす。

「メー子のお父さんは、騙だまされた被害者なんかじゃない。ジュリアさんの共犯者だ。……本人の口から、そう言われたよ」

　そこまで言い切ったところで、俺はメー子の様子を注意深く観察した。最悪の場合、事実を受け入れることができず、取り乱してしまうことも想定していたのだ。

　幸こう之の助すけさんが告げた『共犯者』という言葉の意味は、もはや明白だった。幸之助さんは、すべてを知ったうえで、ジュリアさんに加担していた。言い換えれば、２人で共きよう謀ぼうしてメー子に噓うそをついていたのだ。

「……そうだったのか」

　全身から脱力したような様子で、メー子が呟つぶやく。

「……ワタシはとっくに、父から見捨てられていたんだ」

「違う、そうじゃない！」

　察しの良いメー子が、即座にその結論まで辿たどり着くことはわかっていた。だから俺は、間髪を入れずに、そいつを否定する必要があった。

「メー子のお父さんは、新しい恋人ができたら、平気で娘を見捨てるような人なのか？」

　怒鳴るような声で、俺はさらに続ける。

「俺のかーちゃんが17歳になった時も、きっと恋人のために若返ったんだ、俺たちは見捨てられるんだ、って思った。だけど、実際の理由は俺たちのためで、そんなかーちゃんを疑ったことが、悔しかったし、恥ずかしかった。メー子は、自分のお父さんを信じてあげられないのかよ？」

「……どうやって信じればいいのさ。自ら『共犯者』を名乗った、父のことを」

「恋人を大切にする気持ちと、子どもを大切にする気持ちは、両立できる筈はずだ。ジュリアさんに何か事情があって、それを庇かばうために噓をつくしかなかった、って仮定すれば、メー子が見捨てられた証拠にはならない！」

「……何を根拠に、そんな仮定を」

「根拠なんてねーよ！」

　俺は必死に叫んだ。




「自分の親を信じるのに、根拠なんか求めるなよ！」




　次第に酸素が足りなくなってきて、俺はここで大きく息を吸った。少しだけ頭が冷やされ、自分の発言がいかに支し離り滅めつ裂れつであるか、薄うす々うす勘付いてしまう。

「……酷ひどいロジックだね。思考停止と言ってもいい」

　メー子はそう言って、ほんの少しだけ笑った。
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「ただ、今回ばかりは、一日くらい思考停止するのも悪くないね」

「……それは、つまり？」

「結論は、明日に持ち越そう。直接話を聞くまでは、キミの言うとおり、無条件で父を信じてみる」

　それを聞いて、俺は安あん堵どの息をついた。

「……良かった、メー子がそう言ってくれて」

「まったく、いつからキミはそれほど強引な性格になったのかな？」

「メー子の彼氏を続けるためには、図太さが必要なんだよ」

「キミに野や獣じゆうのようなワイルドさを期待してはいけない、と言った記き憶おくがあるけど、撤てつ回かいしなければいけないね。そのうち強引に迫られて、新しい命を授かってしまうかもしれない」

　俺は完全に言葉を失った。この口くち喧げん嘩かは、メー子の勝ちである。

　……いや、試合に負けて勝負に勝った、と考えよう。来くる栖すコーポレーションへ行ったこと、そして幸こう之の助すけさんに告げられた内容を、このタイミングでメー子に伝えたのは、やっぱり正解だったと思う。

　俺が幸之助さんと直接話をすることは、最後までメー子に黙だまっておく予定だった。しかし、その内容が完全に想定外だったため、予定の変更を検討したのだ。

　俺からメー子に何も伝えないまま明日を迎えて、その場ですべての真実を明かされるようなことになれば、まともに話ができる状態は望めなかったかもしれない。

　幸之助さんの言葉を自分の中で咀そ嚼しやくし、そのうえでメー子に自分の父親を信じてもらう理屈を捻ひねり出すために、３日もかかってしまった。それが単なる屁へ理屈だったとしても、メー子がこうして笑顔で前夜を過ごすことができるなら、きっと俺の勝ちである。




　　　☆　☆　☆




　そして、日曜日。

「タカシ、ネクタイが曲がっているよ。いつも制服を着崩しているから、こういう大切な席で決まらなくなってしまうのさ」

　来くる栖す家けの大きな門の前で、メー子は俺の身だしなみやら何やらを最終チェックした。社長就任のタイミングで買ったばかりのスーツは、まだ着慣れた感じがしない。七五三の子どもを、多少マシにした程度の格好である。

　それにしても、メー子の実家はまさしく豪邸だった。正門の向こうの庭（というか庭園）はサッカーのグラウンドがすっぽり収まりそうな広さで、その奧の屋や敷しきは約40世帯が生活する俺のマンションと同じくらいの大きさだ。

「お嬢じよう様、お帰りなさいませ」

　メー子を出迎えに現れたのは、メイドさんだった。秋あき葉は原ばらや池いけ袋ぶくろに生息しているような新種ではなく、ブリティッシュスタイルの古風な服を纏まとった初老の女性である。

「澤さわ村むら隆たか史し様ですね、お待ちしておりました」

「あっ、はい、よろしくお願いします」

　メイドさんは深々と頭を下げた。あまりにも完かん璧ぺきな所作である。ただでさえ豪邸に圧倒されていたところに、こんなにも礼れい儀ぎ正しいメイドさんが現れて、俺は目め眩まいがしそうだった。

「屋敷までは少々距きよ離りがございますので、お車でご案内致します」

　とどめに、黒塗りの送迎車である。フカフカした座席に腰を下ろし、専属ドライバーらしき人が静かにドアを閉めた頃には、俺の口から魂が飛び出しているような状態だった。

「……タカシ、緊きん張ちようしているようだね」

　メー子が小声で話しかけてきたが、俺は無言で頷うなずくことしかできない。この状況で緊張しない男がいるなら、そいつは生まれつき金持ちで、許嫁いいなずけと結婚するから相手方のご両親も顔なじみで、といったイージーモードだろうか。ふざけた話である。

　やがて車は屋敷の前に到着し、メイドさんが俺たちを客間に案内してくれた。この扉の向こうで、メー子のご両親が待ち構えているのだ。俺は鼓動を少しでも落ち着けるため、大きく深呼吸をした。




　客間の広さは、大体高校の教室くらいだった。内装も一見シンプルだが、アンティーク調の家具類やルノアール風の絵画は、一体どれほどの高級品なのだろうか。

「ようこそ、いらっしゃいました」

　40代後半の男性と、17歳の女性が、ソファから立ち上がった。

「こんにちは、澤さわ村むら隆たか史しと申します。本日はよろしくお願いします」

「ご足労ありがとう、来くる栖す幸こう之の助すけです。こちらが妻の……」

「ジュリアです。こんにちは」

　ブロンド髪の美女が、丁寧に頭を下げる。実際に顔を合わせるのはオープンスクール以来だが、やはり大人しい印象を受ける。かーちゃんが見せてくれた写真のような、敏腕経営者らしき雰囲気は感じられない。ましてや、身分を偽ってスパイをするような悪女なんかに見える筈はずもない。

　一方、その隣となりにいるのが来栖コーポレーションの社長、来栖幸之助。日本を代表する経営者の一人であり、40代にしてその地位を築き上げた才覚は際立っている、などと雑誌に書いてあった。外見の若々しさとは裏腹に、とてつもない大物のオーラを放っている。

　この２人を相手に、娘の彼氏として挨拶する。幸之助さんには一度会っているとはいえ、並々ならぬ覚悟を強いられる話だった。

　手土産の饅頭まんじゆうを渡し、まだまだ暑いですね、といった予定調和の世間話を一通り終えたところで、向こうから本題を切り出された。

「……本日お越し頂いた目的が、単なるボーイフレンドの顔見せでないことは、ジュリアも私も承知しています」

　幸之助さんは、隣に座ったジュリアさんに視線を送った。

「隆史さんには、私の妻、ジュリアの紹介をしなければいけません。芽め依い子こが知らないような話も含めて、すべてお話ししましょう」

　テーブルを挟んで反対側のソファで、俺も隣に座ったメー子に視線を送った。覚悟を決めたような表情をしている。

「……メイコ、ちゃん」

　ジュリアさんが口を開いた。まだ不慣れな日本語で、メー子の名を呼ぶ。

「いや、もう演技を続ける必要もないのね」

「……やはり演技でしたか」

　メー子の眼光が鋭するどくなった。

「芽依子ちゃん、ごめんなさい。私は今までずっと、あなたに噓うそをついていました」

　それは流りゆう暢ちような日本語だった。何の不思議もない、彼女は日本で生まれた日本人なのだから。

「……私も同罪だ。芽依子、すまなかった」

　続いて『共犯者』の幸之助さんも謝罪する。こみ上げてくる怒りを、喉のところでグッと留とどめて、俺は２人に質問する。

「どうしてメー子に、そんな噓をついたんですか？」

「……順を追って、説明させてください」

　まるで懺ざん悔げするように、ジュリアさんが語り始めた。

「まず、私の本名は武たけ田だ朱あか莉りと申します。タケダグループ会長の孫娘として、46年前に生まれました」

「……名前まで、噓うそだったんですか？」

「いえ、それは高校生の頃に付けられたニックネームなんです。名前を音読みして、ジュリ、ジュリア、と呼ばれていました。私のことをニックネームで呼ぶのは、ごく親しい人に限られていましたが」

　メモ用紙に自分の名前を書きながら、ジュリアさんは高校生の頃を振り返った。

「ちなみに、そのニックネームを付けてくれたのが彼でした」

「……えっ？」

　ジュリアさんの視線は、幸こう之の助すけさんに向けられていた。

　おもむろに、幸之助さんは胸ポケットから一枚の写真を取り出した。古ぼけたスナップ写真の中で、高校生くらいの男女が肩を寄せ合っている。

　女性の方は、すぐにジュリアさんだとわかった。

　男性の方は、すぐに判別できなかったが、もしや。




「ちょうど17歳の頃、私とジュリアは恋人同士でした」




「えぇっ!?」

　驚おどろきのあまり、大声を張り上げてしまった。貧相な俺の頭では、理解が追いつかない。

「来くる栖す家けの次期当主である私と、武田家のお嬢じよう様であるジュリア。そんな２人が結ばれることなど絶対にあり得ません。いわゆる、禁断の恋をしてしまったんです」

　俺も一応、様々な可能性を想定してこの日を迎えている。しかし、２人が昔『禁断の恋』をしていた可能性なんて、まったく想定していなかった。

「私たちは誰だれにも見つからないよう、こっそりと逢おう瀬せを重ねてきました。しかし、ジュリアの父親が私たちの関係に気付いてしまったんです。彼は激怒し、ジュリアを強制的にアメリカへ移住させてしまいました」

「私の母はニューヨーク出身のアメリカ人で、私はそちらの親族に引き取られました。日本の高校は中退させられましたが、何故なぜか卒業したことになっていて、飛び級で大学へ通うことになりました。……まだ17歳だったのに」

「おそらくジュリアの父親が手を回したのでしょう。あの頃のタケダグループは、日本の政財界を完全に掌握していましたからね」

　幸之助さんの年ねん齢れいから計算すると、29年前の出来事だ。時代錯さく誤ごのように思えるが、当時の社会情勢と照らし合わせれば、すべて必然的な流れだったのかもしれない。

「ショックでしたよ、多感な時期に恋人と引き裂かれるのは。その理由も、来栖家と武田家の確執という、実にくだらない話です。来くる栖すコーポレーションなんて継がなくていい、彼女さえいれば生きていける、などと粋がって反抗してみたものの、ジュリアと再会することはできませんでした。当時の私には、彼女の居場所さえ摑つかめなかったんです」

「私の方も、何とかして日本に戻ろうとしました。それが無理なら、せめて幸こう之の助すけさんと連絡を、と。ところが、24時間監かん視しされているので電話は使えない。手紙を送っても、何故なぜか彼の元には届かない。携帯電話も電子メールもなかった時代です。八方塞がりで、もう私は諦あきらめるしかありませんでした」

　17歳の恋人たちにとって、あまりにも過酷な試練ではないか。その壮絶な回想に、俺はただ耳を傾けることしかできなかった。

「ニューヨークには、タケダグループの拠点『ＵＳタケダカンパニー』がありました。私の父は、大学生になった私を、その会社の社長に就任させたんです」

　ジュリアさんは自じ嘲ちよう気味に語った。

「芽め依い子こちゃんや隆たか史しくんと同じように、私も17歳にして社長と呼ばれる立場になりました。肩書きだけのＣＥＯで、実際の経営は現地のスタッフが仕切っていましたけれど。そんな居心地の悪さを少しでも解消するために、私は大学で必死にビジネスを勉強しました」

　何と言うか、今の俺とよく似た環かん境きようである。だから俺には、ジュリアさんが肩書きにふさわしい人物となるため必死に頑張ったことが、とてもリアルに想像できた。

　もっとも、当時のジュリアさんが感じた『居心地の悪さ』は、俺の比ではないだろう。

　ここまでの話をまとめると、ジュリアさんの社長就任は、アメリカへの移住を正当化して世間体を整えるための方策だと考えられる。だが、実力主義のアメリカ人が、そんな理屈を素直に受け入れてくれるとは思えない。

　無能なトップとして批判されないためには、有能なトップに自分を改造するしかない。

　かーちゃんと出会った時、ジュリアさんの年ねん齢れいは19歳。社長就任から２年間で、とてつもない努力と成長を遂げたジュリアさんを見て、かーちゃんは『すっごく優秀な人』と評したのだろう。

「幸之助さんのことを諦あきらめた私にとって、ＵＳタケダカンパニーは人生のすべてでした。次第にスタッフからも実力を認められるようになりましたが、今度は逆に、プライベートの時間を持たないワーカホリックと揶や揄ゆされてしまいました。当時、日本人はワーカホリックというイメージが強かったので、その象徴的な存在だったのかもしれません」

　ワーカホリックを直訳すると、労働中毒。働くことにすべてを捧げる生き方だ。

　ジュリアさんは照れ笑いを浮かべながら、さらに付け加える。

「……幸之助さんがいない国で、友人や恋人をつくることに、意味も価値もありませんでしたから」

　その発言には、一片の迷いも感じられなかった。

　この人は本当に、彼のことが大好きだったのだ。海を越えて引き離はなされても、ずっと一いち途ずに愛し続けていたのだ。

　──そこへ、これまで沈ちん黙もくを続けてきたメー子が口を開いた。

「ワタシの父が結婚したことは、ご存知なかったのですか？」

　冷淡な口調だった。その表情は硬く、余裕が感じられない。

「風の噂うわさで聞いたわ。何年か経たって、芽め依い子こちゃんが生まれたことも」

「それでも、父のことを諦あきらめてくれなかったのですか？」

　きっとメー子の脳裏には、亡くなった母親の顔が浮かんでいるのだろう。元々メー子にとって、ジュリアさんは父親を奪った悪女である。その目的が来くる栖す家けの財産ではなく、29年前から続いた切なる恋愛感情にあるとしたら、メー子の胸中は余計に複雑かもしれない。

「芽依子ちゃん、それは違うわ。結婚の噂を聞くよりずっと前から、自分が幸こう之の助すけさんと結ばれることは諦めていた。だからこそ、24時間、仕事に没頭する生き方ができたのよ」

「……それならば、母の死後、あなたが父と再婚した理由を説明してください。17歳の身体からだになってまで父に迫ったのは、その想おもいを諦めきれなかったから、としか解釈できませんが」

　メー子はジュリアさんを睨にらみつけた。これまで説明された内容に、まるで納得がいかない、といった様子だ。

「……芽依子、落ち着いて聞いてほしい」

　申し訳なさそうな表情で、幸之助さんがメー子に真実を告げる。

「ジュリアに再婚を申し込んだのは、私の方なんだ」

「……お父様、それは噓うそですね」

　その声は震ふるえていた。

「お父様が、お母様を、裏切る筈はずがありません」

　実の両親を敬愛するメー子にとって、あまりにも受け入れがたい現実だったから。

「そう仕向けられるような理由が、他にあったのでしょう!?　来栖家の重大な秘密でも握られて、脅されているのでしょう!?　違いますか!?」

　何の根拠もなく、支し離り滅めつ裂れつな推論を並べ立てるメー子を見ていると、俺は悲しくて仕方なかった。すべての真実を明かす以上、こうなってしまうことも予想できた訳で、事態を収拾してみんなを仲直りさせることが俺の目的だった。

　……だが、この状況、本当に収拾がつけられるのか。

　不安をよぎらせながら、俺は必死に脳内で論点を整理した。ジュリアさんの出自は明らかになったが、不可解な点がまだ残されている。たとえば、




「そもそも、どうして彼女は17歳教に入ったのですか!?」




　……まさしく、それが最大の謎なぞだ。

　これまでメー子は、ジュリアさんが金銭目的で幸こう之の助すけさんに近づいてきた、と考えていた。その理屈でいけば、17歳の身体からだで彼を籠ろう絡らくする、という発想もあり得るだろう。

　だが実際は、若き日の恋人に幸之助さんの方から求婚した訳である。そうすると、ジュリアさんが17歳教会員になった理由が、いまいち理解できない。

「……生まれ変わるためよ」

　その秘密を、ジュリアさんは思い詰めたような顔で語り始めた。

「武たけ田だ朱あか莉りは、もう死んじゃったから」

「……詳しく、説明して頂けますか？」

　俺が言葉を促すと、ジュリアさんは静かに頷うなずいた。

「ＵＳタケダカンパニーが倒産したことは、ご存知ですか？」

「……はい、３年前のことですね」

「私は26年間、あの会社を経営してきました。ＵＳタケダカンパニーは、私の人生そのものでした。だから、あの倒産は、武田朱莉という人間の死を意味していたんです」

　いかにも日本人らしい考え方で嫌になる。だが、その心情を理解できない訳ではない。友人も恋人もつくらず、異国の地で一人奮ふん闘とうしてきた結末としては、あまりにも報われない話だ。

「そのニュースがほとんどメディアに取り上げられなかったことも、ショックを受けた要因の一つでした。私が人生を捧げた会社の終わりは、日本でもアメリカでも、これだけの扱いしか受けないのかと思うと、……生きる希望を見失いました」

「タケダグループの内部でも、色々あったようです。ジュリアの父親は権力闘争に敗れ、影えい響きよう力りよくを失っていました。５年ほど前に彼が病気で亡くなると、グループ内の主流派はすぐに別のアメリカ法人を設立し、ＵＳタケダカンパニーを孤立させたんです」

　幸之助さんが補足した。苦虫を嚙かみつぶすような表情で、彼はさらに続ける。

「３年前といえば、金きん融ゆう恐慌によって大企業の倒産が相次いでいた頃です。既にグループから孤立していたＵＳタケダカンパニーの倒産を気に留めた日本人経営者は、もしかしたら私だけだったのかもしれません」

「……ジュリアさんが経営する会社だから、ですか？」

　俺の質問に対して、幸之助さんは首を縦に振った。

「話は逸それますが、彼女がＵＳタケダカンパニーの社長であると知ったのは、私が来くる栖すコーポレーションに幹部候補生として入社した頃です」

　それは大学卒業後の話だろうから、17歳でジュリアさんと引き裂かれてから、何年も過ぎた後ということになる。

「その時、私には既に婚約者がいました。来栖家に近しい名家のお嬢じよう様で、互いの両親が選んできた相手です。すべてを投げ出してジュリアの元へ行くなんて、とても考えられない。私にできたのは、海外のビジネス誌にくまなく目を通し、ＵＳタケダカンパニーの動向をチェックすることくらいでした」

　少なからずショックを受けた様子のメー子に、幸こう之の助すけさんが視線を移す。

「……芽め依い子こ、誤解しないでほしい。芽依子のお母さんのことを、私は心から愛していたし、親子３人で過ごした日々は本当に幸せだった」

「……はい」

　メー子は力なく返答した。

「だからこそ、彼女の死は私にとって大きな喪失だった。心に大きな穴が空いてしまって、仕事に没頭しても、酒に溺おぼれても、埋め合わせることができなかったんだ」

　勘の悪い俺にも、だんだん先の展開が読めてきた。幸之助さんは再び視線を俺の方へ戻し、話を続ける。

「そんな折、ＵＳタケダカンパニーの倒産を知りました。誰だれも気に留めないような記事でしたが、私にとっては衝しよう撃げき的てきな大ニュースです。とうとう我慢できなくなって、私はジュリアの居場所を突き止め、会いに行きました」

　よくある話だ、と思った。伴侶を失った喪失感から、過去の恋人とやり直す。実によくある話で、世界中で似たような話が繰くり広げられ、その度に子どもたちが複雑な思いをさせられるのである。

「そして、ジュリアと再会した私は、彼女に結婚を申し込みました」

　幸之助さんは苦笑しながら、重要な一言を付け加える。

「……一旦、断られてしまいましたが」

　それは少し意外な展開だった。ハリウッド映画なら、ヒロインが涙を浮かべながらＹＥＳと答え、主題歌が流れるような場面ではないか。

「生きた屍しかばねと化していた私が、彼の妻にふさわしい女性だとは思えなかったんです」

「そんなことを言われて、引き下がる訳にもいきません。もう一度話がしたいと言って、私は強引に、彼女との約束を取り付けました」

「でも、私は待ち合わせ場所に現れなかった」

　ジュリアさんが粛々と語った。幸之助さんは一いつ瞬しゆんだけそちらに視線を送って、それから深い溜ため息いきをつく。

「……その日、ジュリアは交通事故に遭って、ＩＣＵに運ばれたんです」

　空気が凍り付くのを感じた。何を言えばいいのか、どう反応すればいいのか、まったくわからない。一方で、当の本人は平然と説明を続ける。

「待ち合わせ場所近くの交差点で、赤信号を渡ろうとしたところに、トラックが衝突したそうです。……前後１時間くらいの記き憶おくが、ぽっかり抜け落ちてしまったので、それさえも人から聞いた話ですが」

「警察が携帯電話の履り歴れきを調べて、私のところに連絡が来たのは、事故発生から３時間ほど経たった後でした。急いで病院へ向かったものの、彼女は意識不明の重体。意識が回復するまでの２日間、私はずっとベッドサイドに付き添っていました」

「目が覚めた瞬しゆん間かんのことは、はっきりと覚えています」

　ジュリアさんは、遠くを見つめるように語った。

「どうして自分が生きているのか、不思議で仕方がない。そんな感覚がありました。オカルト的な言い方をすれば、死神に取り憑つかれていたのかもしれません。そのせいで、フラフラと赤信号に飛び出してしまった。そんな非科学的なことを考えました」

「当時の彼女は、人生に疲れてしまっていたのでしょう。だから、死神なんかに取り憑かれてしまった。それでも一命を取り留めたのだから、一緒に生きていこう、と私は訴えました」

　２人が『死神』と呼ぶものの正体は、深層心理に眠る自殺願望ではないか。そんなことを考えて、俺は背筋が寒くなった。

「幸こう之の助すけさんはそう励ましてくれましたが、現実は過酷でした。事故の後遺症で、手足が思い通りに動かせなくなってしまったんです。リハビリ生活を送っても、元に戻る保証はない、とドクターから告げられた時は、絶望しか感じませんでした」

「私はそれでも、一生をかけてでも、彼女を支えたいと思いました。これは綺き麗れい事ごとではなく、本心です。……しかし、ジュリアは私の申し出を、なかなか聞き入れてくれませんでした」

「結婚どころか、いっそ死んだ方が楽かもしれない、なんて考えていたからです。私は死にたい、彼は私に死んでほしくない。笑えるほど単純なジレンマです。そこで私が選択したのは、いわば『折衷案』でした」

「……どういう意味ですか？」

　俺の質問に、ジュリアさんは笑顔で答えた。




「残りの寿命の半分だけ、死ぬことにしたんです」




　17歳の身体からだで、ジュリアさんはそんなことを言う。

　17歳教のことを知らなければ、その意味がまったく理解できないだろう。逆に言えば、俺は一瞬で、その意味を悟ってしまったのだが。

「日本には、素晴らしい宗教がありました。……隆たか史しくんには、改めて説明する必要もありませんね。和かず美みさんと同じように、私は儀ぎ式しきを受けて、17歳の身体になったんですよ」

　ジュリアさんは、実に晴れやかな表情を浮かべていた。その選択に少しでも後悔する気持ちがあれば、こんな表情はできない。かーちゃんやばーちゃんと同じく、17歳教の会員になったことを、完全に前向きな意味で捉えているのだ。

「この身体は、ちょうどその写真と同じ頃のものです」

　テーブルに置かれたままの写真に、ジュリアさんは視線を落とす。

「幸こう之の助すけさんと一緒に生きていくなら、17歳の身体からだに戻ることは、これ以上ないくらい適切な判断だと思いました」

　17歳当時の恋人と、17歳当時の身体で結ばれる。

　会いたいのに会えない、そんな何十年もの年月を超えて。

　明かされた《最後の真実》によって、引き裂かれた恋人たちの数奇な運命が、すべて浮かび上がったのだ。




　──その時、弱々しい声でメー子が尋ねた。

「……お父様も、ジュリアさんと、同感なのですか？」

「……私は、これが最善の選択だったとは思っていない。ただ、彼女が17歳になってしまった以上、それを受け入れるしかなかったし、受け入れたことを後悔するつもりもない」

「事前に相談しなかったことは、申し訳なく思っているわ。それを咎とがめるどころか、17歳になった私のために、幸之助さんは色々と手を尽くしてくれた。私が病院で死亡した、という偽の情報をリークしたり、日本で生活するための戸籍を用意してくれたり」

　一呼吸を置いて、ジュリアさんが続ける。

「おかげで私は、武たけ田だ朱あか莉りから、来くる栖すジュリアに生まれ変わることができたのよ」

　来栖コーポレーションの社長ともなれば、それくらいの工作は朝飯前なのだろう。よくよく考えてみれば、とても恐ろしい話だが。

「口うるさい来栖家の親族も、ジュリアが武田家の人間であることには気付きませんでした。ＵＳタケダカンパニーの公式資料には、アカリ・タケダという名前が記載されていますから。彼女がジュリアと同一人物であることに気付いたのは、会社から離はなれた日本人コミュニティで知り合ったという、あなたのお母様だけですよ」

　点と点が繫つながって、線になっていく。オープンスクールの日、かーちゃんがジュリアさんに出会わなければ、誰だれもその可能性に気付かなかったのだろう。

「とはいえ、出自不明の17歳の女性と私が再婚することに、反対する親族も少なくありませんでした」

「その反対意見には、どう対応したんですか？」

「彼らは所詮外と様ざまですからね。私の力で、黙だまらせましたよ」

　俺の質問に対して、幸之助さんは笑顔でそう答えた。つくづく恐ろしい話である。




「それよりも心苦しかったのは、芽め依い子こに拒絶されてしまったことです」

　父と娘の視線が、テーブル越しに交差する。

「……どうして私にまで、噓うそをついたのですか？」

「不ふ甲斐がいない私を庇かばうために、ジュリアが悪者になってくれたんだ」

　ジュリアさんは肯定も否定もせず、俯うつむいたまま沈ちん黙もくしていた。

「再婚相手が17歳当時の恋人だと紹介したら、芽め依い子こはどんな反応をするか。自分の母親を、自分の父親は愛していなかった。彼が何十年も愛し続けていたのは、この女性だった。……まだ14歳だった芽依子は、きっとそう思い込んだだろう」

「……それだけは、避さけたかった」

　一言だけ、ジュリアさんが呟つぶやいた。元々、自分は彼の結婚相手としてふさわしくない、などと考えていた人である。自分のせいで彼が娘に嫌われてしまうなんて、到底耐えられなかったのかもしれない。

「だから芽依子にも、他の人間と同様に、噓うその説明をしてしまった。若い後妻を拾ってきた色ボケの父親だと思われる方が、本当は自分の母親を愛していなかったと思われるよりも、まだ幾分か救いがあると考えたのさ」

　メー子は何か反論しようとして、すぐに思い留とどまるような仕草を見せた。色々な感情が乱れ飛んで、頭の中がグチャグチャになっているみたいだ。

「芽依子にこの話をするのは、もう少し先になる筈はずだった。せめて20歳を越えてから打ち明けよう、と２人で話し合っていた。……だが、親が知らぬ間に子は成長するものだね。芽依子はまだ17歳なのに、しっかりと自分の会社を経営し、こんなに素敵なボーイフレンドを連れて来るようになった」

「あっ、えーと、ありがとうございます」

　とりあえず褒ほめられたのでお礼を言ってみたが、何だか非常に間の抜けた感じがする。

「芽依子はもう立派な大人だ。そう認めたからこそ、今まで隠してきた真相を、伝えることにした。噓をついたことは謝らないといけないし、許してほしい、などと言える訳もない。ただ一つだけ、芽依子の父親として、お願いしたいことがある」

　メー子の顔をじっと見据えながら、幸こう之の助すけさんは泣き出しそうな低い声で言った。




「ジュリアを、母親として、受け入れてやってほしい」




　メー子は絶句したまま、大きく目を見開く。

「こんなことを頼たのめるほど、私は立派な父親ではない。それでも、本当のことを話した以上、これだけは芽依子に言っておきたかった……」

　最後の方は、ほとんど消え入りそうな震ふるえ声だった。こみ上げる感情を堪こらえるように、幸之助さんは拳を強く握り締しめる。

「ちょっと、待ってください」

　そこへ、俺は我慢できずに異論を挟んだ。

「何だかそれは、順序が違うような気がします」

「……順序が違う？」

「まずは芽め依い子こさんのことを、娘として、受け入れてやってください」

　困惑した表情で、幸こう之の助すけさんは俺の顔を見つめた。

「幸之助さんがジュリアさんと再婚してから、メー子は……、芽依子さんは、ずっと疎外感を覚えてきました。自分の居場所を、自分の家族のなかに見つけられなかったから、俺の……、じゃなくて、私の家族になりたいと願ったんです」

　感情の昂たかぶりに任せて、次第に乱雑な口調になってしまったが、それでも、これだけは、俺の口から伝えなくてはいけない。

「メー子は……、芽依子さんは、父親に見捨てられたのではないか、と不安に思っています。信じたい気持ちがあっても、信じるための根拠がなくて、苦しく思っています。ジュリアさんのことが一番大切だから、自分の存在は邪じや魔ま者ものだと、そう考える方が合理的だからです」

「そんな馬鹿な話が、ある訳ないでしょう」

　幸之助さんの声に、興奮らしき感情が、初めて宿った。

「それならそうと、はっきり言ってやってください。言葉にしなければ、伝わらない気持ちもある筈はずです」

「芽依子は、世界にたった１人の、大切な娘です！」

　幸之助さんは、大きな声で宣言した。




「ジュリアと再婚してからも、芽依子を邪魔者だと思ったことなど、一度もありません！」




　それは、数年来の呪じゆ縛ばくを解き放つ、魔ま法ほうの言葉だったのかもしれない。メー子は呼吸を止めて、真剣な父親の眼まな差ざしをじっと見つめていた。

　そして、沈ちん黙もくが訪れた。

　永遠に等しいように感じられた、などと陳腐な表現を使いたくなるところだが、実際は１分にも満たない時間だったと思う。何故なぜなら、メー子が耐え切れるのは、せいぜい数十秒が限界だったからだ。

「……少し、考えを整理する時間をください」

　不意にメー子が立ち上がり、泣き出す寸前の表情で呟つぶやいた。その瞳ひとみに大粒の涙が光っていることを、俺は見逃さない。

　幸之助さんとジュリアさんが、無言で小さく頷うなずいた。メー子はそれを確認して、

「……失礼させて頂きます」

　と、言い残して、客間から出て行ってしまった。

　俺は呆ぼう然ぜんとその背中を見送っていたが、ふと我に返り、メー子を追いかけなければ、と気付いて焦りだした。

「す、すみません、私も失礼します！」

「……澤さわ村むら隆たか史しさん」

　慌てて立ち去ろうとする俺を、幸こう之の助すけさんが呼び止める。

「は、はいっ」

「至らない娘ではありますが、芽め依い子このことを、よろしくお願いします」

　それだけ言って、幸之助さんは頭を下げた。自分の彼女の父親からそう言われたということは、要するに、そういうことである。

「……わかりました。こちらこそ、よろしくお願いします」

　それなりに覚悟の要る返答ではあるが、今更躊ちゆう躇ちよするようなことでもない。

　俺は深々と頭を下げて、それからメー子の後を追いかけていった。
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　来くる栖す家けへ挨拶に訪れてから１週間後の日曜日。全国ツアーの前ぜん哨しよう戦せんとなるコンサートが開催された。セブンティーンを設立してから、初めてのコンサートである。

　準備作業が大変だったので、当日も死ぬほど忙しいだろうと覚悟していたが、意外にも余裕がある。機材チェックやリハーサルは前日までに終えているし、観客誘導などはイベント運営会社に外注しているから、控え室で談笑していても平気なくらいだ。

「ねぇねぇ、隆たか史し！　似合ってる？　似合ってる？」

　17歳のアイドルが、嬉うれしそうに衣装を見せびらかす。

「……あぁ、似合ってると思うよ」

「やった～、隆史が似合ってるって言ってくれた～！　きゃ～っ！」

　異常なハイテンションで、かーちゃんが騒さわぎ回った。ついていけずに戸惑っている俺の肩を叩たたいて、マネージャーが苦笑しながら解説してくれた。
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「コンサート前は、いつもこんなノリなんですよ。自分を極限状態に追い込むことで、最高のパフォーマンスを発揮するとか」

「それだけ聞くと、スポーツ選手みたいですけど……」

　フィギュアスケートのようにクルクルと回転しているかーちゃんの姿は、本番前のイメージトレーニングをしている訳でもないし、一言で切り捨てれば《おかしな人》にしか見えない。あるいは、危険な薬物か変なキノコでも摂取したかのようだ。

「確かに、これまで以上に興奮しているみたいですね。おそらく、隆たか史しくんが一緒にいるからでしょう」

「えっ、俺のせいですか？」

「そうだそうだ、隆史のせいだ、こいつめ～！」

「うわっ、かーちゃん、やめろ！」

　かーちゃんはポカポカと優しく俺を殴った。もはや、会話を成立させようなどと期待してはいけない。犬や猫の方が、まだコミュニケーションの余地がありそうだ。

「キミのお母様は、本当に面白いね。今度からこの様子を収録しておいて、ブルーレイの映像特典にしようか」

　俺とかーちゃんを遠巻きに眺めながら、メー子が他人ひと事ごとのように呟つぶやいた。

「おい、まさか本気で言ってないだろうな？」

「……そうだね、冗談だよ」

「今の微妙な間は何なんだよ？」

　メー子の反応を見る限り、次回のコンサートから控え室にカメラが入ることは、ほぼ確定と捉えていいだろう。俺がいくら反対しても、メー子が本気を出せば、知らない間に話が進められてしまうのだ。もう少し社長を敬ってほしいものだ。

「さて、開演まで１時間を切りましたね。会場内の最終チェックに行ってきます」

　マネージャーが腕時計を確認しながら言った。イベント運営の経験があるのはマネージャーしかいないので、非常に頼たよりにしている。

「あっ、はい、お願いします」

　チェックリストを片手に颯さつ爽そうと歩き出した背中を見送ったところで、俺はふと気付いたことがあった。

「そう言えば、ばーちゃんは？」

　会場入りしているセブンティーンのスタッフのうち、ばーちゃんの姿だけが見当たらない。

　ちなみに、優ゆう香かはコンサート会場に来ていない。原則として部屋から出ない労働契約となっているため、本日は自宅警備、いや、オフィス警備の仕事をしているのだ。今頃はコンサート関連の呟つぶやきを収拾して、１人でニヤニヤしているかもしれない。……あるいは、単に昼寝をしているかもしれないが。

「おばあ様は、来客対応をしているよ」

　メー子が答えてくれたが、どうも腑ふに落ちない。

「あれっ、招待席には全員案内を済ませた筈はずだけど？」

「それは不可解だね。リストに載っていないお客様、ということかな？」

　コンサート当日にアポ無しでやって来るようなお客様など、基本的にはお断りである。本業の（自宅警備やオフィス警備ではない）警備員に対応してもらえばいいのだが、ばーちゃんは何をしているのだろうか。

「隆たか史し、お客様だよー」

　そんな噂うわさをしていると、張本人が現れた。ばーちゃんの後ろにいる『お客様』の顔を見て、俺とメー子は硬直してしまう。

「……お邪じや魔まします」

　スレンダーな肢体に、綺き麗れいなブロンド髪。『お客様』の正体は、ジュリアさんだった。




　見落としていたが、本日のオペレーションを仕切っているイベント運営会社は、来くる栖すコーポレーションに最近買収された子会社だった。そちらに幸こう之の助すけさんが話を通しておいたらしく、ジュリアさんは書類一枚であっさりと会場内に入れたようだ。

　目的は不明だが、おそらく、メー子と会うために来たのだろう。このタイミングでこの場所に来れば、確実にメー子がいるのだから。

『……少し、考えを整理する時間をください』

　あれから１週間、その答えを聞きに来たのかもしれない。俺は息を吞のんで身構えたが、事態は予想外の方向へ転がっていく。

「ジュリアさん、ジュリアさんですよね！」

　……かーちゃんに絡まれてしまったのだ。

「お久しぶりです、澤さわ村むら和かず美みです！　私のこと、覚えてますか？」

「は、はい、それはもちろん」

「アイドルとして知ってる、とかじゃなくて！　昔、アメリカでお会いしましたよね！」

「えぇ、確かに、お会いしましたね」

「きゃ～！　凄すごい、27年ぶりの再会ですね～！」

　かーちゃんは奇声を発して、ジュリアさんに抱きついた。相手の反応などお構いなし、やりたい放題である。

「あの頃はジュリアさんの方が年上でしたけど、今は同い年ですね！」

「……そうですね。私も、17歳教の会員ですから」

　かなり困惑した様子でジュリアさんが返答した。すると、かーちゃんは急に声のトーンを落とし、ジュリアさんの耳元でそっと囁ささやく。

「……ごめんなさい、隆史から話を聞いちゃいました。17歳教に入った理由も、日本に戻って来た理由も、全部」

　さらに強く、ジュリアさんの身体からだを抱き締しめる。

「私とジュリアさんじゃ、17歳になるまでの人生が全然違うから、あんまり力になれないかもしれないけど。それでも、17歳教の会員同士、もしかしたら力になれるかもしれないから。悩みとか、愚痴とか、いつでも相談してください」

「……ありがとうございます、和かず美みさん」

　戸惑うばかりだったジュリアさんの表情が、ようやく緩ゆるんだ。温かい雰囲気である。

「あっ、それと！」

　だが、それも長くは続かない。主にかーちゃんのせいで。

「うちの隆たか史しが、お宅のメー子ちゃんをたぶらかしちゃって、本当にごめんなさい！」

「……誰だれが誰をどうしたって？」

　実の母親から濡ぬれ衣ぎぬを着せられそうになり、俺は慌てて突っ込みを入れる。

「澤さわ村むら和美の息子である澤村隆史が、来くる栖すジュリアの娘である来栖芽め依い子こを、たぶらかし、かどわかし、イヤン（はぁと）なことまでやらかして、誠に申し訳ございませんでした」

「デタラメばっかり並べるな！」

　あまりの暴言に、さすがの俺も少々苛いらついてしまった。後半部分がすべて噓うそ八百という、何とも酷ひどい話である。

　一方、かーちゃんの腕の中にいるジュリアさんは、その前半部分に反応した。

「あの、和美さん」

「は～い、何でしょう？」

「芽依子ちゃんは、私のことを、母親だなんて……」

　空気がどんよりと重くなった。ジュリアさんの立場からすれば、そこをスルーしてしまう訳にもいかないので、要するにかーちゃんが悪い。

　そんな空気の中で、メー子がジュリアさんに語りかけた。

「……ジュリアさんのことを母親と呼ぶのは、やはり抵抗があります。ワタシが母親と呼べる人は、１人しかいませんから」

　その発言を受けても、ジュリアさんに落胆した様子は見られなかった。メー子の姿勢が変わらないことが、最初からわかっていたのだろう。

　だが、メー子は微笑ほほえみを浮かべながら、意外なことを言い始めた。

「ただ、これまで誤解してきた部分については、認識を改める必要がありそうです」

「……えっ？」

「少なくとも、父をたぶらかして手込めにするような悪人ではない。そのような偏見を捨て、父の後妻として、……ワタシの家族として、ジュリアさんに接していこうと思います」

　それはメー子にとって、大きな意識の変化だったに違いない。

　ジュリアさんに対する恨みから、17歳教会員すべてを憎んでいた。執しつ拗ようなまでに会員のプロフィールを調べ上げ、17歳教を『諸悪の根源』と断じていた。俺と付き合い始めた頃のメー子は、悪い意味で徹てつ底てい的てきだったのだ。

　もはや、かつてのメー子の面おも影かげなど、どこにもない。ここにいるのは、回り道の果てにようやく自分の家族を発見した17歳の女の子だ。

「いつか、ジュリアさんのことを、素直に母親と呼べる日が来るかもしれません。それまでの間は、ひとまず家族の一員としての敬愛を込めて、ジュリアさんと呼ばせて頂きます」

「……ありがとう、芽め依い子こちゃん」

　ジュリアさんの瞳ひとみには、感激の涙が浮かんでいた。




　　　☆　☆　☆




　数分後、会場内の最終チェックを終えたマネージャーに連れられて、かーちゃんは舞ぶ台たい袖の待機スペースへと向かった。控え室にいた面々も、せっかくなので、観客席から見えないギリギリのところまで見送りに行くことにした。

「ところで、最終チェックはすべて異常ありませんでしたか？」

　通路を歩きながら、俺はマネージャーに確認する。

「機材関連も入場関連も、まったく問題ありません。強いて言えば、観客席付近で、アイドル志望の女性にしばらく捕まってしまったことが問題でした」

「……それは、どういうことですか？」

「スタッフとの会話内容から、私がセブンティーンの副社長だと勘付かれてしまって。自分もアイドルになりたい、事務所のオーディションを受けさせてほしい、と迫られたんです」

　話を聞いただけでも、実に面倒臭そうな状況である。

「まぁ、こういう事態に備えて、セブンティーンは17歳教会員限定事務所というコンセプトにしておいた訳です。その話をしたら、もちろん納得はしてくれませんが、一応引き下がってくれましたよ」

「……なるほど、効果抜群ですね。そう簡単に、所属アイドルは増やせないですから」

　セブンティーンの設立時に散々議論した話だが、改めてその意義を実感する。スタッフの数が極端に少ないので、そのような応募が殺到しても困ってしまうのだ。

「え～っ。アイドルが私しかいないのは、ちょっと寂しいわよ～」

　俺の苦労を知ってか知らずか、かーちゃんが不満を漏らした。開演前の妙なハイテンションは続行中である。

「駄目だよ、17歳教会員限定なんだから」

「じゃあ、お義母かあさん、アイドルやりませんか？」

　ショッピングにでも誘うような軽いノリで、かーちゃんがばーちゃんを勧誘した。

「うーん、人前に立つのは、あんまり好きじゃないねー」

「無茶を言うなよ、かーちゃん。ばーちゃんが総務の仕事をやってくれなかったら、事務所が破綻するぞ」

　それは、社長としての本音だった。ばーちゃんに限らず、誰だれか一人でも欠けてしまったら、セブンティーンの業務は完全に停滞してしまうだろう。

「それなら、ジュリアさん！」

「……私？」

　ジュリアさんは急に話題を振られ、驚おどろいた様子だ。

「社長だったから、人前に出るのも慣れてるし！　スタッフじゃないから、事務所にも迷惑をかけないし！　いいでしょ、ねっ？」

「えっ、えっ、えぇっ？」

「ほらほら、ＮＯって言わないから、ＹＥＳってことよね！　ソロデビューが不安だったら、私とジュリアさんでユニットを組むから大丈夫！」

　残念ながら、かーちゃんが暴走を始めてしまった。ジュリアさんには申し訳ないが、かーちゃんの気が済むまで、しばらく付き合ってもらうしかない。

「面白いですね、ユニット名は何にしましょうか？」

　……などと思っていたら、マネージャーまで悪ノリを始めたではないか。

「ちょっと、マネージャー？」

「このアイデア、与太話に聞こえて、案外イケるような気がしてきました」

「まさか本気で言ってるんですか？」

「もちろん。根拠は私の直感です」

　俺は頭を抱えた。このままでは、ジュリアさんのアイドルデビューが、現実となってしまうかもしれない。

「そうねぇ、ジュリアさんはハーフだから、アメリカンなユニット名にした方がいいかしら。でも、捻ひねりが足りないような気がする……」

　かーちゃんは真剣にユニット名を考えている。間もなくコンサートが開演するというのに、ふざけた態度である。

「逆に、ハーフなのにこんな名前？　って、突っ込み待ちみたいなユニット名だと印象に残るかしら。そうすると、あえて純和風な感じで……」

「和かず美みさん、私、デビューするなんて一言も……」

「あっ、そうだ！」

　ジュリアさんを無視して、かーちゃんは高らかに宣言した。




「ユニット名は『やまとなでしこ』にしましょう！」




　もはや、突っ込む気力も起きない。その後、何やら『やまとなでしこ』に込めた想おもいを熱く語っていたようだが、俺は適当に聞き流しておいた。一通り演説を終えて満足したところで、ちょうど開演時刻となり、かーちゃんはファンの待つステージへと飛び出して行った。

『みんな～、お待たせ～！』

「「「か・ず・み！　か・ず・み！」」」

　予定通りコンサートが始まったのを見届けて、俺は溜ため息いきをつく。

　もしかしたら、かーちゃんだけでなくジュリアさんも、あのステージに立つ日が来るのかもしれない。永遠の17歳ユニット『やまとなでしこ』として……。

「タカシ、さっきの話は冗談だろうね？」

　引きつった笑いを浮かべながら、メー子は俺に尋ねたが、そんなことを質問されても困る。確かに社長は俺だが、この事務所では、俺の知らないところで話が進んでいることも決して少なくない。というか、その黒幕は大抵メー子ではないか。

　そんなことを考えたら、だんだん腹立たしくなってきた。ジュリアさんのアイドルデビューにメー子が賛成していないのは明らかだったが、俺は少しだけ意地悪を言ってやる。

「まぁ、母親がアイドルっていうのも、悪くないと思うぞ？」

　それを聞いたメー子の表情は、なかなか愉快なものだった。







あとがき




　こんにちは、弘ひろ前さきです。おかげさまで２冊目の本を出すことができました。お世話になった皆様、とりわけ前巻を気に入ってくださった読者の皆様、本当にありがとうございます。

　登場人物３人（マネージャーを入れても４人）の短編から始まった『俺のかーちゃんが17歳になった』ワールドも、だんだん話のスケールが大きくなってきました。この調子で話が続いていけば、そのうち宇宙規模の戦争が勃ぼつ発ぱつして、かーちゃんが人型ロボットに乗り込んで戦う展開となる筈はずです。お楽しみに！

　……と、それは流石さすがに噓うそなのですが、そうならない保証ができないくらい、先の展開が作者自身も読めません。良く言えば湧き上がる情動に身を任せて、悪く言えば行き当たりばったりで執筆しております。ちなみに、某掲示板でＳＳの書き手をしていた頃は、読み手の反応をリアルタイムで拾いながら即興で展開を考えていました。現在は、プロットらしきものを事前に用意する分、多少なりとも計画性を持つようになったと思いますが。

　そんな適当さが顕けん著ちよに表れているのが、キャラクターの名前の付け方です。今回のあとがきでは、裏話ということで、その辺りを紹介させて頂きます。前巻までに登場したキャラクターだけなので、あとがきから読む派の皆様も、ネタバレの心配はありませんよ！




《澤さわ村むら隆たか史し》

　かーちゃんの息子といえば、タカシです。某掲示板のお約束ネタです。作品のアイデアが浮かんだ次の瞬しゆん間かんには、下の名前が確定していました。

　最初は違う苗みよう字じを考えていたのですが、名古屋市長と（漢字は異なるものの）同姓同名になってしまうことが発覚し、一文字だけ変えた経けい緯いがあります。




《澤村和かず美み》

　かーちゃんにも、名前はあるんだよな……。頭文字を取って、かーちゃん、と呼べることが条件でした。こちらも最初は《加か奈な子こ》という別の名前を考えていたのですが、

「その名前は、なんか妹っぽい」

　と、業界に詳しい先せん輩ぱいＴさんからアドバイスを頂き、最終的に《和美》に落ち着きました。




《澤村優ゆう香か》

　お風呂が嫌いな引きこもりの妹、という設定から、名前は一発で決まりました。

　優しい香り。優れた香り。

　名は体を表わす、という言葉どおりのキャラクターですね！




《来くる栖す芽め依い子こ》

　投とう稿こう作さくの続きを書くにあたり、編集部にて打ち合わせをした結果、クラスメートを登場させることが決まりました。ひとまず仮の名前を付けないと不便なので、クラスメー子、という記号で呼ぶことにしました。

　そうしたら、メー子、という呼び方が自分のなかで定着してしまった訳です。もう他の名前で呼ぶことに違和感しか覚えなかったので、思い切ってそのまま採用。




《梅うめ野のワカバ》

　頭文字を取って、ばーちゃん、と呼べる名前にしたかったのですが、まったく思い付きませんでした。かろうじて《ババロア》という名前が浮上したものの、設定と嚙かみ合わないにも程があるので却下。

　そこで、若返ったばーちゃん、という意味合いも込めて《ワカバ》になった次第です。苗みよう字じは音の響ひびきだけで決めました。




　以上、まったく参考にならないネーミング事例集でした。適当すぎますね！

　ここでは紹介できませんでしたが、２巻に登場するキャラクターの名前も、入稿期限の直前に変更しています。ご迷惑をおかけした皆様、申し訳ありませんでした。




　最後になりますが、お世話になった方々への謝辞を……。

　電でん撃げき文庫編集部の和わ田だ様、小お野の寺でら様。

　イラストレーターのパセリ様。

　デザイン、印刷、流通などに携わって頂いた皆様。

　前巻をお買い求めになり、続刊刊行の後押しをしてくださった皆様。

　ネット上のレビューなどで、お褒ほめの言葉を頂いた皆様。

　皆様のおかげで、この本を出版することができたと思っています。これからも頑張っていきますので、引き続きよろしくお願いします！





弘ひろ前さき龍りゆう
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弘ひろ前さき 龍りゅう

こんな名前ですが、青森県とは無関係です。ただし、作中の学校名は弘前市の地名が由来となっています。「噓をつくんじゃない、他に元ネタがあるだろう！」という声が聞こえてきそうですが、本当ですってば。
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イラスト／パセリ

某みかん国出身のイラストレーター。

もっと色々なものが描けるよう頑張ります！

あと最近運動不足なのも何とかしたいです。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「弘前 龍先生」係

「パセリ先生」係











本書は書き下ろしです。











[image: ]電撃文庫





俺おれのかーちゃんが17歳さいになった②








弘ひろ前さき 龍りゅう





発　行　　　　2015年2月5日





発行者　　　　塚田正晃

発行所　　　　株式会社KADOKAWA

　　　　　　　〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

　　　　　　　03-3238-8745（営業）

　　　　　　　http://www.kadokawa.co.jp/


プロデュース　アスキー・メディアワークス

　　　　　　　〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

　　　　　　　03-5216-8399（編集）

　　　　　　　http://dengekibunko.dengeki.com/





本書（電子版）に掲載されているコンテンツ（ソフトウェア／プログラム／データ／情報を含む）の著作権およびその他の権利は、すべて株式会社KADOKAWAおよび正当な権利を有する第三者に帰属しています。

法律の定めがある場合または権利者の明示的な承諾がある場合を除き、これらのコンテンツを複製・転載、改変・編集、翻案・翻訳、放送・出版、公衆送信（送信可能化を含む）・再配信、販売・頒布、貸与等に使用することはできません。





(C)2013 RYU HIROSAKI





※2013年12月10日発行の電撃文庫『俺のかーちゃんが17歳になった(2)』初版に基づき制作









[image: ]




item/image/p087.jpg





item/image/p285.jpg





item/image/cover.jpg





item/image/kuchie-004-005.jpg
epLamIY
ESBOKCPRFE,
M I=ZEDPT.
PESBDIRZERIFIC
BTV,






item/image/p117.jpg





item/image/p237.jpg





item/image/p037.jpg





item/image/bookwalker.png
AT

BOOKYWALKER





item/image/cover-h4.jpg





item/image/p191.jpg





item/image/p073.jpg





item/image/kuchie-002-003.jpg
"

l
”‘ﬁll tr






item/image/gaiji-excl3.png





item/image/logo-dengeki.png





item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		目次



		第１話　17歳の嫁、17歳の姑



		第２話　17歳の生徒、17歳の保護者



		第３話　17歳の秘密をめぐる冒険



		第４話　17歳の目に映るセカイ



		第５話　17歳で社長なんてアメリカではよくあること



		第６話　17歳のラブ・ディスティニー



		エピローグ　17歳のやまとなでしこ



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/p141.jpg





item/image/p185.jpg





item/image/p261.jpg





item/image/gaiji-cid7894.png





item/image/p013.jpg





item/image/p059.jpg





item/image/kuchie-001.jpg





item/image/photo.jpg





item/image/p097.jpg





item/image/gaiji-cid739.png





item/image/kuchie-008.jpg
P059

SH28%
17T DERE

17TRDRES

P191

SE55%
17THR CHRBAT
PARUDTIE
FL<HBDIE

Illustration* Paseri





item/image/p123.jpg





item/image/p287.jpg





item/image/kuchie-006-007.jpg





item/image/p009.jpg
g

+s2r0/\t2Y





